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巻
頭
言 

  

本
巻
は
、『
岩
崎
純
一
全
集
』
の
第
八
十
六
巻
を
成
し
、
岩
崎
の
言
語
の
著
作

物
の
う
ち
、
人
工
言
語
、
国
家
内
共
同
体
言
語
の
制
作
と
社
会
実
験
（
言
語
使

用
者
、
巫
女
・
神
道
関
係
者
、
言
語
障
害
者
、
精
神
・
身
体
障
害
者
）
に
関
す

る
述
作
を
収
め
る
。 

 

目
次 

 

巻
頭
言 

 

第
一
編 

〇
歳
～
十
九
歳 

 

第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

岩
崎
式
日
本
語
の
概
要
と
研
究
会 

岩
崎
式
日
本
語
基
礎
デ
ー
タ 

岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
方
々
向
け
の
注
記 

岩
崎
式
日
本
語
文
法
の
解
説
（
高
難
度
） 

創
作
言
語
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
ペ
ー
ジ 

ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
は
地
道
に
数
年
を
か
け
て
完
成
さ
せ
る
予
定 

『
疾
病
及
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
（IC

D
-1

0

） 

第Ⅴ
章 
精

神
及
び
行
動
の
障
害
』
と
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
と
の
対
応
表
（
二
〇
一
一
年

五
月
版
） 

「
『
疾
病
及
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
（IC

D
-1

0

） 

第Ⅴ

章 

精

神
及
び
行
動
の
障
害
』
と
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
と
の
対
応
表
（
二
〇
一
一
年

五
月
版
）
」
掲
載
の
お
知
ら
せ 

 

第
三
編 

三
十
歳
～
三
十
九
歳 

「
岩
崎
式
日
本
語
」
文
法
変
遷
表 

岩
崎
式
日
本
語
（IS

R
e
J
P

）
論
理
値
表
を
掲
載 

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
「
岩
崎
式
日
本
語
ラ
イ
タ
ー 

二
〇
一
二
」
を
開
発
・
掲
載 

岩
崎
式
日
本
語
文
集
【
共
同
編
集
】
ペ
ー
ジ 

未
来
年
表
と
言
語
に
つ
い
て
の
考
え
方
・
実
験
の
ペ
ー
ジ
を
設
置 

「
岩
崎
式
日
本
語
ペ
デ
ィ
ア
」
を
設
置 

ブ
ロ
グ 

有
言
の
華 

様 

「
日
本
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
・
ヴ
ォ
イ
ス
・
格
」
於
・
国
立
国
語
研
究
所 

へ
の
投
稿
文 

岩
崎
式
日
本
語
文
の
英
語
訳 

岩
崎
式
日
本
語
特
設
サ
イ
ト
（
岩
崎
純
一
と
関
根
ひ
か
り
の
共
同
制
作
、

英
語
版
含
む
）
の
転
載
（
サ
イ
ト
は
閉
鎖
済
） 

岩
崎
式
日
本
語
特
設
サ
イ
ト
に
つ
い
て 

第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
に
向
け
て 

「
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
に
向
け
て
（
ご
要
望
の
ま
と
め
と
計
画
の
概
要
）」

を
掲
載 

も
っ
と
お
し
え
て
！
人
工
言
語 

◆
岩
崎
式
日
本
語
◆ 

 
 

例
文
で
感
じ
る
人
工
言
語 

＊ 

岩
崎
式
日
本
語 

 
 
- 

そ
の
他
の
言
語
紹
介 

-  

岩
崎
式
日
本
語 

 
第
四
編 

四
十
歳
～
四
十
九
歳 

 

第
五
編 

五
十
歳
～
五
十
九
歳 

 

第
六
編 
六
十
歳
～
六
十
九
歳 
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第
七
編 

七
十
歳
以
降 

 
第
八
編 

著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

岩
崎
式
日
本
語
使
用
者
の
協
力
に
よ
る
文
法
変
遷
表
【
共
同
編
集
】 

岩
崎
式
日
本
語
の
議
論
ノ
ー
ト 

私
た
ち
の
試
み
に
つ
い
て 

岩
崎
式
日
本
語
の
議
論
ノ
ー
ト 

岩
崎
式
日
本
語
に
関
す
る
内
部
の
議
論 

 

第
九
編 

著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

岩
崎
式
日
本
語
文
法
の
解
説
（
使
用
頻
度
の
高
い
精
神
疾
患
者
向
け
の
簡

単
な
ス
テ
ッ
プ
型
解
説
） 
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第
二
編 

二
十
歳
～
二
十
九
歳 

 

岩
崎
式
日
本
語
の
概
要
と
研
究
会 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
八
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
三
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
八
月
十
二
日 
最
終
更
新 

 

 

 

▼
岩
崎
式
日
本
語
の
制
作
の
目
的
な
ど 

▼
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
メ
ン
バ
ー 

▼
岩
崎
式
日
本
語
に
触
れ
て
い
た
だ
く
際
の
注
意
点 

▼
岩
崎
式
日
本
語
の
基
礎
デ
ー
タ 

▼
岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
概
要 

▼
岩
崎
式
日
本
語
の
用
途 

▼
岩
崎
式
日
本
語
使
用
者
の
公
表
に
つ
い
て 

▼
ご
連
絡
・
メ
ー
ル
に
つ
い
て 

▼
類
似
の
試
み
と
そ
れ
ら
と
の
違
い 

 

岩
崎
式
日
本
語
の
制
作
の
目
的
な
ど 

  

岩
崎
式
日
本
語
は
、
私
岩
崎
純
一
が
主
に
精
神
疾
患
の
研
究
の
た
め
に
考

案
・
制
作
し
て
い
る
言
語
で
す
。 

 

私
は
、
解
離
性
障
害
・
恐
怖
症
性
障
害
・
強
迫
性
障
害
・
不
安
障
害
・
適
応

障
害
・
統
合
失
調
症
（
精
神
疾
患
の
項
に
解
説
あ
り
）
な
ど
の
症
状
を
持
つ
言

語
障
害
者
や
言
語
表
現
が
不
得
手
な
人
（
特
に
、
極
端
に
寡
黙
で
静
謐
な
性
格

の
人
、
集
団
行
動
・
人
前
で
の
口
頭
発
表
・
面
接
試
験
・
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
に
お
い
て
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
緊
張
や
赤
面
・
痙
攣
な
ど
を
生
じ
る

人
）
に
個
人
的
に
思
い
入
れ
が
強
く
、「
人
間
が
言
葉
を
交
わ
す
」・「
人
間
が
他

者
に
何
か
を
伝
え
る
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
を
考
え
続
け
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
、
か
の
宮
沢
賢
治
が
構
想
し
た
よ
う
な
農
本
的
・
文
化
的
共
同
体

の
あ
り
方
を
半
ば
模
倣
し
て
、「
岩
崎
式
言
語
体
系
」
と
い
う
も
の
を
考
え
、
主
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に
「
岩
崎
式
日
本
語
」
と
い
う
言
語
を
制
作
し
て
い
ま
す
。 

 
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
メ
ン
バ
ー 

  

岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
は
、
考
案
者
で
あ
る
岩
崎
純
一
と
、
考
案
に
関
わ
っ

た
当
言
語
使
用
者
の
う
ち
現
代
日
本
語
の
使
用
に
支
障
な
き
者
数
人
に
よ
り
構

成
さ
れ
ま
す
。
主
に
管
理
部
門
と
し
て
文
法
の
解
説
・
管
理
・
研
究
に
当
た
る

メ
ン
バ
ー
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。
使
用
部
門
は
、
使
用
者
全
員
を
含
む
わ

け
で
は
な
く
、
使
用
者
の
う
ち
管
理
部
門
を
兼
ね
た
メ
ン
バ
ー
の
み
で
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

岩
崎
純
一
の
次
の
代
表
者
は
、
研
究
会
よ
り
選
考
さ
れ
ま
す
。 

 

●
岩
崎
純
一
（
代
表
。
当
サ
イ
ト
の
管
理
人
。
岩
崎
式
言
語
体
系
の
考
案
者
。

大
学
時
の
研
究
分
野
は
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
・
実
存
哲
学
・
実
存
主
義
・
構
造
主
義
・

言
語
学
な
ど
。
） 

●
青
柳
香
織 

●
一
条
み
さ
お 

●
江
波
戸
優
花 

●
裃
ち
の
子 

●
北
川
良
子 

●
吉
備
の
斎
の
巫
女 

●
神
代
の
巫
女 

●
さ
と
し 

●
曽
我
部
丹
佳 

●
武
田
あ
さ
ゑ 

●
つ
く
り
つ
く
り
姫 

●
戸
井
留
子 

●
樋
川
夜
涼 

●
道
満
幸
江 

●
長
満
た
き 

●H
a

ru
o
 

●
吉
川
り
せ 

●
リ
ュ
ウ
ジ 

  

岩
崎
人
間
学
研
究
会
の
概
要
・
メ
ン
バ
ー
も
ご
参
照
下
さ
い
。 

 

岩
崎
式
日
本
語
に
触
れ
て
い
た
だ
く
際
の
注
意
点 

 

【
注
意
】 

言
語
名
に
あ
え
て
私
自
身
の
名
を
冠
し
、
こ
の
言
語
が
一
個
人
の

考
案
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
理
由
は
、
当
言
語
に
ご
関
心
を
持
た

れ
た
方
（
特
に
、
母
語
の
獲
得
過
程
の
途
上
に
い
る
乳
幼
児
を
育
て
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
主
婦
や
、
身
近
に
精
神
疾
患
者
や
知
的
障
害
者
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
）

が
、
こ
の
言
語
を
言
語
学
会
や
心
理
学
会
な
ど
の
公
式
な
承
認
を
受
け
て
い
る

言
語
で
あ
る
な
ど
と
勘
違
い
な
さ
っ
て
、
当
言
語
を
不
用
意
に
子
供
・
精
神
疾

患
者
・
知
的
障
害
者
な
ど
に
（
ご
本
人
が
望
む
場
合
を
除
き
）
教
育
す
る
こ
と

を
防
止
す
る
た
め
で
す
。 
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言
語
は
、
我
々
人
間
の
自
我
や
思
考
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
教
育

関
係
者
や
言
語
学
関
係
者
で
あ
っ
て
も
、
言
語
学
・
哲
学
・
精
神
病
理
学
・
心

理
学
・
数
理
論
理
学
な
ど
に
網
羅
的
に
触
れ
た
経
験
や
、
精
神
疾
患
者
・
知
的

障
害
者
と
長
期
的
に
接
し
た
経
験
の
な
い
方
が
唐
突
に
こ
の
言
語
に
触
れ
る
こ

と
は
、
大
変
危
険
で
す
。 

 

ま
た
、
元
々
こ
の
言
語
は
、
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
被
害
者
を
中
心
と
す
る
符
牒
型
・

秘
密
使
用
型
の
言
語
で
あ
り
、
加
害
者
に
届
く
情
報
（
被
害
者
の
居
場
所
や
現

在
の
症
状
な
ど
の
情
報
）
を
撹
乱
さ
せ
る
言
語
、
い
わ
ば
加
害
者
に
と
っ
て
「
わ

け
の
分
か
ら
な
い
」
言
語
で
あ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
解
説
は
公
開
で
き
る
限

界
の
範
囲
内
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
、
以
下
の
関
連
す
る
注
意
事
項
も
合
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。 

●
岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
方
々
向
け
の
注
記 

●
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
内
の
各
注
意
事
項 

●
ご
訪
問
者
の
方
々
向
け
の
ご
留
意
事
項 

 

岩
崎
式
日
本
語
の
基
礎
デ
ー
タ 

 

系
統
： 

日
本
語
族
（
最
類
似
言
語
は
、
平
安
日
本
語
・
台
湾
原
住
民
諸
語
・

ア
イ
ヌ
語
・
バ
ス
ク
語
な
ど
） 

話
者
人
口
： 

極
め
て
少
な
い
（
ほ
ぼ1

0

～1
5

名
で
一
定
） 

表
記
： 

漢
字
仮
名
混
じ
り
（
正
字
体
・
正
仮
名
遣
い
も
可
能
） 

形
態
： 

膠
着
語
（
こ
う
ち
ゃ
く
ご
） 

優
勢
要
素
： 

主
題
優
勢
言
語 

文
法
格
： 

非
主
格
・
非
対
格
型
の
独
自
の
文
法
格
体
系 

語
順
： 
S

O
V

型
ま
た
はS

・O

・V

が
未
分
化 

目
的
： 

符
牒
型
・
思
想
型
の
芸
術
言
語
・
後
験
語
（
ア
ポ
ス
テ
リ
オ
リ
言
語
） 

 

岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
概
要 

  

現
在
、
岩
崎
式
日
本
語
は
以
下
の
方
々
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
変

動
は
あ
り
ま
す
が
、
い
つ
も
全
体
で1

0

～1
5

名
ほ
ど
の
使
用
者
を
保
っ
て
い
ま

す
。 

  

○
精
神
科
・
心
療
内
科
・
神
経
内
科
な
ど
に
通
院
さ
れ
て
い
る
（
い
た
）
方
々 

  

○
精
神
病
棟
の
開
放
病
棟
に
入
院
さ
れ
て
い
る
（
い
た
）
方
々 

 

・
・
・
統
合
失
調
症
・
妄
想
性
障
害
の
成
人
男
性
に
使
用
者
が
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
。
以
前
は
女
性
の
使
用
者
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

  

○
総
合
支
援
学
校
・
特
別
支
援
学
級
・
知
的
障
害
者
施
設
な
ど
の
若
者
・
成

人
の
方
々 

 

・
・
・
現
在
、
発
達
障
害
の
男
性
し
か
使
用
者
が
い
ま
せ
ん
が
、
言
語
学
的

な
ご
関
心
を
示
し
て
下
さ
る
方
も
い
ま
す
。 

  

○
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
入
所
者
の
方
々 

 

・
・
・
使
用
者
の
全
員
が
女
性
で
す
が
、
当
言
語
に
興
味
を
お
持
ち
の
期
間
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が
非
常
に
短
く
、
入
れ
替
わ
り
が
激
し
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。 

 
使
わ
れ
方
と
し
て
は
、
む
し
ろ
入
所
さ
れ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
で
受
け

た
二
次
被
害
（
こ
ち
ら
を
ご
参
照
）
を
表
現
す
る
た
め
の
暗
号
の
よ
う
に
用
い

る
女
性
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。 

  

○
Ｄ
Ｖ
・
暴
力
・
虐
待
被
害
者
専
用
の
寮
や
ソ
ー
シ
ャ
ル
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

に
お
住
ま
い
の
方
々 

 

・
・
・
使
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
す
。
寮
母
さ
ん
や
オ
ー
ナ
ー
様
な
ど

で
当
言
語
研
究
会
の
管
理
部
門
を
手
伝
っ
て
下
さ
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。 

 

精
神
疾
患
関
連
で
今
ま
で
に
交
流
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
概
要 

（
岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
は
、
こ
れ
ら
の
方
々
の
一
部
で
す
。） 

 

岩
崎
式
日
本
語
の
用
途 

  

現
在
、
岩
崎
式
日
本
語
は
以
下
の
よ
う
な
用
途
に
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
使
用
者
自
身
が
見
る
文
章 

◆
不
安
障
害
者
・
解
離
性
障
害
者
・
離
人
症
者
・
強
迫
性
障
害
者
な
ど
が
、
日
々

の
食
品
・
商
品
の
買
い
忘
れ
、
知
人
と
の
約
束
の
忘
却
、
健
忘
・
遁
走
に
よ
る

行
動
の
混
乱
な
ど
を
防
ぐ
た
め
に
、
日
記
帳
・
ノ
ー
ト
・
冷
蔵
庫
に
貼
る
メ
モ

用
紙
な
ど
に
書
く
文
章 

◆
現
代
日
本
語
文
で
は
冗
長
な
説
明
口
調
に
な
る
傾
向
に
あ
る
解
離
性
同
一
性

障
害
な
ど
の
簡
潔
な
記
録 

（
心
身
の
調
子
が
悪
く
、
手
を
動
か
し
て
文
章
を
書
く
こ
と
が
困
難
な
時
な
ど
。） 

 

【
例
】「
私
は
、
主
人
格
が
が
ん
ば
り
屋
だ
け
ど
う
ま
く
い
か
な
い
二
十
五
歳

の
女
で
、
副
人
格
１
が
三
十
歳
の
落
ち
つ
い
た
女
で
、
副
人
格
２
が
十
七
歳
の

ま
だ
し
っ
か
り
し
な
い
女
で
・
・
・
」 

 
 

→ 

「
わ
が
み
こ
二
十
五
歳
、
わ
た
し
す
み
こ
三
十
歳
、
わ
う
む
て
十
七

歳
・
・
・
」 

◆
家
族
・
友
人
な
ど
に
知
ら
れ
た
く
な
い
学
校
・
社
会
生
活
で
の
苦
痛
体
験
な

ど
の
記
録 

◆
家
族
・
友
人
な
ど
に
知
ら
れ
た
く
な
い
性
的
被
害
、
性
的
症
状
、
セ
ク
シ
ャ

ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な

ど
の
記
録 

（
こ
の
場
合
、
考
案
者
岩
崎
に
も
分
か
ら
な
い
方
法
で
、
岩
崎
式
日
本
語
の
文

法
を
多
少
変
更
し
て
記
録
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
許
可
を
得
ら
れ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
変
更
の
内
容
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
上
で
、
岩
崎
も
解
読
中
。） 

◆
詩
・
小
説
な
ど
（
他
人
に
見
せ
る
場
合
も
あ
る
。） 

 

●
考
案
者
岩
崎
純
一
宛
て
の
文
章 

◆
岩
崎
へ
の
精
神
疾
患
の
報
告 

（
十
分
な
表
現
が
で
き
な
い
場
合
が
見
つ
か
る
な
ど
、
文
法
改
訂
の
指
標
と
な

る
。） 

 

●
使
用
者
ど
う
し
の
報
告 
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◆
解
離
性
障
害
者
・
統
合
失
調
症
者
ど
う
し
の
症
状
の
報
告 

 
●
考
案
者
岩
崎
純
一
自
身
の
文
章 

◆
言
語
学
的
・
日
本
語
学
的
・
文
化
人
類
学
的
・
哲
学
的
・
論
理
学
的
研
究
へ

の
使
用 

 

岩
崎
式
日
本
語
使
用
者
の
公
表
に
つ
い
て 

  

岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
は
、
統
合
失
調
症
・
解
離
性
障
害
な
ど
の
精
神
疾

患
に
罹
患
し
た
方
々
や
性
的
被
害
に
遭
っ
た
女
性
な
ど
で
あ
る
た
め
、
基
本
的

に
は
本
名
の
公
表
は
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。 

 

し
か
し
な
が
ら
、
考
案
者
本
人
、
研
究
会
の
数
名
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り

で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
言
語
学
的
見
地
か
ら
見
て
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
使
用
者
の
岩

崎
式
日
本
語
文
に
つ
い
て
は
、
一
般
使
用
者
に
よ
る
作
成
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、

匿
名
で
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
す
る
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
。
す
で
に
一
部
は
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。 

 

ご
連
絡
・
メ
ー
ル
に
つ
い
て 

  

岩
崎
式
日
本
語
お
よ
び
研
究
会
関
連
の
メ
ー
ル
は
、
代
表
者
岩
崎
へ
の
公
式

メ
ー
ル
（
学
術
関
係
、
仕
事
の
ご
依
頼
な
ど
）、
代
表
者
岩
崎
へ
の
個
人
メ
ー
ル

（
ご
質
問
、
私
信
な
ど
）、
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会
の
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
で
も
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
。 

 

類
似
の
試
み
と
そ
れ
ら
と
の
違
い 

  

い
わ
ゆ
る
人
工
言
語
は
過
去
に
も
多
く
あ
り
ま
す
が
、
考
案
者
と
使
用
者
と

の
関
係
に
お
い
て
最
も
岩
崎
式
日
本
語
に
類
似
し
て
い
る
言
語
は
、
イ
ス
ク
イ

ル
、
エ
プ
ン
語
、
ラ
ー
ダ
ン
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
い
ず
れ
も
「
思
考
」
と

「
言
語
」
の
関
係
や
サ
ピ
ア
＝
ウ
ォ
ー
フ
の
仮
説
の
研
究
を
目
的
の
一
つ
と
し

て
い
た
点
で
共
通
し
て
い
ま
す
が
、
相
違
点
も
あ
り
ま
す
。 

 

イ
ス
ク
イ
ル
は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
言
語
学
者
ジ
ョ
ン
・
ク
イ
ハ
ダ
に
よ

っ
て
考
案
さ
れ
、
膨
大
な
言
語
学
的
情
報
・
人
間
の
思
考
を
短
い
語
で
表
記
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
、
極
め
て
複
雑
な
人
工
言
語
で
す
。 

 

た
だ
し
、「
言
語
の
始
原
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
」、「
動
物
の
鳴
き

声
は
ど
の
よ
う
に
し
て
人
間
の
言
語
に
進
化
し
て
き
た
か
」
と
い
っ
た
、
岩
崎

式
日
本
語
が
最
も
深
い
関
心
を
寄
せ
る
観
点
は
、
イ
ス
ク
イ
ル
に
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
代
わ
り
、
イ
ス
ク
イ
ル
は
、
自
然
言
語
に
近
い
岩
崎
式
日
本
語
が

常
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
「
多
義
性
」
や
「
意
味
論
的
曖
昧
性
」
を
、
か
な
り
の

程
度
排
除
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
ま
す
。 

 

エ
プ
ン
語
は
、
サ
ヴ
ァ
ン
症
候
群
の
症
状
を
有
す
る
青
年
に
与
え
ら
れ
た
言

語
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
や
は
り
社
会
的
特
殊
者
で
あ
る
精
神
疾
患
者
を
使
用

者
と
す
る
岩
崎
式
日
本
語
に
類
似
し
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
エ
プ
ン
語
が
チ
ョ
ム
ス
キ
ー
の
普
遍
文
法(

Ｕ
Ｇ)

の
有
無
を
確
認
す

る
た
め
に
言
語
実
験
と
し
て
教
育
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
岩
崎
式
日
本
語
に
関



『岩崎純一全集』第八十六巻「芸術、文化、言語、文学（二の六）」 

8 

 

し
て
は
、
取
り
立
て
て
言
語
実
験
と
い
う
形
式
は
採
用
せ
ず
、
使
用
者
の
求
め

に
応
じ
て
文
法
を
変
化
さ
せ
て
い
ま
す
。
む
ろ
ん
、
長
年
に
渡
り
、
使
用
者
が

作
成
し
た
岩
崎
式
日
本
語
文
や
使
用
者
の
精
神
様
態
の
観
察
は
続
け
て
い
く
予

定
で
す
。 

 

ラ
ー
ダ
ン
は
、
西
洋
の
自
然
言
語
（
印
欧
語
族
の
一
派
で
、
現
在
の
先
進
国

を
構
成
す
る
国
家
の
公
用
語
）
が
女
性
よ
り
も
男
性
の
思
考
に
適
す
る
よ
う
に

構
成
さ
れ
進
化
・
発
展
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
に
、
サ
ゼ
ッ
ト
・

Ｈ
・
エ
ル
ジ
ン
に
よ
り
考
案
さ
れ
た
言
語
で
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
立
場
か
ら
多

く
の
女
性
が
こ
の
言
語
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

確
か
に
こ
の
よ
う
な
言
語
観
の
一
部
は
、「
現
代
日
本
語
に
比
べ
て
明
確
な
主

格
・
対
格
構
造
を
持
た
な
い
曖
昧
な
構
文
を
岩
崎
式
日
本
語
で
は
許
容
す
る
」

と
い
っ
た
形
で
岩
崎
式
日
本
語
で
も
採
用
し
て
い
ま
す
が
、
岩
崎
式
日
本
語
の

使
用
者
の
ほ
と
ん
ど
が
女
性
で
あ
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
精
神
病
理
学
上
で
確

認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
不
安
障
害
、P

T
S

D

、
解
離
性
障
害
な
ど
の
罹
患
者
に
は

女
性
が
多
い
こ
と
や
、
性
的
被
害
を
受
け
た
使
用
者
に
限
れ
ば
全
て
女
性
で
あ

る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
、
当
初
か
ら
男
性
中
心
言
語
へ
の
対
抗
を
掲
げ
て

女
性
の
思
考
へ
の
合
致
と
女
性
に
よ
る
使
用
と
を
目
的
と
し
た
の
で
は
な
い
点

が
、
ラ
ー
ダ
ン
と
の
違
い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

こ
れ
ら
の
次
に
岩
崎
式
日
本
語
に
似
て
い
る
言
語
は
、
小
説
や
架
空
世
界
な

ど
芸
術
作
品
の
中
で
使
用
さ
れ
る
芸
術
言
語
、
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
な
ど
の
国
際
補

助
語
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
な
ど
で
し
ょ
う
。 

 

岩
崎
式
日
本
語
は
、
か
な
り
閉
鎖
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
で
使
用
さ
れ
る

点
で
芸
術
言
語
に
、
自
分
以
外
の
個
人
や
集
団
を
補
助
す
る
た
め
に
制
作
さ
れ

た
点
で
国
際
補
助
語
に
、
非
常
に
論
理
学
的
・
記
号
学
的
に
文
法
が
構
成
さ
れ

て
お
り
、
か
つ
精
神
疾
患
者
の
使
用
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
へ
の
実
装
も
理
論
上

は
可
能
で
あ
る
点
で
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
に
、
似
て
い
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。 

 

し
か
し
、
あ
く
ま
で
も
架
空
言
語
志
向
で
は
な
く
現
実
志
向
で
あ
る
点
、
国

際
補
助
語
で
は
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
現
代
日
本
語
・
現
代
日
本
社
会
に
対

す
る
精
神
疾
患
者
の
違
和
感
を
記
述
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
点
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
と
し
て
の
記
述
は
副
次
的
な
目
的
で
あ
る
点
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
工
言

語
と
異
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

 

【
参
考
】 

人
工
言
語
と
自
然
言
語
の
比
較
（in

ce
p

's d
ia

ry

） 

  

岩
崎
式
日
本
語
基
礎
デ
ー
タ 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
八
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
三
日 

公
開 

 

二
〇
一
一
年
六
月
十
八
日 

加
筆 

 

二
〇
一
七
年
八
月
十
二
日 

最
終
更
新 

  

■
言
語
名
称
： 

岩
崎
式
日
本
語
（
旧
名
：
寿
羅
穂
里
阿
・
須
羅
保
李
愛
・
ス



『岩崎純一全集』第八十六巻「芸術、文化、言語、文学（二の六）」 

9 

 

ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
・S

u
ra

 F
o
ria

） 
（
現
在
で
は
語
彙
は
ほ
ぼ
現
代
日
本
語
と
共
有
し
て
い
る
が
、
創
案
当
初
は
固

有
語
を
多
く
持
ち
、
「
壮
大
な
（
ス
ラ
）
人
生
（
フ
ォ
ー
リ
ア
）」
が
言
語
名
と

な
っ
た
。
元
は
「
寿
羅
穂
（
遠
）
里
阿
・
須
羅
保
（
緒
）
李
愛
」
で
あ
っ
た
が
、

「
ヲ
」
が
長
音
「
ー
」
と
な
り
、
さ
ら
に
省
略
さ
れ
た
。） 

■
考
案
者
： 

岩
崎
純
一
（
二
〇
〇
五
年
） 

■
制
作
協
力
者
： 
解
離
性
障
害
・
カ
プ
グ
ラ
症
候
群
な
ど
の
精
神
疾
患
及
び

性
的
被
害
者
の
日
本
人
女
性
十
数
名 

■
総
話
者
数
： 

日
本
人
女
性
十
数
名
、
日
本
人
男
性
数
名 

■
統
制
機
関
： 

考
案
者
個
人
及
び
岩
崎
式
日
本
語
研
究
会 

■
公
的
地
位
： 

無
し 

■
言
語
コ
ー
ド
（IS

O
 6

3
9

）： 

無
し 

■
系
統
： 

日
本
語
族
（
最
類
似
言
語
は
、
上
古
代
日
本
語
・
瀬
戸
内
海
域
方

言
・
茨
城
県
常
総
市
の
水
海
道
方
言
・
台
湾
原
住
民
諸
語
・
ア
イ
ヌ
語
・
バ
ス

ク
語
な
ど
） 

■
表
記
： 

漢
字
仮
名
混
じ
り
（
正
式
：
正
字
体
・
正
仮
名
遣
い
） 

■
形
態
： 

膠
着
語
（
こ
う
ち
ゃ
く
ご
） 

■
優
勢
要
素
： 

主
題
優
勢
言
語 

■
文
法
格
： 

非
主
格
・
非
対
格
型
（
能
格
言
語
で
も
活
格
言
語
で
も
な
い
。
） 

■
語
順
： 
S

O
V

型
ま
た
は
自
由 

■
分
類
： 

符
牒
型
・
思
想
型
の
芸
術
言
語
、
後
験
語 

■
目
的
： 

精
神
疾
患
の
研
究
、
巫
女
・
イ
タ
コ
・
シ
ャ
ー
マ
ン
・
ユ
タ
・
ノ

ロ
な
ど
の
研
究
、
言
語
障
害
の
概
念
の
転
換
、
性
犯
罪
被
害
者
互
助
、
英
語
帝

国
主
義
へ
の
警
鐘
、
日
本
の
原
風
景
・
神
道
・
仏
教
精
神
の
復
興
、
日
本
人
ら

し
さ
の
探
究
、
宮
沢
賢
治
な
ど
作
家
の
言
語
観
の
研
究
、
人
間
の
実
存
の
探
究
、

和
歌
の
研
鑽 

  

岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
方
々
向
け
の
注
記 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
八
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
三
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

   

岩
崎
式
日
本
語 

を
使
用
し
、
当
言
語
考
案
者
で
あ
る
私
岩
崎
純
一
の
メ
ー
ル

宛
て
に
ご
症
状
・
ご
体
験
談
な
ど
を
お
送
り
下
さ
っ
た
り
、 

岩
崎
式
日
本
語
で

の
記
録
の
ペ
ー
ジ 

の
ブ
ロ
グ
やT

w
itte

r

に
書
き
込
ま
れ
る
に
あ
た
り
、
ご
注

意
い
た
だ
き
た
い
点
を
書
い
て
お
り
ま
す
。
お
読
み
下
さ
い
。 

 

◆
言
語
名
に
あ
え
て
私
自
身
の
名
を
冠
し
、
こ
の
言
語
が
一
個
人
の
考
案
に
す

ぎ
な
い
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
理
由
は
、
当
言
語
に
ご
関
心
を
持
た
れ
た
方
（
特

に
、
母
語
の
獲
得
過
程
の
途
上
に
い
る
乳
幼
児
を
育
て
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
主
婦

や
、
身
近
に
精
神
疾
患
者
や
知
的
障
害
者
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
）
が
、
こ
の
言

語
を
言
語
学
会
や
心
理
学
会
な
ど
の
公
式
な
承
認
を
受
け
て
い
る
言
語
で
あ
る

な
ど
と
勘
違
い
な
さ
っ
て
、
当
言
語
を
不
用
意
に
子
供
・
精
神
疾
患
者
・
知
的
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障
害
者
な
ど
に
（
ご
本
人
が
望
む
場
合
を
除
き
）
教
育
す
る
こ
と
を
防
止
す
る

た
め
で
す
。 

 

言
語
は
、
我
々
人
間
の
自
我
や
思
考
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
教
育

関
係
者
や
言
語
学
関
係
者
で
あ
っ
て
も
、
言
語
学
・
哲
学
・
精
神
病
理
学
・
心

理
学
・
数
理
論
理
学
な
ど
に
網
羅
的
に
触
れ
た
経
験
や
、
精
神
疾
患
者
・
知
的

障
害
者
と
長
期
的
に
接
し
た
経
験
の
な
い
方
が
唐
突
に
こ
の
言
語
に
触
れ
る
こ

と
は
、
大
変
危
険
で
す
。 

 

ま
た
、
元
々
こ
の
言
語
は
、
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
被
害
者
を
中
心
と
す
る
符
牒
型
・

秘
密
使
用
型
の
言
語
で
あ
り
、
加
害
者
に
届
く
情
報
（
被
害
者
の
居
場
所
や
現

在
の
症
状
な
ど
の
情
報
）
を
撹
乱
さ
せ
る
言
語
、
い
わ
ば
加
害
者
に
と
っ
て
「
わ

け
の
分
か
ら
な
い
」
言
語
で
あ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
解
説
は
公
開
で
き
る
限

界
の
範
囲
内
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

 

◆
考
案
者
で
あ
る
私
岩
崎
は
、
精
神
科
医
や
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
で
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
、
ご
注
意
下
さ
い
。 

 

私
は
、
精
神
障
害
・
神
経
障
害
な
ど
の
診
断
を
受
け
た
日
本
人
が
現
代
日
本

語
の
使
用
に
際
し
て
い
か
な
る
苦
痛
を
抱
え
る
か
を
調
査
し
、
そ
の
苦
痛
を
緩

和
す
る
（
医
療
行
為
以
外
の
）
方
法
の
一
つ
と
し
て
、
岩
崎
式
日
本
語
を
整
備

す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◆
精
神
病
棟
・
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
・
暴
力
被
害
者
専
用
寮
な
ど
か
ら
メ
ー
ル
や

ご
投
稿
を
下
さ
る
場
合
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
に
関
す
る
当
該
病
院
・
シ
ェ

ル
タ
ー
の
規
約
・
規
則
や
担
当
医
師
・
シ
ェ
ル
タ
ー
職
員
・
寮
職
員
に
よ
る
禁

止
指
示
な
ど
に
違
反
し
て
い
な
い
か
を
必
ず
確
認
し
、
こ
れ
ら
を
遵
守
し
て
下

さ
い
。 

 

た
だ
し
、
特
に
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
に
お
い
て
、
シ
ェ
ル
タ
ー
職
員
か
ら
暴
行

を
受
け
、
そ
れ
を
外
部
の
私
に
知
ら
せ
る
た
め
に
、
暗
号
の
よ
う
に
当
言
語
を

用
い
た
方
が
過
去
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、

上
記
の
規
約
や
禁
止
指
示
な
ど
に
か
か
わ
ら
ず
、
例
外
的
に
対
応
し
て
い
ま
す
。 

  

そ
の
他
、
以
下
の
関
連
す
る
注
意
事
項
も
合
わ
せ
て
ご
覧
下
さ
い
。 

●
岩
崎
式
日
本
語
に
触
れ
て
い
た
だ
く
際
の
注
意
点 

●
精
神
病
理
学
・
精
神
疾
患
研
究
内
の
各
注
意
事
項 

●
ご
訪
問
者
の
方
々
向
け
の
ご
留
意
事
項 

 

◆
通
院
・
自
宅
療
養
の
方
の
場
合
、
メ
ー
ル
や
書
き
込
み
に
関
し
て
、
考
案
者

で
あ
る
私
岩
崎
か
ら
の
禁
止
事
項
は
特
に
ご
ざ
い
ま
せ
ん
が
、
担
当
医
師
な
ど

の
指
示
を
優
先
し
て
下
さ
い
。 

 

◆
重
度
の
精
神
疾
患
者
や
保
育
園
児
・
小
学
校
低
学
年
の
児
童
な
ど
、
極
度
の

母
語
能
力
低
迷
状
態
や
母
語
習
得
期
に
あ
る
方
に
対
し
て
は
、
自
発
的
に
岩
崎

式
日
本
語
を
習
得
す
る
の
で
な
い
限
り
、
た
と
え
求
め
ら
れ
て
も
岩
崎
式
日
本

語
の
教
育
・
指
南
を
お
こ
な
わ
な
い
こ
と
を
推
奨
し
ま
す
。 

 
◆
個
人
が
特
定
で
き
る
文
面
の
場
合
（
ご
本
名
が
登
場
し
た
り
、
極
め
て
具
体

的
な
症
状
記
録
が
あ
っ
た
り
す
る
場
合
）、
ま
ず
は
私
岩
崎
の
メ
ー
ル
宛
て
に
お



『岩崎純一全集』第八十六巻「芸術、文化、言語、文学（二の六）」 

11 

 

送
り
下
さ
い
。
初
回
か
ら
の
ネ
ッ
ト
上
で
の
書
き
込
み
は
推
奨
い
た
し
ま
せ
ん
。 

 
◆
岩
崎
式
日
本
語
は
、
母
語
で
あ
る
現
代
日
本
語
の
使
用
に
支
障
が
あ
る
場
合

に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い
で
す
。
現
代
日
本
語
に
不
自
由
の
な
い

日
本
人
の
精
神
疾
患
者
な
ど
が
岩
崎
式
日
本
語
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
可
能
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
場
合
、
現
代
日
本
語
と
の
差
異
か
ら
来
る
気
分
の
悪
化

や
苦
情
に
つ
い
て
の
対
応
は
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
文
法
の
解
説
（
高
難
度
） 

  

二
〇
〇
五
年
十
一
月
十
八
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
六
年
二
月
三
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
十
月
一
日 

最
終
更
新 

   

ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
が
二
〇
一
三
年
五
月
に
新
た
なD

S
M

（
バ
ー
ジ
ョ
ン

５
）
を
発
表
し
た
た
め
、
岩
崎
式
日
本
語
に
も
変
化
・
改
訂
が
生
じ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。 

 

※ 

第
一
期
か
ら
第
三
期
の
岩
崎
式
日
本
語
に
つ
い
て
は
、「
我
燈
一
覧
表
」
を

ご
覧
下
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
基
本
的
な
文
法
は
、
全
期
を
通
じ
て
同
一
で
す
。 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
本
編 

本
編
本
文
・
別
添
資
料 

  

●
『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
本
編
（P

D
F

,1
1
1

頁
） 

 

●
『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(1

)  

一
般
学
習
者
向
け
文

法
マ
ニ
ュ
ア
ル
（P

D
F

,7

頁
） 

 

●
『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(2

)  

記
号
・
用
語
・
概
念

の
一
覧
（P

D
F

,1
1

頁
） 

 

●
『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(3

)  

使
用
者
の
分
布
（P

D
F

,

図
表
） 

 

●
『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(4

)  

真
格
一
覧
表
（P

D
F

,

図
表
） 

 

●
『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(5

)  

我
燈
一
覧
表
（P

D
F

,

図
表
） 

 

●
『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(6

)  

検
証
実
験
の
回
答

（P
D

F
,

図
表
） 

 

●
『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(7

)  

動
詞
の
連
続
体
性

（P
D

F
,

図
表
） 

 

●
『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(8

)  

言
語
変
遷
過
程
表

（P
D

F
,

図
表
） 

 

●
『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(9

)  

話
題
格
の
模
式
図

（P
D

F
,

図
表
） 

 
●
『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(1

0
)  

水
海
道
方
言
と
の

類
似
性
（P

D
F

,

図
表
） 

『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編 
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●
『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(1

)  

論
理
値
表
（P

D
F

,
図
表
） 

 

●
『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(2

)  

構
文
一
覧
（P

D
F

） 

（N
E

W
 

二
〇
一
三
年
三
月
二
日
掲
載
。） 

 

●
『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
続
編
別
添
資
料(3

)  

超
数
学
的
言
明

の
算
術
的
表
現
と
し
て
の
岩
崎
式
日
本
語
の
扱
い
（P

D
F

） 

（N
E

W
 

二
〇
一

三
年
三
月
十
日
掲
載
。） 

『
「
第
四
・
五
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』 

  

公
開
準
備
中
。 

  

●
『「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
英
語
翻
訳
版 

 

●
『「
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
本
編 

 

●
『「
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
岩
崎
式
日
本
語
教
本(1

) 

 

●
『「
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
岩
崎
式
日
本
語
教
本(2

) 

 

●
『「
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
岩
崎
式
日
本
語
教
本(3

) 

 

●
『「
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
岩
崎
式
日
本
語
教
本(4

) 

 

●
『「
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
岩
崎
式
日
本
語
教
本(5

) 

「
岩
崎
式
日
本
語
」
の
新
用
語
の
ご
提
案 

  

●
巫
女
の
皆
様
が
、
仏
教
哲
学
的
な
概
念
の
多
い
私
の
岩
崎
式
日
本
語
を
巫

女
神
道
の
立
場
か
ら
解
釈
し
て
下
さ
り
、
新
用
語
も
ご
提
案
下
さ
っ
て
い
ま
す
。 

 

寿
羅
穂
里
阿
神
道 

「
岩
崎
式
日
本
語
」
文
法
変
遷
表 

  

●
「
岩
崎
式
日
本
語
」
文
法
変
遷
表
（P

D
F

） 

（N
E

W
 

二
〇
一
三
年
六
月

十
六
日
掲
載
。） 

紹
介
映
像 

  

●
紹
介
映
像
（W

M
V

） 

  
Y

o
u

T
u

b
e

で
の
閲
覧
は
こ
ち
ら 

  

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
全
文 

 

岩
崎
式
日
本
語
を
理
解
す
る
上
で
の
必
須
の
知
識
、
及
び
岩
崎
式
日
本
語
が
立

脚
す
る
考
え
方 

  

●
精
神
疾
患
の
分
類 

 

●
私
の
精
神
病
理
観 

 

●
岩
崎
式
日
本
語
（
岩
崎
純
一
）
が
基
盤
と
し
て
い
る
言
語
理
論
・
学
問
的

立
場
と
人
物 

 

岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
方
々
へ 
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●
岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
の
方
々
向
け
の
注
記 

 

岩
崎
式
日
本
語
に
よ
る
記
録
（
例
文
、
症
状
の
記
録
、
精
神
疾
患
リ
ス
ト
と
の

対
応
表
の
作
成
、
文
学
な
ど
） 

 

（
公
開
可
能
な
実
際
の
使
用
例
。
） 

  

●
岩
崎
式
日
本
語
に
よ
る
記
録 

 

岩
崎
式
日
本
語
使
用
者
に
よ
り
意
識
平
常
時
に
現
代
日
本
語
で
記
録
さ
れ
た
体

験
談
・
症
状
（
使
用
者
が
通
院
・
入
院
さ
れ
て
い
た
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
サ
イ
ト
へ

の
リ
ン
ク
が
あ
り
ま
す
。
） 

  

●
岩
崎
式
日
本
語
使
用
者
の
体
験
談
・
症
例 

 

「
岩
崎
式
日
本
語
ラ
イ
タ
ー
」（
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
） 

 

公
開
停
止
中 

  

岩
崎
式
日
本
語
文
を
簡
単
に
作
成
で
き
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
で
す
。 

 
Z

IP

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
後
、
解
凍
ソ
フ
ト
で
解
凍
し
て
ご
使
用
下
さ
い
。 

 

 

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
に
よ
っ
て
は
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
よ
う
と
す
る
と
ソ

フ
ト
が
作
動
し
、
ウ
イ
ル
ス
等
を
検
知
し
た
旨
が
表
示
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
フ
ァ
イ
ル
に
は
ウ
イ
ル
ス
等
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
誤
作
動
で
は
あ
り
ま

す
が
、
ご
心
配
な
方
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
を
お
控
え
下
さ
い
。 

  

●
岩
崎
式
日
本
語
ラ
イ
タ
ー 

2
0

1
2

 

ソ
フ
ト
本
体
（Z

IP

） 

 

●
岩
崎
式
日
本
語
ラ
イ
タ
ー 

2
0

1
2

 

使
用
法
・
開
発
者
情
報
な
ど
（P

D
F

） 

  

創
作
言
語
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
ペ
ー
ジ 

  

二
〇
〇
九
年
五
月
二
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

僕
の
作
っ
た
言
語
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
専
用
の
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。 

 h
ttp

://ij-su
ra

-fo
ria

.sb
lo

.jp
/ 

 

あ
ま
り
に
も
膨
大
・
壮
大
す
ぎ
て
、
ご
く
一
部
し
か
文
章
化
で
き
て
い
ま
せ
ん

が
、
と
り
あ
え
ず
設
置
し
て
み
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。 

 
こ
の
言
語
は
、
重
度
の
共
感
覚
者
・
自
閉
症
者
や
性
犯
罪
被
害
者
女
性
に
は
、

す
ぐ
に
理
解
す
る
人
が
い
る
の
に
、
大
学
の
一
般
的
な
言
語
学
者
に
は
容
易
に

理
解
で
き
な
い
と
い
う
、
珍
し
い
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。
皮
肉
を
言
っ
て
い
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る
の
で
は
な
く
て
、
そ
も
そ
も
性
質
と
し
て
、
反
現
代
英
語
・
反
現
代
欧
州
語

的
に
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

実
際
に
性
犯
罪
被
害
者
の
女
性
た
ち
と
向
き
合
っ
て
、
ど
う
し
て
そ
の
精
神
的

な
傷
が
僕
の
言
語
で
治
っ
た
か
、
と
い
う
の
を
、
ご
く
簡
単
に
記
し
た
ペ
ー
ジ

は
以
下
で
す
。 

 
 

h
ttp

://ij-su
ra

-fo
ria

.sb
lo

.jp
/ca

te
g
o
ry

/7
5

2
8

3
5

-1
.h

tm
l 

h
ttp

://ij-su
ra

-fo
ria

.sb
lo

.jp
/ca

te
g
o
ry

/7
5

2
8

2
9

-1
.h

tm
l 

 

そ
れ
か
ら
、
一
般
の
非
共
感
覚
者
・
健
常
者
に
は
た
っ
た
の
一
文
で
表
現
さ
れ

る
内
容
が
、
共
感
覚
者
・
自
閉
症
者
・
性
犯
罪
被
害
者
女
性
に
ど
れ
だ
け
の
こ

と
に
感
じ
ら
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
を
文
法
に
反
映
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な

り
ま
す
。
逆
に
言
う
と
、
言
語
学
的
に
は
、
一
般
の
健
常
者
は
、
こ
れ
ら
が
全

て
直
観
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
、
共
感
覚
者
や
自
閉
症
者
の
世
界
認

識
が
何
と
か
分
か
る
と
い
う
と
こ
ろ
ま
で
来
ら
れ
る
わ
け
で
す
。 

 h
ttp

://ij-su
ra

-fo
ria

.sb
lo

.jp
/ca

te
g
o
ry

/7
5

3
3

2
3

-1
.h

tm
l 

 

こ
う
い
っ
た
、
色
々
な
説
明
を
書
い
て
い
く
予
定
で
す
。
正
直
な
と
こ
ろ
、
も

の
す
ご
く
難
解
で
す
が
・
・
・
。 

  

ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
は
地
道
に
数
年
を
か
け
て
完
成
さ
せ
る
予
定 

  

二
〇
〇
九
年
十
二
月
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

 

 
私
の
制
作
し
て
い
る
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
ほ
う
の
更
新
が
滞
っ
て
い
ま
す
が
、

今
後
何
年
か
か
っ
て
で
も
（
五
年
く
ら
い
か
な
）、
共
感
覚
関
係
で
出
会
っ
た
解
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離
性
障
害
者
、
性
的
被
害
者
女
性
の
知
覚
世
界
、
そ
れ
か
ら
言
語
障
害
者
の
知

覚
世
界
に
合
っ
た
言
語
を
生
み
出
し
て
み
せ
る
と
い
う
つ
も
り
で
、
陰
で
色
々

と
続
け
て
い
ま
す
。 

 

と
い
う
わ
け
で
、
今
日
は
、
少
し
だ
け
言
語
の
話
を
。 

 

●
Ａ
、「
昨
日
、
私
は
髪
を
切
っ
た
ん
だ
よ
。
」
（
切
っ
た
の
は
床
屋
。） 

●
Ｂ
、「
昨
日
、
私
は
本
を
読
ん
だ
ん
だ
よ
。
」
（
読
ん
だ
の
は
私
。） 

 

Ａ
も
Ｂ
も
全
く
同
じ
文
法
で
あ
り
な
が
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
現
代
日
本
人
は
無
意

識
に
こ
れ
ら
を
使
い
分
け
る
。
驚
異
的
な
こ
と
な
の
だ
が
、
普
通
は
気
付
か
な

い
。 

 

こ
れ
を
英
語
に
訳
す
と
き
、
我
々
日
本
人
は
Ａ
を
わ
ざ
わ
ざ
次
の
よ
う
に
す
る
。 

 

●
Ａ
１
「
昨
日
、
床
屋
は
私
の
髪
を
切
っ
た
。」 

●
Ａ
２
「
昨
日
、
私
は
床
屋
に
よ
っ
て
髪
を
切
ら
れ
た
。」 

●
Ａ
３
「
昨
日
、
私
は
私
の
髪
が
切
ら
れ
た
、
と
い
う
状
態
を
持
っ
た
。」 

＝I h
a
d

 m
y
 h

a
ir cu

t.

（
過
去
分
詞
） 

 

つ
ま
り
、
日
本
語
で
は
、「I cu

t m
y
 h

a
ir.

」
と
言
い
な
が
ら
、
切
っ
た
の
は
「I

」

で
は
な
く
他
者
で
あ
る
、
と
い
う
構
文
が
残
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
た
だ

し
、
西
洋
語
で
は
古
代
ギ
リ
シ
ア
語
・
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
痕
跡
を
見
る
の
み

（
い
わ
ゆ
る
「
中
動
態
」）
で
、
紀
元
前
に
ほ
と
ん
ど
消
滅
。
こ
の
よ
う
な
構
文

は
、「
無
防
備
に
他
者
に
身
を
任
せ
て
も
、
結
果
と
し
て
自
他
と
も
に
精
神
的
利

益
が
共
有
さ
れ
る
行
為
」
に
お
い
て
は
、
後
世
ま
で
残
る
。
例
え
ば
、
「
先
日
、

私
は
足
を
手
術
し
た
ん
だ
。」
は
、
実
質
は
「
先
日
、
医
者
が
私
の
足
を
手
術
し

た
ん
だ
。」
の
意
味
。（「
自
分
が
利
益
を
得
る
場
合
」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
厳
密
に
は
誤
り
。） 

 

日
本
語
で
は
今
で
も
、
こ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
場
合
、
「
は
」
の
前
は
「
私
」

だ
ろ
う
が
「
他
者
」
だ
ろ
う
が
入
れ
替
え
可
能
で
、
文
全
体
が
同
じ
意
味
を
保

っ
た
ま
ま
で
あ
る
。 

 

Ｂ
は
、
そ
の
ま
ま
英
語
に
訳
し
や
す
い
。
そ
れ
は
、
読
書
に
よ
っ
て
知
識
や
満

足
を
得
た
の
が
自
分
だ
け
で
あ
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
Ｂ
の
「
私
」

は
英
語
の
「I

」
（
西
洋
的
自
我
・
こ
の
肌
色
を
し
た
身
体
表
面
ま
で
の
自
分
）

に
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
き
て
い
る
。 

 

と
こ
ろ
が
、
私
を
含
め
、
一
部
の
共
感
覚
者
や
解
離
性
障
害
者
、
性
的
被
害
者

女
性
な
ど
は
、
こ
の
Ａ
・
Ｂ
の
使
い
分
け
の
ほ
う
に
日
々
「
努
力
」
が
必
要
と

な
る
。
む
し
ろ
、
ど
ち
ら
も
Ａ
の
よ
う
に
認
識
し
が
ち
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
何

も
考
え
ず
に
無
意
識
に
任
せ
た
な
ら
、
Ｂ
で
も
他
者
（
友
人
、
家
族
、
恋
人
、

そ
し
て
床
屋
？
・
・
・
）
が
本
を
読
ん
だ
と
解
釈
す
る
。
こ
の
よ
う
な
認
識
と

文
法
は
、
古
代
日
本
語
の
ほ
う
が
普
通
に
見
ら
れ
る
。 
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●
Ｃ
、「
私
は
排
卵
し
た
。
」 

 

女
性
の
排
卵
が
共
感
覚
で
見
え
る
私
の
場
合
、
こ
の
Ｃ
の
文
、
つ
ま
り
、
排
卵

し
た
の
は
女
性
な
の
に
男
性
の
私
が
「
私
は
」
と
言
っ
て
し
ま
う
日
本
語
に
つ

い
て
も
、
Ａ
と
同
じ
く
ら
い
に
違
和
感
が
な
い
。
（
む
ろ
ん
、
女
性
の
排
卵
は
、

ま
ぎ
れ
も
な
く
男
女
共
通
の
利
益
で
あ
る
。
） 

 

（
ち
な
み
に
、
「
髪
を
切
る
」
と
「
排
卵
す
る
」
は
文
法
的
に
同
じ
構
造
。「
散

髪
す
る
」「
卵
を
出
す
」
と
も
言
え
る
た
め
。
い
わ
ゆ
る
「
レ
点
」
で
返
っ
て
読

む
、
と
い
う
も
の
。
） 

 

他
に
も
、
共
感
覚
者
で
解
離
性
障
害
も
持
つ
あ
る
女
性
が
、「
私
は
お
茶
を
飲
ん

だ
。
」
と
言
っ
た
が
、
こ
れ
も
「
お
茶
を
飲
ん
だ
」
の
が
「
他
者
」
で
あ
る
と
意

図
し
て
発
言
し
た
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
利
益
の
共
有
が
な
い
場
合
で

も
、
一
部
に
こ
の
構
文
を
用
い
る
人
が
い
る
。 

  

●
「
昨
日
、
僕
は
髪
を
切
っ
た
ん
だ
よ
。」 

→
現
代
の
一
般
日
本
人
男
性
も
私
も
、
無
意
識
に
「
切
っ
た
の
は
行
き
つ
け
の

床
屋
だ
な
」
と
す
ぐ
に
理
解
す
る
。 

 

●
「
昨
日
、
僕
は
排
卵
し
た
ん
だ
よ
。
」 

→
私
は
、
上
記
と
同
様
に
、「
排
卵
し
た
の
は
女
性
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
の
文

法
が
許
さ
れ
る
」
と
認
識
し
、
違
和
感
が
な
い
。
一
方
で
、
現
代
の
一
般
日
本

人
男
性
は
、「
文
法
が
お
か
し
い
」
、「
男
が
排
卵
す
る
な
ん
て
こ
と
が
あ
る
か
」

と
判
断
す
る
。 

 

ど
う
し
て
こ
う
い
う
こ
と
が
起
き
る
か
。
そ
れ
は
、
英
語
（
西
洋
語
）
の
「I

」

と
日
本
語
の
「
私
」
が
、
本
来
は
異
な
る
意
味
の
名
詞
で
あ
り
、
し
か
も
助
詞

の
「
は
」
は
そ
の
西
洋
的
自
我
を
標
識
す
る
記
号
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。 

 

「I

」
は
、
現
代
日
本
人
も
も
は
や
普
通
に
感
じ
る
「
こ
の
肌
色
の
身
体
表
面
ま

で
の
確
固
た
る
自
分
・
西
洋
的
自
我
」、
「
私
」
は
「
他
者
と
心
の
あ
り
方
や
知

覚
が
共
有
さ
れ
て
い
る
時
空
の
範
囲
、
話
題
の
場
、
空
気
」
を
指
す
名
詞
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
女
性
の
排
卵
を
共
感
覚
で
見
て
い
る
と
き
の
私
の
「
自
我
」
は
、

「
こ
の
い
わ
ゆ
る
肌
色
の
身
体
表
面
ま
で
の
自
分
」
に
一
致
し
て
い
な
い
（
よ

り
広
い
）
か
ら
、「
私
は
排
卵
し
た
」
が
許
さ
れ
る
わ
け
だ
。 

 

上
記
の
文
に
対
し
て
、
回
答
を
考
え
る
。 

●
「
昨
日
、
僕
は
髪
を
切
っ
た
ん
だ
よ
。」「
ど
こ
の
床
屋
で
？
」 

●
「
昨
日
、
僕
は
排
卵
し
た
ん
だ
よ
。」「
ど
の
女
性
で
？
」 

 
私
に
と
っ
て
は
、
両
者
と
も
違
和
感
が
な
い
の
だ
が
、
対
女
性
共
感
覚
が
な
い

限
り
、
上
は
普
通
の
日
本
語
な
の
に
、
下
は
異
様
だ
と
感
じ
ら
れ
る
（
ら
し
い
）。 
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つ
ま
り
、
現
代
日
本
語
と
は
、
私
か
ら
す
れ
ば
「
下
側
の
よ
う
な
使
い
方
を
抑

圧
し
た
」
近
代
西
洋
化
し
た
日
本
語
で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
私
と
や
り
取

り
し
て
い
る
日
本
の
重
度
の
共
感
覚
者
、
解
離
性
障
害
者
、
性
的
被
害
者
女
性

な
ど
は
、
現
代
の
日
本
語
生
活
に
も
っ
と
苦
労
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。 

 

最
近
は
、
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
の
文
法
を
自
分
の
共
感
覚
の
都
合
を
中
心
に
書
き

続
け
る
こ
と
を
や
め
て
、
上
記
の
よ
う
な
方
々
と
や
り
取
り
を
繰
り
返
し
て
お

り
、
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
が
よ
り
「
温
か
い
」
言
語
に
な
ら
な
い
か
と
思
っ
て
、

色
々
と
試
み
て
い
る
。
何
が
一
番
良
い
の
か
を
見
極
め
て
、
も
う
何
年
後
に
な

っ
て
も
良
い
か
ら
、
試
み
続
け
る
予
定
。 

 

ち
な
み
に
、「
日
本
語
に
は
、
英
語
（
西
洋
語
）
のI

やy
o
u

の
よ
う
な
人
称
代

名
詞
は
存
在
し
な
い
」
と
い
う
の
は
、
日
本
語
学
者
の
間
で
は
け
っ
こ
う
有
名

な
話
だ
と
思
う
が
（
私
も
そ
れ
を
支
持
し
て
い
る
が
）
、
共
感
覚
者
や
解
離
性
障

害
者
、
性
的
被
害
者
女
性
な
ど
、
一
見
す
る
と
言
語
学
と
は
異
な
る
方
向
か
ら

調
べ
て
も
、
ち
ゃ
ん
と
そ
の
結
論
が
出
る
と
い
う
話
の
一
つ
が
、
今
回
の
記
事

で
も
あ
る
。 

 

こ
の
、
本
来
の
日
本
語
の
「
私
」
に
当
た
る
語
を
、
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
で
は
「
う

ぃ
う
（
ゐ
う
）
」
と
し
て
あ
っ
て
、
自
由
に
歪
め
て
使
う
こ
と
が
許
さ
れ
る
わ
け

で
あ
る
。 

 

だ
か
ら
、
例
え
ば
、
解
離
性
障
害
を
負
っ
た
共
感
覚
者
女
性
の
中
に
、「
本
を
読

ん
だ
こ
と
」
は
確
実
だ
が
、
読
ん
だ
の
が
「
私
」
か
「
友
人
」
か
「
家
族
」
か

分
か
ら
な
く
な
っ
た
と
い
う
女
性
が
い
た
が
、
そ
の
場
合
は
、「
私
」
の
部
分
を

「
ゐ
う
」
に
置
き
換
え
れ
ば
、
い
わ
ゆ
る
心
理
学
的
な
解
離
の
状
態
に
あ
る
こ

と
が
私
に
は
伝
わ
る
か
ら
、
そ
の
女
性
と
の
や
り
取
り
は
そ
う
し
て
い
る
。 

 

要
す
る
に
、
「
私
（
ゐ
う
）
は
髪
を
切
っ
た
」
に
限
ら
ず
、
「
私
（
ゐ
う
）
は
本

を
読
ん
だ
」
と
言
っ
て
「
読
ん
だ
」
の
は
「
私
」
「I

」
で
は
な
く
、
そ
の
女
性

の
肉
体
を
解
離
し
た
「
ゐ
う
」
で
あ
る
こ
と
を
全
面
的
に
許
す
。 

 

そ
れ
と
同
様
に
、
女
性
の
排
卵
を
感
知
す
る
私
の
共
感
覚
能
力
は
、「
女
性
が
私

に
排
卵
し
た
」
で
も
「
私
は
女
性
に
排
卵
さ
れ
た
」
で
も
な
く
、
ま
さ
に
中
動

態
と
し
て
の
「
私
は
排
卵
し
た
」
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
「
私
」
の
ニ
ュ
ア
ン
ス

の
違
い
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
後
者
の
「
私
」
を
現
代
日
本
語
か
ら
分
離
さ

せ
て
「
を
ぐ
」
と
い
う
新
し
い
「
自
我
の
領
域
」
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
。 

 

た
だ
し
、
対
女
性
共
感
覚
を
完
璧
に
記
述
で
き
る
文
法
は
、
西
洋
語
に
は
残
っ

て
い
な
い
が
、
日
本
語
に
は
「
髪
を
切
っ
た
」
の
よ
う
に
一
部
残
っ
て
い
る
こ

と
に
な
る
。 

  
『
疾
病
及
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
（IC

D
-1

0

） 

第Ⅴ

章 

精
神
及

び
行
動
の
障
害
』
と
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
と
の
対
応
表
（
二
〇
一
一
年
五
月
版
） 



『岩崎純一全集』第八十六巻「芸術、文化、言語、文学（二の六）」 

18 

 

  
二
〇
一
一
年
十
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
二
日 

公
開 

 

二
〇
一
四
年
九
月
五
日 

最
終
更
新 

 

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

「『
疾
病
及
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
（IC

D
-1

0

） 

第Ⅴ

章 

精
神
及

び
行
動
の
障
害
』
と
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
と
の
対
応
表
（
二
〇
一
一
年
五
月
版
）」

掲
載
の
お
知
ら
せ 

  

二
〇
一
一
年
五
月
二
十
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

「
『
疾
病
及
び
関
連
保
健
問
題
の
国
際
統
計
分
類
（IC

D
-1

0
） 

第Ⅴ

章 

精
神

及
び
行
動
の
障
害
』
と
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
と
の
対
応
表
（
二
〇
一
一
年
五
月
版
）」

を
有
志
の
方
々
の
協
力
に
よ
り
制
作
し
、
サ
イ
ト
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

な
お
、
ス
ラ
フ
ォ
ー
リ
ア
は
現
在
、
言
語
名
の
変
更
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
正

式
な
言
語
名
が
決
定
し
次
第
、
本
表
の
タ
イ
ト
ル
に
も
反
映
し
ま
す
。 
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「岩崎式日本語」文法変遷表 

Iwasaki’s System of Reconstructing Japanese 

 

2012年 7月 10日 起筆 

2012年 8月 1日 加筆 

2013年 8月 8日 公開 

2017年 8月 16日 最終更新 

 

作成 ： 岩崎 純一 

 

協力 ： 岩崎式日本語研究会 

 

 

※ 最新の岩崎式日本語は、『「第四期岩崎式日本語」大全』の内容に、以下の変更を全て

適用したものとなっております。ただし、同大全の内容は、第三期岩崎式日本語の終了時

までの変更については全て含んでおります。 
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第一期岩崎式日本語（スラフォーリア） 

 主な変化：アプリオリ言語からアポステリオリ言語への転向。 

文法変更年月 変更点 変更の理由（使用者への対応） 

2000年頃 自作のアプリオリ言語の制作を開始。  

2005年 言語障害を抱える発達障害者や解離性

障害者用のアプリオリ言語としての制

作に転向。 

同左の言語障害者と面識を持っ

たことの心理的影響による。 

2006年 言語名を正式に「スラフォーリア（壮

大な血脈）」と命名。「ストルシア

（朝）」・「フィリス（～です）」な

どの固有語彙を多数有し、アプリオリ

言語としての立場を明確にする。 

定型発達者の母語としての現代

日本語に対するアプリオリ言語

性を維持するため。 

2008年 固有語彙の多く（名詞中心）を放棄。

現代日本語を変形させたアポステリオ

リ言語としての制作に転向。言語名「ス

ラフォーリア」のみ残す。 

自立語部分のみ、あるいは付属語

部分のみの文法ミスが見られる

日本語母語話者の軽度・中程度の

言語障害に対応するため。 

 

 

 

第二期岩崎式日本語 

 主な変化：行為の実現の有無の区別。 

文法変更年月 変更点 変更の理由（使用者への対応） 

2009年 5月 抽化言・抽出言をそれぞれ未然形と已

然形に分離。各自己意識（各我燈）に

おける行為の達成の未遂・既遂を区別。 

解離性障害・統合失調症・気分障

害・発達障害者が願望する行為の

実現度を文法に反映。 

2009年 6月 新言語名として「岩崎純一語」や「岩

崎哲学言語」が提案され、何度か変更

されるが、「スラフォーリア」に戻す。

ただし以後、一部の使用者は「岩崎純

一語」や「岩崎哲学言語」を用いた。 

提案は使用者による。考案者の個

人名を冠することへの岩崎自身

の躊躇により、正式な変更に至ら

ず。 

 

 

 

 

第三期岩崎式日本語 
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 主な変化：ICD-10及び DSM-IV との連動、我燈の音便化。 

文法変更年月 変更点 変更の理由（使用者への対応） 

2009年 12月 我燈を音便変化により整理。（「ヰウ

ンファ」→「ヰウムファ」、「ヰンフ

ァイ」→「ヰムフィ」、「見レウ」→

「見リュー」など。） 

音便変化。二重母音を回避する日

本語・環太平洋語圏の習慣に対

応。 

2010年 10月 各自己意識（各我燈）における現代日

本語の助詞・助動詞の使用制限（膠着

構造の制限）を全て撤廃。 

世界保健機関の定める ICD-10 及

びアメリカ精神医学会の定める

DSM-IV と岩崎式日本語の連動性

の導入にあたり、使用制限が無用

の障壁となったため。 

2011年 5月～9月 5 月、考案者自身により言語名の変更を

呼びかけ。5 月 19 日、寄せられている

名称候補を公開。使用者より「新日本

哲学言語」・「岩崎式巫女精神言語」

などが提案される。6 月 18 日、議論開

始。9月、最終的に「岩崎式日本語」に

正式に改称。 

言語の実態と言語名の著しい齟

齬。 

2012年 7月 我燈・格詞・言などの必須語彙以外の

第一期以来の固有語彙を全面廃止。 

現代日本語の変形させたアポス

テリオリ言語としての立場の明

確化。 

 

 

 

第四期岩崎式日本語 

 主な変化：精神疾患様態と文法との対応、自己意識と文法の記号表記。 

文法変更年月 変更点 変更の理由（使用者への対応） 

2012年 8月 1日 基本我燈に「ワ（ワタシ）」を追加し、

主に書き言葉で「ワ」を用いる。その

他の燈詞も大幅に変更。ただし、従来

の語も継続して使用可能。時空燈は廃

止。 

正書法としては、現代日本語でほ

とんど使用しない文字や岩崎式

日本語の固有単語の使用を控え

るため。 

2012年 8月 1日 活用我燈に格機能をそのまま音読みし

たものを追加し、これを主要な活用我

燈とする。ただし、従来の語と読みも

同上。かつ、自己意識の位置を明

確化するため。 
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継続して使用可能。 

2012年 8月 1日 活用語の言において最終モーラの子音

を発音。 

二重母音を回避する日本語・環太

平洋語圏の習慣に対応。 

2012年 8月 1日 抽化言の未然形と已然形の音を交替。

未然形がオ行、已然形がイ行となる。 

母音の開閉・広狭を意味（未然か

已然か）に対応させ、抽化言と抽

出言との間でそろえる。 

2012年 8月 1日 それまでの「空前我」を「前我」と「擬

我」に分類、それまでの「空我」を「初

我」とし、「前・擬・初我」の三我を

「空我」とした。 

強度の解離性障害・統合失調症、

重度の自閉症に対応。特に、虐待

被害などに伴うコタール症候

群・カプグラ症候群・フレゴリ妄

想などの重度の妄想群罹患者の

自己意識に対応。 

2012年 8月 1日 「主我」を「主我一」から「主我五」

までの五主我に分類。 

概念上はすでに存在していた分

類に文法も対応。 

2013年 2月 24日 記号表記を導入。論理値表を作成。 数学的・論理学的分析の導入によ

る将来的なアルゴリズムとして

の記述に向けての準備。 

2013年 2月 28日 主我・真我・単我・複我・多我・超我・

特殊我の概念、及び階層構造の明確化。 

解離性障害・統合失調症のより忠

実で詳細な記述の実現のため。 
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岩
崎
式
日
本
語
（IS

R
e
J
P

）
論
理
値
表
を
掲
載 

 

二
〇
一
二
年
八
月
二
十
九
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
リ
ン
ク
先
の
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト

の
内
容
は
『
全
集
』
に
収
録
。） 

  

岩
崎
式
日
本
語
（IS

R
e
J
P

）
論
理
値
表
を
サ
イ
ト
に
追
加
し
ま
し
た
。
岩
崎

式
日
本
語
体
系
の
理
解
に
適
宜
ご
利
用
下
さ
い
。 

 

理
論
上
は
、
岩
崎
式
日
本
語
の
文
法
を
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
言
語
で
記
述
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
思
う
の
で
、
そ
の
仮
想
プ
ロ
グ
ラ
ム
用
に
、

色
々
な
概
念
に
記
号
と
用
語
を
定
義
し
て
い
る
わ
け
で
す
。 

 

記
号
や
用
語
と
言
う
と
、
難
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、
単
に
「1

2
+

3
4

は4
6

で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
、
は
真
我
に
お
い
て
は
真
で
あ
る
」
と
い
っ
た
岩
崎

式
日
本
語
体
系
の
数
学
的
命
題
だ
け
で
な
く
、
例
え
ば
、「
現
代
日
本
語
を
話
し

て
い
る
こ
の
私
の
自
己
が
ま
さ
に
私
の
自
己
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
本
当
で
あ

る
か
ど
う
か
が
現
代
日
本
語
で
は
記
述
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
岩
崎
式
日

本
語
体
系
に
お
い
て
は
真
で
な
い
こ
と
は
な
い
」
な
ど
と
い
っ
た
、
岩
崎
式
日

本
語
体
系
で
普
通
に
成
立
す
る
言
語
表
現
を
、
同
時
に
現
代
の
論
理
学
記
号
で

も
表
現
し
て
い
け
る
よ
う
、
一
応
、
表
を
作
っ
て
お
き
ま
し
た
、
と
い
う
こ
と

だ
と
思
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

岩
崎
式
日
本
語
論
理
値
表
（P

D
F

フ
ァ
イ
ル
、
約1

M
B

） 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/ro

n
b
u

n
/iw

a
sa

k
i_

sh
ik

i_
n

ih
o
n

g
o
_
ta

iz
e
n

_
z

o
k

u
h

e
n

_
sh

iry
o
1

.p
d

f 

 

岩
崎
式
日
本
語 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/iw

a
sa

k
i_

sh
ik

i_
n

ih
o
n

g
o
/ 

  

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
「
岩
崎
式
日
本
語
ラ
イ
タ
ー 

二
〇
一
二
」
を
開
発
・
掲
載 

 

二
〇
一
二
年
九
月
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
リ
ン
ク
先
の
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト

の
内
容
は
『
全
集
』
に
収
録
。） 

  

フ
リ
ー
ソ
フ
ト
「
岩
崎
式
日
本
語
ラ
イ
タ
ー 

二
〇
一
二
」
を
開
発
、
岩
崎
式

日
本
語
の
コ
ン
テ
ン
ツ
内
に
掲
載
し
ま
し
た
。 

 

岩
崎
式
日
本
語 

h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/iw

a
sa

k
i_

sh
ik

i_
n

ih
o
n

g
o
/ 

  

こ
れ
を
使
う
と
、
岩
崎
式
日
本
語
文
を
簡
単
に
作
成
で
き
ま
す
。
文
法
解
説

（
『
大
全
』
）
を
読
む
の
が
面
倒
だ
、
と
い
う
方
は
、
ま
ず
は
こ
れ
を
先
に
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
、
色
々
と
ク
リ
ッ
ク
し
て
遊
ん
で
み
て
い
た
だ
け
る
と
あ
り
が

た
い
で
す
。 
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た
だ
、
ま
だ
前
回
の
記
事
内
容
の
導
入
部
分
だ
け
を
実
装
し
た
非
常
に
簡
単

な
ソ
フ
ト
で
、
文
章
の
内
容
を
頭
で
考
え
な
が
ら
で
な
け
れ
ば
使
う
こ
と
が
難

し
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
文
集
【
共
同
編
集
】
ペ
ー
ジ 

  

二
〇
一
三
年
六
月
二
十
三
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

（
二
〇
一
八
年
七
月
十
五
日
追
記
：
現
在
、
リ
ン
ク
先
の
岩
崎
の
旧
サ
イ
ト

の
内
容
は
『
全
集
』
に
収
録
。） 

  

岩
崎
式
日
本
語
の
共
同
編
集
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
ま
し
た
。 

 h
ttp

://iw
a

sa
k

iju
n

ich
i.n

e
t/iw

a
sa

k
i_

sh
ik

i_
n

ih
o
n

g
o
/k

iro
k

u
.h

tm
l 

  

編
集
が
可
能
な
の
は
編
集
権
保
持
者
の
方
の
み
で
す
が
、
閲
覧
は
そ
れ
以
外

の
方
々
も
可
能
で
す
。（
編
集
権
を
得
た
い
場
合
は
、
私
の
サ
イ
ト
の
個
人
勉
強

会
掲
示
板
に
参
加
さ
れ
る
な
ど
の
条
件
が
必
要
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。） 

 

機
能
の
テ
ス
ト
中
で
も
あ
る
の
で
、
皆
様
の
ブ
ラ
ウ
ザ
か
ら
書
き
込
み
可
能

か
ど
う
か
、
お
試
し
に
な
っ
て
み
て
下
さ
い
。 

  

未
来
年
表
と
言
語
に
つ
い
て
の
考
え
方
・
実
験
の
ペ
ー
ジ
を
設
置 

 

二
〇
一
四
年
九
月
十
八
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

  

サ
イ
ト
に
以
下
の
ペ
ー
ジ
を
設
置
し
ま
し
た
。 

 

★
言
語
学
・
言
語
体
系
考
案
内
に
「
言
語
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
の
私
の
考
え

方
、
現
代
日
本
語
に
関
す
る
実
験
を
追
加
。 

 

★
人
間
学
・
哲
学
全
般
を
設
置
。 

  

未
来
年
表
を
追
加
。 

 

【
画
像
出
典
】 

h
ttp

s://e
n

.w
ik

ip
e
d

ia
.o

rg
/w

ik
i/F

ile
:1

e
0

6
5

7
_
sca

le
.jp

g
 

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
の
た
め
、
改
変
し
た
。） 

  

「
岩
崎
式
日
本
語
ペ
デ
ィ
ア
」
を
設
置 

  

二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
三
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 
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ブ
ロ
グ 

有
言
の
華 

様 
「
日
本
語
の
ア
ス
ペ
ク
ト
・
ヴ
ォ
イ
ス
・
格
」
於
・
国
立
国
語
研
究
所 

へ
の
投
稿
文 

h
ttp

://2
sh

ik
i.se

e
sa

a
.n

e
t/a

rticle
/4

2
5

0
3

7
4
4

8
.h

tm
l#

co
m

m
e
n

t 

  

二
〇
一
五
年
十
二
月
二
十
三
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

 

は
じ
め
ま
し
て
。 

岩
崎
式
日
本
語
と
い
う
言
語
の
作
者
で
す
。 

 

色
々
な
人
工
言
語
作
者
様
の
サ
イ
ト
か
ら
辿
り
着
き
、
興
味
深
く
拝
読
い
た
し

ま
し
た
。 

 

「
ご
飯 

父 

食
べ
る
」
の
格
を
「
ご
飯
が
父
を
食
べ
る
」、
「
ご
飯
で
父
に
食

べ
る
」
な
ど
と
誤
る
人
は
、
少
な
い
な
が
ら
も
、
重
度
の
発
達
障
害
者
や
失
語

症
者
に
存
在
し
ま
す
。 

稀
に
、P

T
S

D

や
解
離
性
障
害
な
ど
、
心
的
外
傷
・
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
各
種
障

害
で
発
生
し
ま
す
。 

 

こ
の
「
格
の
間
違
い
」
を
正
当
化
す
る
文
法
を
最
初
か
ら
組
み
込
ん
で
い
る
言

語
が
、
私
の
考
案
し
て
お
り
ま
す
岩
崎
式
日
本
語
に
な
り
ま
す
。
も
し
よ
ろ
し

け
れ
ば
、
サ
イ
ト
を
ご
覧
下
さ
い
。 

 

心
的
外
傷
で
な
ぜ
格
を
間
違
え
る
か
と
い
う
と
、
語
順
の
理
解
へ
の
ミ
ス
で
は

な
く
、
「
ご
飯
」
が
無
生
物
で
「
父
」
（
例
え
ば
虐
待
加
害
者
と
し
ま
す
）
が
生

命
体
で
あ
る
と
い
う
判
断
を
脳
が
拒
否
し
て
、
自
我
変
容
を
引
き
起
こ
す
な
ど

す
る
た
め
で
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
文
の
英
語
訳 

  

二
〇
一
六
年
七
月
十
日 

起
筆 

 

二
〇
一
六
年
八
月
二
十
七
日 

擱
筆
、
公
開 

 

特
設
サ
イ
ト
、
関
根
ひ
か
り
公
式
サ
イ
ト
に
掲
載
済
み
の
英
語
訳
を
、
こ
こ

に
別
添
資
料
で
掲
載
す
る
予
定
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
特
設
サ
イ
ト
（
岩
崎
純
一
と
関
根
ひ
か
り
の
共
同
制
作
、
英

語
版
含
む
）
の
転
載
（
サ
イ
ト
は
閉
鎖
済
） 

  

二
〇
一
六
年
八
月
十
四
日 

本
文
起
筆
、
サ
イ
ト
原
案
作
成
開
始 

二
〇
一
六
年
八
月
二
十
一
日 

サ
イ
ト
作
成
開
始 

 

二
〇
一
六
年
八
月
二
十
七
日 

サ
イ
ト
仮
公
開 

 
二
〇
一
六
年
九
月
十
五
日 

サ
イ
ト
正
式
公
開 

 

二
〇
一
七
年
六
月
八
日 

サ
イ
ト
仕
様
修
正 

 

二
〇
一
九
年
三
月
三
十
日 

内
容
と
サ
イ
ト
デ
ザ
イ
ン
を
別
添
資
料
と
し
て

http://2shiki.seesaa.net/article/425037448.html#comment
http://2shiki.seesaa.net/article/425037448.html#comment
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転
載
、
サ
イ
ト
閉
鎖 

旧
サ
イ
ト
ア
ド
レ
ス
：h

ttp
s://iw

a
sa

k
i-co

n
la

n
g
.co

m
/

（
閉
鎖
済
） 

 

関
根
ひ
か
り
お
よ
び
岩
崎
純
一
の
共
作
（
著
作
権
を
分
有
。
デ
ザ
イ
ン
原
案

は
関
根
ひ
か
り
が
、
関
根
ひ
か
り
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
ペ
ー
ジ
を
除
く
ペ
ー
ジ
本
文

は
岩
崎
純
一
が
、
著
作
権
を
保
有
。） 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
特
設
サ
イ
ト
に
つ
い
て 

  

二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
一
日 

起
筆
、
擱
筆
、
公
開 

   

第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
に
向
け
て 

  

二
〇
一
七
年
一
月
二
十
九
日 

起
筆 

 

二
〇
一
七
年
二
月
八
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
四
月
二
十
三
日 

最
終
更
新 

  

第
四
期
ま
で
の
学
習
者
・
使
用
者
の
現
状
と
ご
要
望 

女
性
専
用
施
設
（
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
、
精
神
障
害
・
言
語
障
害
女
性
施
設
、
性

被
害
女
性
専
用
施
設
） 

【
現
状
】 

伊
勢
原
女
性
切
り
つ
け
事
件
に
つ
い
て
の
岩
崎
式
日
本
語
（
岩
崎
式
言
語
体
系
）

関
係
者
の
議
論 

【
ご
要
望
と
対
応
】 

【
希
望
条
件
の
例
】 

発
達
障
害
・
言
語
障
害
者 

【
現
状
】 

東
京
藝
術
大
学
・
大
学
院
生 

【
現
状
】 

【
ご
要
望
と
対
応
】 

他
の
人
工
言
語
へ
の
影
響 

【
現
状
】 

第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
で
計
画
・
予
定
し
て
い
る
こ
と 

  
 
 
 

言
語
学
・
人
工
言
語
学
関
連
リ
ン
ク 

  

第
四
期
ま
で
の
学
習
者
・
使
用
者
の
現
状
と
ご
要
望 

女
性
専
用
施
設
（
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
、
精
神
障
害
・
言
語
障
害
女
性
施
設
、
性

被
害
女
性
専
用
施
設
） 

【
現
状
】 
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岩
崎
式
日
本
語
の
開
発
以
前
の
二
〇
〇
四
年
頃
か
ら
あ
っ
た
、
こ
れ
ら
の
女

性
・
施
設
と
岩
崎
と
の
関
わ
り
が
土
台
と
な
り
、
岩
崎
式
日
本
語
の
最
初
の
学

習
者
も
、
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
女
性
た
ち
の
ほ
と
ん
ど

は
、IC

D
や

D
S

M

な
ど
の
精
神
障
害
分
類
が
定
め
る
統
合
失
調
症
、
気
分
障

害
、
不
安
障
害
、
恐
怖
症
、
強
迫
性
障
害
、P

T
S

D

、
身
体
表
現
性
障
害
、
解
離

性
障
害
、
適
応
障
害
、
性
関
連
障
害
、
発
達
障
害
な
ど
に
該
当
し
て
い
る
。
共

感
覚
や
不
思
議
の
ア
リ
ス
症
候
群
な
ど
の
特
殊
感
覚
を
持
っ
て
い
る
場
合
も
あ

る
。 

 

よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、
施
設
の
女
性
の
一
人
が
、
日
記
や
被
害
記
録
、

冷
蔵
庫
に
貼
る
買
い
物
の
メ
モ
（
備
忘
録
）
な
ど
を
岩
崎
式
日
本
語
で
書
き
始

め
、
周
囲
の
友
人
た
ち
や
寮
母
さ
ん
が
「
そ
れ
、
何
？
」
と
興
味
を
持
ち
、
施

設
内
の
一
部
ま
た
は
全
部
に
広
が
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
施

設
で
は
、
異
性
愛
者
だ
っ
た
女
性
が
被
害
後
に
同
性
愛
に
転
化
す
る
ケ
ー
ス
も

あ
り
、
一
部
で
は
同
性
愛
女
性
間
の
日
記
に
岩
崎
式
日
本
語
が
使
わ
れ
た
こ
と

が
あ
る
。 

 

た
だ
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護
の
観
点
や
、
内
容
を
秘
密
に
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
か
ら
、
岩
崎
式
日
本
語
で
書
い
た
日
記
を
持
ち
歩
く
こ
と
も
ほ
と
ん

ど
な
く
、
施
設
の
敷
地
か
ら
言
語
が
外
に
物
理
的
に
漏
れ
る
こ
と
が
な
い
ほ
か
、

自
分
た
ち
の
ブ
ロ
グ
やS

N
S

で
も
公
開
し
て
い
な
い
。
こ
う
し
て
、
一
旦
は
か

な
り
秘
密
主
義
的
な
小
規
模
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
作
ら
れ
る
も
の
の
、
一
時
的
な

興
味
に
終
わ
っ
た
多
く
の
使
用
女
性
が
退
所
、
社
会
復
帰
す
る
と
、
元
の
学
習

者
の
み
が
残
っ
て
孤
立
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
。
そ
の
場
合
は
、
岩
崎
が
個

別
に
教
授
す
る
形
を
取
っ
て
き
た
。 

 

こ
の
傾
向
は
、
本
来
は
岩
崎
式
日
本
語
と
言
語
学
上
の
関
係
が
あ
ま
り
な
い

人
工
言
語
ア
ル
カ
の
制
作
者
に
よ
る
伊
勢
原
女
性
切
り
つ
け
事
件
（
二
〇
一
三
）

が
起
き
て
以
降
、
顕
著
と
な
っ
た
。 

（
た
だ
し
、
岩
崎
と
犯
人
と
は
交
流
が
あ
っ
た
た
め
、
被
害
女
性
た
ち
の
不
安

に
は
理
が
あ
る
。） 

 

被
害
女
性
た
ち
の
過
剰
反
応
も
見
ら
れ
、
コ
タ
ー
ル
症
候
群 

(C
o
ta

rd
 

d
e
lu

sio
n

)

、
カ
プ
グ
ラ
症
候
群 

(C
a

p
g
ra

s d
e
lu

sio
n

)

、
フ
レ
ゴ
リ
妄
想 

(

フ

レ

ゴ

リ

の

錯

覚

・

F
re

g
o
li 

d
e
lu

sio
n

)

、

相

互

変

身

症

候

群 

(In
te

rm
e
ta

m
o
rp

h
o
sis)

、
自
己
分
身
症
候
群 

(S
y
n

d
ro

m
e
 
o
f 

su
b

je
ctiv

e
 

d
o
u

b
le

s
) 

と
い
っ
た
気
分
障
害
圏
の
重
い
症
状
の
女
性
に
も
影
響
を
与
え
た
。 

 

合
わ
せ
て
、
被
害
女
性
た
ち
に
人
工
言
語
を
供
給
し
て
い
る
岩
崎
が
そ
れ
ぞ

れ
の
加
害
者
（
元
夫
、
元
恋
人
な
ど
）
か
ら
何
ら
か
の
報
復
感
情
を
抱
か
れ
る

可
能
性
が
、
被
害
女
性
た
ち
に
よ
っ
て
心
配
さ
れ
た
た
め
、
こ
の
こ
と
が
岩
崎

の
心
境
に
も
変
化
を
与
え
た
。
岩
崎
式
日
本
語
の
理
論
の
難
解
さ
、
哲
学
的
な

深
遠
さ
の
主
張
な
ど
の
や
や
挑
戦
的
な
理
詰
め
の
傾
向
（
岩
崎
が
中
心
の
管
理

部
門
）
と
、
実
用
女
性
た
ち
の
不
安
の
溜
め
込
み
、
秘
密
傾
向
（
使
用
部
門
）

と
が
、
明
確
に
分
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

岩
崎
式
日
本
語
で
書
か
れ
た
女
性
た
ち
の
日
記
や
被
害
記
録
は
、
文
法
部
分

に
つ
い
て
は
加
害
者
ら
が
読
ん
で
も
解
読
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
が
、
固
有
名

詞
が
使
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
手
書
き
の
も
の
は
筆
跡
に
よ
っ
て
個
人
を
特
定
さ

れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
そ
こ
か
ら
シ
ェ
ル
タ
ー
や
施
設
の
所
在
地
が
割
り
出
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
公
開
さ
れ
て
い
な
い
。
一
部
の
も
の
は
岩
崎
が
預

か
っ
て
い
る
。 
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伊
勢
原
女
性
切
り
つ
け
事
件
に
つ
い
て 

  

以
下
は
、
こ
の
事
件
の
発
生
に
あ
た
っ
て
行
わ
れ
た
議
論
で
あ
る
。 

 

●
伊
勢
原
女
性
切
り
つ
け
事
件
に
つ
い
て
の
岩
崎
式
日
本
語
（
岩
崎
式
言
語
体

系
）
関
係
者
の
議
論
（P

D
F

） 

 

【
ご
要
望
と
対
応
】 

 

「
人
工
言
語
研
究
会
を
退
会
し
て
ほ
し
い
。
」 

↓ 

事
件
直
後
の
要
望
の
た
め
、
退
会
し
た
が
、
す
ぐ
に
管
理
者
が
交
代
し
て

お
り
、
再
登
録
済
み
。 

 

「
岩
崎
式
日
本
語
の
制
作
・
存
在
の
事
実
は
岩
崎
さ
ん
の
サ
イ
ト
で
公
開
し
て

大
丈
夫
だ
が
、
私
た
ち
の
使
用
実
例
は
秘
密
に
し
て
ほ
し
い
。」 

↓ 

ご
要
望
通
り
の
現
状
。
た
だ
し
、
個
人
の
特
定
が
不
可
能
に
な
る
よ
う
な

極
め
て
厳
し
い
条
件
を
付
け
て
一
部
を
公
開
す
る
こ
と
を
、
岩
崎
よ
り
要
請
中
。 

 

「
数
理
論
理
学
上
の
説
明
や
記
号
表
現
が
私
た
ち
に
は
理
解
が
難
し
く
、
つ
い

て
い
け
な
い
の
で
、
日
記
や
被
害
記
録
に
使
え
る
易
し
い
仕
様
に
し
て
ほ
し
い
。」 

↓ 

検
討
中
。 

 

「
最
初
の
う
ち
は
共
感
覚
や
五
感
的
な
ふ
ん
わ
り
し
た
イ
メ
ー
ジ
の
言
語
で
親

し
み
が
あ
っ
た
け
ど
、
理
論
的
な
記
述
が
増
え
て
か
ら
、
け
っ
こ
う
苦
し
く
な

っ
た
。
前
み
た
い
な
温
か
い
感
じ
を
戻
し
て
も
ら
え
る
と
う
れ
し
い
。」 

↓ 

検
討
中
。 

 

「
日
記
や
被
害
記
録
、
メ
モ
帳
の
筆
記
に
使
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
発
音
し
た
と

き
の
、
普
通
の
日
本
語
と
比
べ
た
違
和
感
が
、
女
性
ど
う
し
で
恥
ず
か
し
く
、

人
形
ご
っ
こ
み
た
い
な
雰
囲
気
の
と
き
が
あ
る
の
で
、
次
の
改
訂
で
検
討
し
て

ほ
し
い
。」 

↓ 

検
討
中
。 

 

「
伊
勢
原
の
例
の
事
件
で
、
探
偵
や
母
親
が
共
謀
し
て
い
た
の
を
知
っ
て
怖
く

な
り
、
メ
ー
ル
や
郵
便
物
が
加
害
者
に
知
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。
岩
崎
さ

ん
と
の
岩
崎
式
日
本
語
メ
ー
ル
や
交
換
日
記
の
管
理
を
厳
重
に
し
て
ほ
し
い
。
」 

↓ 

ご
要
望
通
り
の
現
状
。
通
信
に
関
し
て
も
、S

S
L

の
使
用
な
ど
に
よ
っ
て

最
大
限
の
注
意
を
払
っ
て
い
る
。 

 

「
岩
崎
式
日
本
語
の
か
な
表
記
、
岩
崎
仮
名
と
か
女
手
（
お
ん
な
で
）
文
字
と

名
付
け
た
も
の
を
作
っ
て
い
ま
す
。
次
の
と
き
に
採
用
を
検
討
し
て
い
た
だ
け

ま
す
か
？
」 

↓ 
検
討
中
。 

 

「
言
語
の
考
案
自
体
を
サ
イ
ト
に
載
せ
ず
、
本
当
の
秘
密
の
人
工
言
語
と
し
て
、
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や
っ
て
い
く
こ
と
は
で
き
な
い
で
し
ょ
う
か
？
」 

↓ 

岩
崎
に
も
、
多
く
の
創
作
家
や
発
明
家
の
心
境
と
同
様
、
自
分
自
身
の
人

工
言
語
を
公
表
し
た
い
と
い
う
知
的
欲
求
や
共
有
願
望
は
あ
る
上
、
学
習
者
の

皆
様
に
も
多
か
れ
少
な
か
れ
そ
れ
ら
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、
完
全
な
閉
鎖
的

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
言
語
と
し
て
運
用
す
る
こ
と
は
心
境
的
に
耐
え
ら
れ
な
く
な

る
も
の
と
岩
崎
は
予
想
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
心
境
の
変
遷
の
探
究
そ
れ
自

体
を
、
こ
の
言
語
の
本
質
お
よ
び
文
法
体
系
と
し
て
み
た
い
。 

 

【
希
望
条
件
の
例
】 

使
用
者 

 

記
録
内
容 

 

公
開
の
有
無
と
希
望
条
件 

男
性
Ａ
（
無
職
） 

 

鬱
、
不
安
障
害
の
克
服 

 

非
公
開
希
望
。 

女
性
Ａ
（
神
宮
巫
女
） 

 

考
案
者
と
の
和
歌
の
や
り
取
り
以
外
の
哲
学
的

交
流
（
生
ま
れ
た
家
柄
・
境
遇
、
動
か
せ
な
い
運
命
・
宿
命
と
の
葛
藤
自
由
意

志
の
我
慢
、
旧
暦
や
古
語
で
の
生
活
に
よ
る
文
明
生
活
と
の
ず
れ
） 

 

非

公

開
希
望
。 

女
性
Ｂ
（
無
職
） 

 

Ｄ
Ｖ 

 

自
分
の
死
後
に
公
開
希
望
。 

女
性
Ｃ
（
ア
ル
バ
イ
ト
） 
 

性
被
害
体
験
、
ト
ラ
ウ
マ
、P

T
S

D
、
強
迫
性
障

害 
 

両
親
の
死
後
に
公
開
希
望
。 

女
性
Ｄ
（
ア
ル
バ
イ
ト
） 

 

暴
行
被
害
体
験
、
ト
ラ
ウ
マ
、
解
離
性
同
一
性

障
害
、P

T
S

D

、
強
迫
性
障
害 

 

加
害
者
の
死
後
に
公
開
希
望
。 

女
性
Ｅ
（
Ｏ
Ｌ
） 

 

学
歴
主
義
の
両
親
へ
の
反
抗 

 

考
案
者
と
友
人
に
の
み
回

覧
希
望
。 

女
性
Ｆ
（
主
婦
） 

 

性
被
害
体
験 

 

加
害
者
と
夫
の
死
後
に
、
一
部
を
公

開
希
望
。 

女
性
Ｇ
（
学
生
） 

 

幼
少
期
の
ト
ラ
ウ
マ
、
性
的
倒
錯
、P

T
S

D
 
 

考

案

者
、
主
治
医
、
友
人
に
提
供
。 

 

発
達
障
害
・
言
語
障
害
者 

【
現
状
】 

  

岩
崎
式
日
本
語
を
学
習
し
て
き
た
発
達
障
害
・
言
語
障
害
者
に
は
男
性
が
多

い
が
、
そ
も
そ
も
人
工
言
語
作
者
に
は
こ
れ
ら
を
抱
え
る
男
性
が
少
な
く
な
い

と
考
え
ら
れ
、
世
界
的
に
見
て
も
そ
う
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
人
々
は
、
現
代

社
会
・
現
代
日
本
社
会
に
適
応
す
る
こ
と
が
難
し
い
一
方
で
、
傑
出
し
た
言
語

学
的
・
芸
術
的
・
数
学
的
・
工
学
的
な
才
能
を
持
つ
こ
と
が
多
く
、
人
工
言
語

や
人
工
世
界
の
創
造
は
、
こ
の
よ
う
な
人
々
の
十
八
番
（
お
は
こ
）
で
あ
る
と

岩
崎
は
考
え
る
。 

 

一
方
、
前
述
の
伊
勢
原
女
性
切
り
つ
け
事
件
を
起
こ
し
た
人
工
言
語
ア
ル
カ

の
作
者
は
、
他
の
人
工
言
語
作
者
ら
に
よ
っ
て
自
己
愛
性
ま
た
は
反
社
会
性
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
（
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
の
Ｂ
群
と
さ
れ
る
）
の

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
Ｂ
群
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
は
、

精
神
障
害
と
も
サ
イ
コ
パ
ス
（
精
神
病
質
）
と
も
発
達
・
学
習
・
言
語
障
害
と

も
区
別
さ
れ
る
。
岩
崎
式
日
本
語
は
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
殺
人
・
殺
人
未
遂
・

Ｄ
Ｖ
・
い
じ
め
な
ど
の
加
害
者
か
ら
被
害
者
を
守
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

た
め
、
必
然
的
に
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
障
害
の
学
習
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
。 
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東
京
藝
術
大
学
・
大
学
院
生 

【
現
状
】 

  

二
〇
一
二
年
の
「
岩
崎
純
一
さ
ん
に
会
い
た
い
会
」
で
岩
崎
が
岩
崎
式
日
本

語
に
言
及
し
て
以
降
、
こ
の
言
語
が
芸
術
作
品
で
あ
る
と
の
観
点
か
ら
、
学
生

が
興
味
を
持
っ
て
下
さ
る
よ
う
に
な
り
、
岩
崎
と
共
同
で
別
サ
イ
ト
を
立
ち
上

げ
た
。 

 

形
態
論
、
統
語
論
、
語
用
論
、
比
較
言
語
学
な
ど
の
言
語
学
的
、
文
化
人
類

学
的
、
数
理
論
理
学
的
観
点
か
ら
の
議
論
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
が
、「
美
術
と
言
葉
」

の
関
係
を
重
視
し
た
研
究
で
あ
る
。 

 

旧
学
習
者
へ
の
面
会
の
要
望
が
出
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｖ
シ
ェ
ル
タ
ー
や
性
被
害

女
性
専
用
施
設
の
規
定
や
入
居
女
性
た
ち
の
要
望
に
よ
っ
て
困
難
な
状
況
に
あ

る
。 

 

【
ご
要
望
と
対
応
】 

 

「
岩
崎
純
一
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
独
立
し
た
岩
崎
式
日
本
語
の
サ
イ
ト
を
設

け
て
ほ
し
い
。
」 

↓ 

ご
要
望
通
り
の
現
状
。（
別
サ
イ
ト
） 

た
だ
し
、
こ
の
言
語
体
系
は
、
哲

学
、
精
神
病
理
学
、
文
化
人
類
学
な
ど
を
含
む
学
術
体
系
で
あ
り
、
岩
崎
の
他

の
活
動
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
あ
く
ま
で
も
岩
崎
式
日
本
語
の

本
体
サ
イ
ト
は
旧
来
の
サ
イ
ト
で
あ
る
。 

 

「
旧
学
習
者
た
ち
と
交
流
し
た
い
。」 

↓ 

該
当
者
の
皆
様
の
ご
意
向
、
ご
気
分
に
よ
っ
て
検
討
。 

 

「
分
か
り
や
す
い
形
で
岩
崎
式
日
本
語
の
広
報
を
も
っ
と
し
て
ほ
し
い
。」 

↓ 

検
討
中
。 

 

他
の
人
工
言
語
へ
の
影
響 

【
現
状
】 

  

学
習
者
・
使
用
者
の
施
設
内
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
人
や
友
人
ど
う
し
で
、
岩

崎
式
日
本
語
を
元
に
し
た
独
自
の
派
生
方
言
や
表
記
法
を
作
っ
て
い
る
が
、
独

立
し
た
人
工
言
語
の
中
で
、
岩
崎
式
日
本
語
を
参
照
し
て
作
っ
た
こ
と
を
作
者

が
公
表
し
て
い
る
も
の
と
し
て
は
、
志
村
游
氏
の
ク
レ
リ
カ
が
特
筆
す
べ
き
言

語
と
思
わ
れ
る
。 

 

作
者
自
身
が
同
言
語
を
「
複
雑
化
し
た
社
会
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
的
な

側
面
も
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
同
言
語
は
「
言
語
」
で
あ
る
と
同
時

に
、
複
雑
な
文
法
を
廃
し
、「
あ
ど
け
な
さ
」、「
童
心
」、「
共
感
覚
」
な
ど
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
る
美
し
い
「
歌
」
で
も
あ
る
。
岩
崎
式
日
本
語
の
空
格
や
識
格

の
概
念
が
提
示
し
な
が
ら
も
や
や
不
徹
底
だ
っ
た
「
言
語
の
始
原
」
や
「
鳴
き

声
」
の
探
究
を
、
よ
り
深
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
岩

崎
式
日
本
語
よ
り
も
「
歌
」
言
語
と
し
て
の
完
成
度
が
高
い
。 

 

第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
で
計
画
・
予
定
し
て
い
る
こ
と 
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◆
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
の
文
法
、
音
素
の
改
訂
・
整
備
（
我
燈
、
言
、
格
詞

な
ど
の
再
考
） 

 

◆
哲
学
、
精
神
病
理
学
、
文
化
人
類
学
、
生
態
学
、
生
物
学
な
ど
の
知
見
の
さ

ら
な
る
取
り
入
れ 

 

◆
ロ
ゴ
マ
ー
ク
「
唯
識
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
の
き
ち
ん
と
し
た
解
説
の
設
置
。 

 

◆
「
秘
密
教
本
」（
※
）
の
公
開
。 

※
・
・
・
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
「
岩
崎
式
日
本
語
大
全
」
シ
リ
ー
ズ
の
ほ

か
に
、
前
述
の
女
性
施
設
で
個
別
に
岩
崎
式
日
本
語
を
教
授
し
た
際
に
、
当
該

女
性
た
ち
と
の
間
で
の
み
作
ら
れ
た
教
本
。
こ
れ
を
使
用
す
る
と
、
極
端
に
岩

崎
式
日
本
語
が
解
読
し
や
す
く
な
る
た
め
、
加
害
者
対
策
と
し
て
基
本
的
に
は

非
公
開
で
あ
っ
た
。
） 

 

◆
学
習
者
・
使
用
者
の
実
例
の
一
部
公
開
。 

 

◆
前
述
の
岩
崎
仮
名
（
女
手
）
の
公
開
。 

 

◆
こ
れ
ら
に
基
づ
く
、
新
た
な
使
用
者
の
募
集
。 

 

◆
日
本
の
他
の
人
工
言
語
関
係
者
（
人
工
言
語
研
究
会
、
人
工
言
語
友
の
会
、

人
工
言
語
学
会
な
ど
の
有
志
の
皆
様
に
よ
る
サ
ー
ク
ル
）
や
、
人
工
世
界
、
創

造
地
図
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
創
作
者
の
皆
様
と
の
関
係
の
再
考
、
深
化
。 

 

◆
「
寿
羅
穂
里
阿
文
明
」
の
再
考
、
深
化
。 

  

「
第
五
期
岩
崎
式
日
本
語
に
向
け
て
（
ご
要
望
の
ま
と
め
と
計
画
の
概
要
）」

を
掲
載 

  

二
〇
一
七
年
二
月
十
一
日 

起
筆
、
公
開 

 

二
〇
一
七
年
二
月
十
八
日 

更
新 

  

も
っ
と
お
し
え
て
！
人
工
言
語 

◆
岩
崎
式
日
本
語
◆ 

 
 

例
文
で
感
じ
る
人
工
言
語 

＊ 

岩
崎
式
日
本
語 

 
 
- 

そ
の
他
の
言
語
紹
介 

-  

岩
崎
式
日
本
語 

  

二
〇
一
七
年
二
月
十
三
日 

起
筆 

 

二
〇
一
七
年
三
月
二
日 

加
筆 

 

二
〇
一
七
年
三
月
五
日 

擱
筆 

 
二
〇
一
七
年
五
月
七
日 

刊
行 

 

学
術
誌
（
同
人
誌
） 

 

外
部
刊
行
者
に
よ
り
刊
行
済
み
。
『
人
工
言
語
カ
タ
ロ
グ
２
０
１
７
』
（
人
工



『岩崎純一全集』第八十六巻「芸術、文化、言語、文学（二の六）」 

32 

 

言
語
友
の
会
、
二
〇
一
七
年
）
を
見
よ
。 

 
有
料 

 

著
作
者
が
出
版
者
に
権
利
の
一
部
を
譲
渡
（
メ
ー
ル
文
面
の
み
が
契
約
の
存

在
の
根
拠
で
あ
り
、
書
面
契
約
が
存
在
し
な
い
た
め
、
岩
崎
に
よ
る
法
学
的
解

釈
上
の
推
定
で
あ
る
。） 

 

著
作
者
及
び
著
作
権
者
へ
の
問
い
合
わ
せ
が
必
要 

   

第
八
編 

著
作
者
の
一
部
お
よ
び
著
作
権
者
が
岩
崎
純
一
で
あ
る
も
の 

 

岩
崎
式
日
本
語
使
用
者
の
協
力
に
よ
る
文
法
変
遷
表
【
共
同
編
集
】 

  

使
用
者
の
巫
女
、
岩
崎
純
一 

 

二
〇
一
二
年
十
月
五
日 

起
筆 

 

二
〇
一
四
年
四
月
八
日 

最
終
更
新 

 

各
著
作
者
が
全
て
の
権
利
を
保
持
（
但
し
、
岩
崎
以
外
の
全
て
の
著
作
者
が
、

各
自
の
著
作
物
の
内
容
の
全
部
の
使
用
を
岩
崎
に
許
可
） 

 

全
て
の
著
作
者
の
著
作
者
人
格
権
を
侵
害
し
な
い
限
り
、C

C
 
B

Y
-N

C
-N

D
 

4
.0

 

  

別
添
資
料
を
見
よ
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
の
議
論
ノ
ー
ト 

私
た
ち
の
試
み
に
つ
い
て 

  

使
用
者
の
巫
女
、
岩
崎
純
一 

 

二
〇
一
四
年
九
月
二
日 

起
筆
、
擱
筆
、
女
性
施
設
の
閲
覧
室
に
て
提
供 

 

二
〇
一
七
年
九
月
三
日 

公
開 

 

各
著
作
者
が
全
て
の
権
利
を
保
持
（
但
し
、
岩
崎
以
外
の
全
て
の
著
作
者
が
、

各
自
の
著
作
物
の
内
容
の
全
部
の
使
用
を
岩
崎
に
許
可
） 

 

全
て
の
著
作
者
の
著
作
者
人
格
権
を
侵
害
し
な
い
限
り
、C

C
 
B

Y
-N

C
-N

D
 

4
.0

 

  

岩
崎
式
日
本
語
寿
羅
穂
里
阿
文
明
（
岩
崎
式
文
明
論
）
寿
羅
穂
里
阿
神
道 

  

岩
崎
純
一
氏
が
考
案
し
た
岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
内
部
の
議
論
ノ
ー
ト
の

一
部
を
公
開
し
ま
す
。
使
用
者
か
ら
出
た
ご
質
問
に
、
管
理
部
門
の
岩
崎
純
一

氏
や
私
た
ち
（
お
も
に
巫
女
）
が
答
え
る
場
で
す
。
ど
の
よ
う
な
質
問
が
あ
っ

た
か
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
質
問
は
標
準
日
本
語
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
岩
崎
氏
原
作
の
架
空
文
明
「
寿
羅
穂
里
阿
文
明
」
の
柱
で
あ
る

自
然
宗
教
「
寿
羅
穂
里
阿
神
道
」
を
、
自
分
た
ち
社
家
の
実
際
の
祭
祀
・
儀
式

な
ど
を
も
と
に
創
作
し
て
い
ま
す
。 

 
＊ 
開
発
者
の
岩
崎
純
一
氏
の
サ
イ
ト 

＊ 

岩
崎
式
言
語
体
系
ペ
デ
ィ
ア
（
全
見
出
し
項
目
あ
り
） 
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＊ 

私
た
ち
の
巫
女
神
道
創
作
ノ
ー
ト 

  

こ
こ
は
、
哲
学
的
実
験
言
語
「
岩
崎
式
日
本
語
」
と
そ
の
言
語
を
話
す
人
々

が
暮
ら
す
仮
想
文
明
「
寿
羅
穂
里
阿
文
明
」
の
創
設
者
で
あ
る
岩
崎
純
一
氏
と
、

こ
れ
ま
で
の
お
も
な
使
用
者
で
あ
る
転
換
性
障
害
・
身
体
化
障
害
・
解
離
性
障

害
・P

T
S

D

な
ど
の
皆
さ
ま
、
そ
し
て
私
た
ち
管
理
部
門
（
岩
崎
氏
以
外
）
と

の
交
換
ノ
ー
ト
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
岡
山
県
（
岩
崎
氏
の
ご
出
身
地
）
の
社
家
（
女
系
女
子
の
巫
女

神
道
家
で
す
）
の
斎
の
巫
女
（
い
つ
き
の
み
こ
）
で
、「
寿
羅
穂
里
阿
文
明
」
の

柱
で
あ
る
「
寿
羅
穂
里
阿
神
道
」
を
創
作
・
研
究
し
て
い
ま
す
の
で
、
巫
女
神

道
や
岡
山
弁
の
立
場
か
ら
、
議
論
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。 

 

●
ど
の
よ
う
な
質
問
が
あ
っ
た
か
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
、
質
問
は
標
準

日
本
語
で
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

●
私
た
ち
（
巫
女
）
の
議
論
の
部
分
は
、
岩
崎
氏
の
許
可
さ
え
あ
れ
ば
、
自
由

に
公
開
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

●
岩
崎
氏
の
指
南
の
も
と
で
精
神
障
害
の
女
性
の
方
々
が
お
書
き
に
な
っ
た
被

害
記
録
や
症
状
記
録
の
部
分
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
わ
か
る
部
分
を
除
き
、
議

論
上
で
意
義
の
あ
る
部
分
は
残
し
ま
し
た
。 

  

今
で
は
、
仏
教
哲
学
用
語
・
言
語
哲
学
用
語
な
ど
を
多
用
す
る
難
解
な
岩
崎

氏
の
言
語
世
界
や
文
明
史
観
に
、
使
用
者
の
女
性
た
ち
の
内
面
が
つ
い
て
い
け

て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
は
巫
女
神
道
（
寿
羅
穂
里
阿
神
道
）

の
立
場
か
ら
、
両
者
に
少
し
厳
し
め
の
提
案
も
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
の
議
論
ノ
ー
ト 

岩
崎
式
日
本
語
に
関
す
る
内
部
の
議
論 

  

使
用
者
の
巫
女
、
岩
崎
純
一 

 

二
〇
一
四
年
十
月
十
二
日 

起
筆
、
女
性
施
設
の
閲
覧
室
に
て
提
供 

 

二
〇
一
七
年
九
月
三
日 

最
終
更
新
、
公
開 

 

各
著
作
者
が
全
て
の
権
利
を
保
持
（
但
し
、
岩
崎
以
外
の
全
て
の
著
作
者
が
、

各
自
の
著
作
物
の
内
容
の
全
部
の
使
用
を
岩
崎
に
許
可
） 

 

全
て
の
著
作
者
の
著
作
者
人
格
権
を
侵
害
し
な
い
限
り
、C

C
 
B

Y
-N

C
-N

D
 

4
.0

 

  

【
Ｑ
＆
Ａ
】「
座
っ
と
る
」
と
「
座
り
ょ
ー
る
」 

 

【
質
問
】 

 

私
も
、
岩
崎
純
一
様
（
岡
山
県
ご
出
身
）
と
同
じ
中
国
地
方
（
広
島
県
）
出

身
で
す
。
岡
山
県
出
身
の
言
語
発
明
者
と
い
う
こ
と
で
、
聞
い
て
み
た
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
私
の
地
元
で
は
、「
本
で
も
読
ん
ど
り
ん
し
ゃ
い
」、「
本
で
も
読

み
ょ
ー
り
ん
し
ゃ
い
」
と
言
い
ま
す
。
一
方
で
、「
そ
こ
に
座
っ
と
り
ん
し
ゃ
い
」

と
は
言
い
ま
す
が
、「
座
り
ょ
ー
り
ん
し
ゃ
い
」
と
は
言
い
ま
せ
ん
。
方
言
感
覚

で
は
明
ら
か
に
わ
か
る
こ
と
だ
し
、
私
自
身
、
広
島
弁
で
も
岩
崎
式
日
本
語
で
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も
完
璧
に
使
い
分
け
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
れ
が
な
ぜ
な
の
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
発
明
者
や
管
理
者
の
お
立
場
か
ら
、
言
語
学
と
岩
崎
式
日
本
語
の
理

論
で
説
明
し
て
い
た
だ
け
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

【
回
答
】 

 

ヰ
イ
ツ
キ
ミ
コ
ノ
キ
、
タ
シ
カ
ニ
、
ヰ
タ
チ
ガ
岡
山
弁
ヤ
広
島
弁
ニ
基
ヅ
ク

キ
岩
崎
式
日
本
語
デ
ム
ハ
、
今
ハ
東
京
ニ
イ
ラ
ッ
シ
ャ
ウ
ラ
岩
崎
様
ニ
ヨ
ル
東

京
デ
ネ
岩
崎
式
日
本
語
ト
ム
ハ
違
イ
ル
テ
、
注
意
ロ
ガ
必
要
ロ
デ
シ
ョ
ウ
。
タ

ダ
シ
、
次
テ
ヌ
使
イ
ル
分
ケ
ク
テ
ィ
ル
ト
言
エ
リ
バ
、
ゴ
質
問
ヌ
答
エ
ゴ
存
知

モ
同
ジ
ト
思
イ
ル
フ
ィ
リ
ス
。 

  

標
準
岡
山
弁
（
県
北
中
心
ニ
全
域
）・
広
島
県
（
東
部
）
： 

 

【
平
安
～
江
戸
】「
座
り
て
居
り
（
を
り
）」 

↓
【
明
治
】「
座
っ
て
居
る
（
を
る
・
ゐ
る
）
」 

↓
【
現
在
】「
座
っ
と
る
」 

※ 

意
味
「
座
っ
た
状
態
に
あ
る
・
座
っ
て
静
止

し
て
い
る
」 

 

【
平
安
～
江
戸
】「
座
り
居
り
（
を
り
）
」 

↓
【
明
治
】「
座
り
居
る
（
を
る
・
ゐ
る
）」 

↓
【
現
在
】「
座
り
ょ
ー
る
」 

※ 

意
味
「
座
り
つ
つ
あ
る
・
座
ろ
う
と
し
て

動
い
て
い
る
」 

  

東
京
標
準
語
： 

 

【
平
安
～
江
戸
】「
座
り
て
居
り
（
を
り
）」 

↓
【
明
治
】「
座
っ
て
居
る
（
を
る
・
ゐ
る
）」 

↓
【
現
在
】「
座
っ
て
（
い
）
る
」 

※ 

意
味
「
座
っ
た
状
態
に
あ
る
・
座
っ

て
静
止
し
て
い
る
」 

 

【
平
安
～
江
戸
】「
座
り
居
り
（
を
り
）」 

↓
【
明
治
】「
座
り
居
る
（
を
る
・
ゐ
る
）」 

↓
【
現
在
】
奥
多
摩
を
除
い
て
戦
後
直
後
に
消
滅 

※ 

そ
の
ま
ま
「
座
り
つ

つ
あ
る
・
座
ろ
う
と
し
て
い
る
」
と
記
述
す
る
し
か
な
い
。 

   

岡
山
弁
・
広
島
弁
ヌ
岩
崎
式
日
本
語
デ
例
エ
バ
、
被
害
女
性
カ
フ
ラ
ッ
シ
ュ

バ
ッ
ク
ケ
デ
自
分
ナ
「
泣
き
ょ
ー
る
」・
「
叫
び
ょ
ー
る
」
声
ヲ
バ
表
現
ス
ル
ラ

場
合
、
東
京
女
性
デ
ヌ
岩
崎
式
日
本
語
ム
ツ
「
泣
い
て
い
る
」・「
叫
ん
で
い
る
」

ニ
相
当
ス
ル
ン
ニ
ナ
リ
フ
ィ
リ
ス
タ
メ
、
注
意
ロ
ガ
必
要
ロ
デ
思
イ
ル
フ
ィ
リ

ス
。 

 
【
Ｑ
＆
Ａ
】「
本
を
読
む
の
（
ん
）
が
好
き
」
と
「
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
」 
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【
質
問
】 

「
本
を
読
む
の
（
読
む
ん
）
が
好
き
」
と
「
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
」
は
、
標

準
日
本
語
で
は
同
じ
意
味
で
す
が
、
岩
崎
式
日
本
語
で
は
ど
う
区
別
し
ま
す

か
？ 
我
燈
の
遡
及
と
進
化
の
調
整
の
み
で
よ
い
で
し
ょ
う
か
？ 

 

【
回
答
】 

 

ヰ
イ
ツ
キ
ミ
コ
ギ
、
我
燈
ノ
ミ
ヌ
調
整
デ
モ
ヨ
キ
ル
テ
ィ
リ
ッ
シ
、
モ
ッ
パ

ラ
「
コ
ト
文
」
用
イ
ン
リ
ヌ
デ
モ
ヨ
キ
ル
テ
ィ
リ
ス
。
タ
ダ
シ
、「
コ
ト
文
」
ハ

「
コ
ト
抜
き
文
」
ヨ
リ
モ
我
燈
ガ
進
化
シ
サ
タ
真
格
ト
ル
ン
傾
向
テ
ィ
リ
フ
ィ

リ
ス
カ
ラ
、
多
ク
ン
ヌ
場
合
ニ
テ
両
方
ト
モ
連
動
シ
ス
テ
変
化
ス
ル
ル
ハ
ズ
テ

ィ
リ
ス
。 

 

「
本
、
読
む
、
好
き
」
↓
「
ヰ
ム
ツ
、
本
、
読
ム
ル
、
好
イ
ク
」 

「
本
読
み
が
好
き
」
↓
「
ヰ
ー
ツ
、
本
読
ミ
ュ
ー
好
イ
ク
」 

「
本
を
読
む
の
（
ん
）
が
好
き
」
↓
「
ヰ
ム
ヌ
、
本
読
ム
ル
ガ
好
イ
ク
」 

「
本
を
読
む
こ
と
が
好
き
」
↓
「
ヰ
ヌ
、
本
読
ム
ル
コ
ト
ガ
好
イ
ク
」 

「
本
を
読
む
こ
と
を
好
む
」
↓
「
ヰ
ム
ク
、
本
ヲ
読
ム
ル
コ
ト
好
ウ
ム
」 

「
読
書
を
好
む
」
↓
「
ヰ
グ
、
読
書
ル
ヲ
好
ウ
ム
」 

「
読
書
を
愛
好
す
る
」
↓
「
ワ
タ
シ
ハ
、
読
書
ル
ヲ
愛
好
ス
ウ
ル
」 

 

【
Ｑ
＆
Ａ
】「
あ
な
た
が
好
き
」
と
「
あ
な
た
の
こ
と
が
好
き
」 

 

【
質
問
】 

 

日
本
語
で
は
、「
あ
な
た
が
好
き
」
を
「
あ
な
た
の
こ
と
が
好
き
」
と
遠
回
し

に
言
い
ま
す
。
英
語
で
は
こ
の
よ
う
な
表
現
は
な
く
、
直
接
的
に
「
私
は
あ
な

た
を
好
む
」
と
な
り
ま
す
。
韓
国
語
で
は
、
日
本
語
（
日
本
人
）
ほ
ど
相
手
を

遠
回
し
に
思
い
ま
せ
ん
が
、
時
々
は
使
う
よ
う
で
す
。「
あ
な
た
が
好
き
」
と
「
あ

な
た
の
こ
と
が
好
き
」
は
、
岩
崎
式
日
本
語
で
は
ど
う
使
い
分
け
ま
す
か
？ 

 

【
回
答
】 

 

ヰ
イ
ツ
キ
ミ
コ
ギ
、
岩
崎
式
日
本
語
ニ
テ
ハ
、
遠
回
シ
ツ
程
度
ー
ク
連
続
体

成
ス
ヌ
テ
ィ
リ
ス
。
コ
ゾ
「
あ
な
た
の
こ
と
が
好
き
」
ヌ
「
こ
と
」
ハ
、「
コ
ト

抜
き
文
」
ヌ
「
コ
ト
」
ト
ハ
ツ
ハ
異
ナ
ル
ン
ト
思
ワ
レ
ル
フ
ィ
リ
ス
。
現
代
東

京
標
準
日
本
語
ノ
「
遠
慮
が
ち
」
ヤ
「
奥
ゆ
か
し
さ
」
ニ
当
タ
ル
ル
心
境
ウ
ム

ハ
、「
識
我
」
カ
ラ
「
活
我
」
ア
タ
リ
マ
デ
ヌ
心
描
言
ニ
テ
表
レ
ウ
ル
ガ
ヨ
キ
ル

思
イ
フ
ィ
リ
ス
。 

 

「
私
、
あ
な
た
、
好
き
」
↓
「
ヰ
ー
フ
、
ナ
ト
ラ
、
好
イ
ク
」 

「
私
、
あ
な
た
の
こ
と
が
好
き
」
↓
「
ヰ
テ
ヌ
、
ナ
ト
ラ
、
好
イ
ク
」 

「
私
、
あ
な
た
が
好
き
」
↓
「
ヰ
ノ
ク
、
ナ
ト
ラ
、
好
イ
キ
」 

「
私
、
あ
な
た
を
好
む
」
↓
「
ヰ
グ
、
ナ
ト
ラ
ヲ
好
ウ
ム
」 

「
私
は
あ
な
た
を
愛
好
す
る
」
↓
「
ワ
タ
シ
ハ
ナ
ト
ラ
ヲ
愛
好
ス
ウ
ル
」 

 
【
Ｑ
＆
Ａ
】「
あ
な
た
が
好
き
」
と
「
あ
な
た
を
好
き
」 

 

【
質
問
】 
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日
本
語
で
は
、「
私
は
あ
な
た
が
好
き
」
や
「
Ａ
さ
ん
は
勉
強
が
で
き
る
」
と

い
う
と
き
、
な
ぜ
目
的
語
（
「
あ
な
た
」
や
「
勉
強
」
）
の
ほ
う
に
主
語
の
「
が
」

が
付
く
の
で
す
か
？ 

し
か
も
、「
私
は
あ
な
た
を
好
き
」
は
ま
だ
自
然
な
感
じ

で
す
が
、「A
さ
ん
は
勉
強
を
で
き
る
」
は
不
自
然
に
感
じ
ま
す
。
た
だ
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
は
、
「
私
は
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
む
」
は
自
然
な
の
に
、「
私
は
コ
ー
ヒ

ー
が
飲
む
」
は
お
か
し
い
、
と
い
う
よ
う
に
、
用
言
（
動
詞
・
形
容
詞
・
形
容

動
詞
）
は
前
に
「
が
」
を
取
れ
ま
せ
ん
。
岩
崎
式
日
本
語
で
は
ど
う
解
釈
・
表

現
し
ま
す
か
？ 

 

【
回
答
】 

 

ヰ
イ
ツ
キ
ミ
コ
ギ
、
岩
崎
式
日
本
語
ニ
テ
ハ
、「
あ
な
た
」
ト
「
勉
強
」
ハ
目

的
語
テ
ィ
ラ
ズ
、「
が
」
ハ
主
語
テ
ィ
ラ
ヌ
ン
ト
ナ
ト
ラ
ガ
理
解
ス
ン
ラ
必
要
テ

ィ
ル
ノ
フ
ィ
リ
ス
。 

 

好
キ
ウ
嫌
イ
ウ
（
好
悪
）
ヤ
デ
キ
ル
ン
デ
キ
ナ
ユ
ン
（
可
能
・
不
可
能
）
ハ
、

人
類
（
原
始
縄
文
人
・
弥
生
人
）
マ
フ
ニ
ト
ッ
テ
モ
原
始
的
感
情
テ
ィ
リ
ウ
タ

ガ
タ
メ
ニ
、
現
在
ヌ
事
実
上
ヌ
主
格
テ
ィ
ル
「
が
」
客
体
ニ
付
キ
ク
ヤ
ス
キ
ウ

ノ
テ
ィ
リ
ス
。
マ
タ
、「
好
悪
」
ヤ
「
可
能
・
不
可
能
」
ハ
主
体
ヌ
状
態
テ
ィ
リ

ス
ノ
デ
、
主
体
「
私
」
ト
「A

さ
ん
」
ハ
主
格
主
語
「
あ
な
た
」
ト
「
勉
強
」

ト
ノ
関
係
ニ
オ
イ
テ
静
的
「
場
」
ニ
ス
ギ
ウ
ナ
イ
ノ
テ
ィ
リ
ス
。 

 

「
私
は
あ
な
た
が
好
き
」
↓
「
あ
な
た
が
、
私
の
自
我
に
お
い
て
好
か
れ
て
い

る
」 

↓
「
ヰ
ノ
ク
、
ナ
ト
ラ
、
好
イ
ク
」 

「A

さ
ん
は
勉
強
が
で
き
る
」
↓
「
勉
強
が
、A

さ
ん
の
頭
脳
に
お
い
て
高
度

に
可
能
で
あ
る
、
と
私
の
自
我
は
観
察
し
て
い
る
」 

↓
「
ヰ
ノ
ク
、A

さ
ん
ガ
勉
強
ヲ
デ
キ
ル
ル
」 

  

イ
ェ
ゾ
証
拠
に
、
次
ヌ
文
章
は
、
岩
崎
式
日
本
語
ニ
テ
ハ
完
全
ニ
ヌ
意
味
グ

異
ナ
ル
ン
文
章
テ
ィ
リ
ス
。 

 

「
私
は
あ
な
た
が
好
き
」
↓
「
ヰ
ノ
ク
、
ナ
ト
ラ
、
好
イ
ク
」 

「
私
は
あ
な
た
を
好
き
」
↓
「
ヰ
グ
、
ナ
ト
ラ
ヲ
好
イ
ク
」 

  

別
ヌ
証
拠
ト
シ
ス
テ
、
次
ヌ
一
見
意
味
ヌ
不
明
ツ
文
章
モ
、
岩
崎
式
日
本
語

ニ
テ
ハ
完
全
ニ
ヌ
正
シ
キ
ウ
文
章
テ
ィ
リ
ス
。 

 

「
私
に
ご
飯
が
お
い
し
い
」
↓
「
ヰ
ノ
ク
、
ご
飯
、
オ
イ
シ
ル
」 

「
私
で
心
が
苦
し
い
」
↓
「
ヰ
タ
、
心
、
苦
シ
ラ
」 

「
私
で
逆
上
が
り
が
で
き
な
い
」
↓
「
ヰ
テ
ナ
、
逆
上
が
り
、
デ
キ
ナ
ラ
」 

「
私
は
空
が
青
い
」
↓
「
ヰ
ノ
ク
、
空
、
青
ル
」 

「
私
は
地
球
が
丸
い
」
↓
「
ヰ
ノ
ク
、
地
球
、
丸
ル
」 

 

【
Ｑ
＆
Ａ
】
主
題
格
「
は
」
の
連
続
文 

 
【
質
問
】 

 

以
前
、
岩
崎
さ
ん
が
私
た
ち
に
「
日
本
語
の
主
格
主
語
の
曖
昧
性
や
不
在
性
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（
日
本
語
の
主
題
優
勢
言
語
の
性
質
）
」
を
説
明
し
て
下
さ
る
と
き
に
、
次
の
よ

う
な
例
文
（
主
題
格
「
は
」
の
連
続
文
）
を
出
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

 

「
私
は
今
日
は
あ
な
た
と
は
遠
く
へ
は
電
車
で
は
お
出
か
け
は
し
た
く
は
な
い

こ
と
は
な
い
と
は
思
わ
な
い
。」 

  

こ
れ
に
つ
い
て
、
ど
こ
に
も
主
語
の
「
が
」
が
な
く
、「
私
」
以
外
に
も
た
く

さ
ん
の
「
は
」
が
平
等
に
付
い
て
い
る
の
に
、
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
や
国
語
学

者
は
「
“
私
は
”
が
主
語
（
＝
主
格
＝
主
体
・
動
作
主
）」
と
考
え
ま
す
。
一
方

で
、
岩
崎
さ
ん
は
「
こ
の
文
に
主
格
主
語
は
存
在
し
な
い
」、
「
人
称
が
“
文
”

と
い
う
場
に
遍
在
し
て
い
る
」
と
説
明
な
さ
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
文

の
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
節
の
真
格
の
進
化
・
遡
及
の
度
合
い
は
、
あ
る
範
囲

に
収
め
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
か
？ 

そ
れ
と
も
、
バ
ラ
バ
ラ
で
よ
い
で
し

ょ
う
か
？ 

 

【
回
答
】 

 

ヰ
イ
ツ
キ
ミ
コ
ギ
、
基
本
的
ニ
ハ
、
進
化
・
遡
及
ヌ
度
合
イ
ニ
決
マ
リ
ラ
ハ

ナ
ク
、
自
由
テ
ィ
リ
ス
。
岩
崎
純
一
氏
ヌ
真
我
ニ
ツ
キ
ク
テ
ヌ
遍
在
性
ヌ
理
論

ム
ツ
、
九
個
ヌ
「
は
」
ツ
前
ヌ
ド
ゥ
ゾ
要
素
モ
主
体
＝
動
作
主
テ
ィ
リ
ン
得
ル

テ
ィ
リ
ス
。
真
格
ヌ
調
整
ム
ツ
、「
私
」
以
外
、
主
語
テ
ィ
ル
モ
可
能
テ
ィ
リ
ス
。 

 

「
私
は
今
日
は
あ
な
た
と
は
遠
く
へ
は
電
車
で
は
お
出
か
け
は
し
た
く
は
な
い

こ
と
は
な
い
と
は
思
わ
な
い
。」 

 

「
ヰ
ハ
チ
ヰ
ー
ナ
、
今
日
リ
チ
ナ
ト
ラ
ム
タ
ト
遠
ク
カ
電
車
デ
ハ
オ
出
カ
ケ
キ

シ
タ
ク
カ
ナ
キ
カ
ハ
ナ
キ
ク
ト
思
ワ
ナ
レ
」 

※ 

意
味
の
概
略 

「
今
日
と
い
う
日
は
、
私
が
あ
な
た
と
遠
く
へ
電
車
で
お

出
か
け
し
た
く
な
い
こ
と
は
な
い
と
思
わ
な
い
日
だ
」 

 

「
ヰ
ハ
チ
ヰ
ー
ナ
、
今
日
リ
ナ
ト
ラ
ム
タ
ト
遠
ク
カ
ヒ
電
車
ム
ト
オ
出
カ
ケ
キ

ナ
シ
タ
ク
カ
ナ
キ
カ
ハ
ナ
キ
ク
ト
ー
ネ
思
ワ
ナ
レ
」 

※ 

意
味
の
概
略 

「
あ
な
た
と
の
遠
く
へ
の
電
車
で
の
お
出
か
け
の
し
た
く

な
さ
が
な
い
こ
と
は
、
今
日
の
私
が
思
っ
て
も
い
な
い
こ
と
だ
」 

  

岩
崎
式
日
本
語
文
法
の
解
説
（
使
用
頻
度
の
高
い
精
神
疾
患
者
向
け
の
簡
単
な
ス

テ
ッ
プ
型
解
説
） 

  

使
用
者
女
性
三
名 

 

二
〇
〇
七
年
十
月
三
日 

起
筆 

 

二
〇
〇
八
年
三
月
六
日 

公
開 

 

二
〇
一
七
年
三
月
十
三
日 

最
終
更
新 

   
 
 
 

お
読
み
い
た
だ
く
前
の
注
意
事
項 

 
 
 
 
S

T
E

P
1
 

一
般
の
日
本
語
の
「
わ
た
し
」
と
の
距
離
感
の
表
現 
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S

T
E

P
2
 

満
足
感
、
願
望
、
実
現
度
の
表
現 

 
 
 
 
S

T
E

P
3
 

苦
し
み
・
悲
し
み
の
表
現 

 
 
 
 
S

T
E

P
4
 

他
者
の
表
現 

 
 
 
 
S

T
E

P
5
 

動
詞
・
形
容
詞
な
ど
の
表
現 

 
 
 
 
S

T
E

P
6
 

名
詞
の
表
現 

 
 
 
 
S

T
E

P
7
 

不
安
な
「
わ
た
し
」 

：
社
交
不
安
障
害 

 
 
 
 
S

T
E

P
8
 

遠
い
「
わ
た
し
」 

：
離
人
症
性
障
害 

 
 
 
 
S

T
E

P
9
 

重
な
り
合
う
「
わ
た
し
」 

：
解
離
性
同
一
性
障
害 

 
 
 
 
S

T
E

P
1
0
 

知
ら
な
い
「
わ
た
し
」 

：
解
離
性
健
忘
・
遁
走 

 
 
 
 
S

T
E

P
1
1
 

崩
れ
る
「
わ
た
し
」 
：
統
合
失
調
症 

 
 
 
 
S

T
E

P
1
2
 

巫
女
と
し
て
の
「
わ
た
し
」 

：
解
離
の
強
調 

 
 
 
 
S

T
E

P
1
3
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手 

：
発
達
障
害 

 

お
読
み
い
た
だ
く
前
の
注
意
事
項 

 

■
日
記
な
ど
に
お
け
る
岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
経
験
が
あ
る
方
々
と
考
案
者
の

私
が
、
協
力
し
て
で
き
る
だ
け
簡
単
に
こ
の
言
語
を
解
説
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。

S
T

E
P

1

か
ら
順
に
ご
覧
下
さ
い
。 

  

意
図
は
、
考
案
者
の
私
一
人
だ
け
に
よ
る
こ
の
言
語
の
解
説
は
、
言
語
学
的
・

精
神
病
理
学
的
・
哲
学
的
な
予
備
知
識
が
必
要
な
の
で
、
そ
れ
を
使
用
者
の
立

場
か
ら
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と
で
す
。 

 

 

書
い
て
い
る
人
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。 

● 

よ
っ
す
う
・
遥
子
・Y

u
k

a
 

：
メ
イ
ン
の
文
章
の
執
筆 

● 

考
案
者
の
私
岩
崎 

：
全
体
の
修
正
と
一
部
の
文
章
の
執
筆 

  

た
だ
し
、
元
々
こ
の
言
語
は
、
Ｄ
Ｖ
・
虐
待
被
害
者
を
中
心
と
す
る
符
牒
型
・

秘
密
使
用
型
の
言
語
で
あ
り
、
加
害
者
に
届
く
情
報
（
被
害
者
の
居
場
所
や
現

在
の
症
状
な
ど
の
情
報
）
を
撹
乱
さ
せ
る
言
語
、
い
わ
ば
加
害
者
に
と
っ
て
「
わ

け
の
分
か
ら
な
い
」
言
語
で
あ
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
解
説
は
公
開
で
き
る
限

界
の
範
囲
内
に
と
ど
め
て
い
ま
す
。 

 

◆ 

岩
崎
式
日
本
語
は
、
一
個
人
に
よ
っ
て
考
え
出
さ
れ
た
特
殊
な
日
本
語
で

す
。 

◆ 

岩
崎
式
日
本
語
は
、
薬
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
学
的
に
体
に
効
く
た
ぐ
い

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

◆ 

岩
崎
式
日
本
語
は
、
医
学
的
な
診
断
を
行
う
テ
ス
ト
や
調
査
な
ど
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
す
で
に
診
断
を
受
け
た
方
々
が
日
記
な
ど
を
書
く
の
に
使
用
し
、

安
心
感
な
り
充
実
感
を
得
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

◆ 

考
案
者
の
私
が
何
か
を
診
断
す
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

S
T

E
P

1
 

一
般
の
日
本
語
の
「
わ
た
し
」
と
の
距
離
感
の
表
現 

「
自
分
」
の
基
本
は
「
ゐ
う
」・「
わ
」 

  

こ
こ
か
ら
、
岩
崎
式
日
本
語
を
ス
テ
ッ
プ
順
に
説
明
し
て
い
き
ま
す
。 
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さ
っ
そ
くS

T
E

P
1

か
ら
見
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 
ま
ず
、
普
通
の
日
本
語
の
文
と
岩
崎
式
日
本
語
の
例
文
を
く
ら
べ
て
み
ま
し

ょ
う
。 

 

■
普(1

-1
)

：
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。
） 

 

■
岩(1

-2
)

：
ゐ
う
の
は
（
わ
の
う
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。） 

 

■
岩(1

-3
)

：
ゐ
う
は
て
は
（
わ
し
き
ぐ
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
も
う
ほ
と
ん
ど
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、

星
空
の
ほ
う
が
私
を
眺
め
て
い
る
気
さ
え
し
ま
す
。） 

  

い
か
が
で
す
か
？ 

 

普
通
の
日
本
語
と
の
違
い
は
、「
わ
た
し
」
の
部
分
の
変
化
で
生
じ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
と
思
い
ま
す
。 

 

「
岩(1

-2
)

」
は
少
し
重
め
の
離
人
症
の
女
性
、「
岩(1

-3
)

」
は
と
て
も
重
い
離
人

症
の
女
性
が
書
い
た
文
で
す
。
離
人
症
と
い
う
の
は
、
よ
く
「
自
分
が
自
分
で

な
い
気
が
す
る
」
と
い
う
言
わ
れ
方
を
す
る
症
状
で
、
精
神
病
理
学
者
に
よ
っ

て
は
解
離
性
障
害
の
一
つ
だ
っ
た
り
、
解
離
性
障
害
と
は
別
だ
っ
た
り
し
ま
す
。 

  

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
離
人
」
の
度
合
い
に
よ
っ
て
、
使
い
分
け
た
の
で
す
。

つ
ま
り
、「
普(1

-1
)

」
が
一
番
自
我
が
は
っ
き
り
し
て
い
て
、
次
に
「
岩(1

-2
)

」、

「
岩(1

-3
)

」
の
順
に
自
我
が
薄
れ
て
い
く
の
が
お
わ
か
り
と
思
い
ま
す
。 

  

普
通
の
日
本
語
で
は
一
人
称
は
「
わ
た
し
（
わ
た
く
し
・
僕
・
俺
）」
な
ど
で

す
が
、
岩
崎
式
日
本
語
で
は
、（「
わ
た
し
」
も
使
い
ま
す
が
、）
基
本
は
「
ゐ
う
」

や
「
わ
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

「
ゐ
う
」
は
昔
の
言
い
方
で
、
こ
れ
は
「
第
三
期
岩
崎
式
日
本
語
」
と
言
っ
た

の
で
す
が
、
今
も
使
っ
て
い
い
で
す
し
、
今
は
「
ゐ
う
～
」
の
ほ
う
は
女
性
ど

う
し
の
話
し
言
葉
・
メ
ー
ル
言
葉
、「
わ
～
」
の
ほ
う
は
形
式
的
な
書
き
言
葉
で

よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
が
「
第
四
期
」
で
、
現
在
は
こ
れ
で
す
。
た
だ
し
、「
ゐ

う
」
は
「iu

」
で
は
な
く
、
き
ち
ん
と
「w

iu

」
と
ワ
行
で
発
音
し
ま
す
。
普
通

の
日
本
語
と
の
区
別
化
を
あ
え
て
図
る
た
め
で
す
。 

  

漢
字
で
書
く
と
き
は
、
だ
い
た
い
は
「
わ
～
」
の
ほ
う
で
読
み
ま
す
。「
ゐ
う

～
」
の
ほ
う
は
、
い
わ
ば
訓
読
み
に
当
た
り
ま
す
。 

  

と
こ
ろ
で
今
、
一
人
称
と
書
き
ま
し
た
が
、
解
離
性
障
害
や
統
合
失
調
症
で

は
「
自
分
」
が
自
分
か
他
人
か
が
わ
か
ら
な
か
っ
た
り
、「
自
分
」
が
複
数
い
た

り
（
感
じ
ら
れ
た
り
）、
「
自
分
」
が
一
定
期
間
消
え
た
り
（
消
え
た
よ
う
に
感

じ
た
り
）
す
る
症
状
が
出
ま
す
。 
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そ
の
た
め
、「
ゐ
う
」・「
わ
」
は
一
人
称
で
は
な
く
、「
我
燈
（
が
と
う
）
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
「
我
を
と
も
す
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
す
。 

  

つ
ま
り
、「
犬
」
と
い
う
名
詞
が
犬
と
い
う
動
物
に
「
付
い
て
い
る
」
と
し
た

ら
、「
ゐ
う
」・「
わ
」
は
、
人
の
心
や
自
我
の
状
態
に
「
付
い
て
い
る
」
の
で
す
。 

  

だ
か
ら
、「
ゐ
う
」・「
わ
」
は
、
解
離
性
障
害
の
人
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
自

我
が
乗
っ
た
肉
体
を
表
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
す
。
星
空
を
見
て
い
る

「
感
じ
が
す
る
場
所
」
、「
自
分
と
い
う
火
が
と
も
っ
て
い
る
所
」
が
「
ゐ
う
」・

「
わ
」
で
、
そ
の
「
ゐ
う
」
・
「
わ
」
が
一
つ
の
肉
体
に
宿
っ
て
い
る
人
が
、
い

わ
ゆ
る
「
健
常
者
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

「
ゐ
う
」
・
「
わ
」
に
つ
く
も
の 

 

「
ゐ
う
」
・
「
わ
」
に
は
い
ろ
ん
な
言
葉
が
付
き
ま
す
。
で
も
、
付
き
方
に
規
則

や
理
由
が
あ
り
ま
す
。 

 

（
本
当
は
、
以
下
の
「
主
」
と
か
「
活
」
と
い
う
の
に
は
、
言
語
学
上
の
意
味

が
あ
る
の
で
す
が
、
ひ
と
ま
ず
丸
暗
記
で
い
い
で
す
。
） 

  

ま
ず
、 

わ
た
し 

 

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
健
常
者
の
人
た
ち
が
普
段
学
校
に
行
っ
た
り
職
場
に
行

っ
た
り
、
家
族
や
友
達
と
お
し
ゃ
べ
り
し
て
い
る
と
き
の
「
わ
た
し
」
で
す
。 

  

で
も
、
以
下
の
よ
う
な
症
状
の
あ
る
人
は
、
そ
の
左
に
あ
る
「
ゐ
う
」・「
わ
」

の
変
化
形
を
、
普
通
の
日
本
語
の
文
の
「
わ
た
し
」
の
位
置
に
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
経
験
か
ら
の
例
を
挙
げ
て
お
き
ま

す
。 

  

実
は
、
下
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
普
通
の
日
本
語
の
「
わ
た
し
」
か
ら
の
心

理
的
距
離
が
遠
い
の
で
す
。
上
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
、
心
理
的
距
離
が
近
く
、「
心

の
病
気
」、
つ
ま
り
精
神
障
害
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
程
度
が
軽
い
人
が
多
い

の
で
す
。 

 

「
距
離
感
っ
て
何
？
？
」
と
思
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
り
あ
え
ず
、
健
康

な
人
の
言
う
「
わ
た
し
」
か
ら
の
心
理
的
距
離
感
と
思
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。 

 

わ
た
し
（
が
）（
私
・
我
主
）・
・
・
普
通
の
日
本
語
の
一
人
称
（
本
当
は
岩
崎

式
で
は5

段
階
あ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
は
あ
ま
り
使
い
分
け
ま
せ
ん
。） 

ゐ
う
が
（
わ
か
つ
し
ゅ
・
我
活
主
）・
・
・
社
交
不
安
障
害
・S

A
D

・
対
人
恐
怖

症
・
気
分
障
害
・
あ
が
り
症 

ゐ
う
か
（
わ
か
つ
・
我
活
）・
・
・
少
し
重
め
の
社
交
不
安
障
害
・S

A
D

・
対
人

恐
怖
症
・
気
分
障
害
・
あ
が
り
症
、
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群 

ゐ
う
ー
か
（
わ
い
か
つ
・
我
意
活
）・
・
・
そ
れ
な
り
に
重
め
の
社
交
不
安
障
害
・
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S
A

D

・
対
人
恐
怖
症
・
気
分
障
害
・
あ
が
り
症
、
離
人
症
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、

少
し
重
め
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群 

ゐ
う
む
か
（
わ
い
・
我
意
）・
・
・
け
っ
こ
う
重
め
の
社
交
不
安
障
害
・S

A
D

・

対
人
恐
怖
症
・
気
分
障
害
・
あ
が
り
症
、
離
人
症
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
少
し
重

め
の
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群 

ゐ
う
の
か
（
わ
の
う
い
・
我
能
意
）・
・
・
重
め
の
社
交
不
安
障
害
・S

A
D

・
対

人
恐
怖
症
・
気
分
障
害
・
あ
が
り
症
、
少
し
重
め
の
離
人
症
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、

P
T

S
D

、
各
種
の
発
達
障
害 

ゐ
う
の
（
わ
の
う
・
我
能
）・
・
・
重
度
の
社
交
不
安
障
害
・S
A

D

・
対
人
恐
怖

症
・
気
分
障
害
・
あ
が
り
症
、
重
め
の
離
人
症
、
軽
め
の
解
離
性
障
害
、
パ
ニ

ッ
ク
障
害
、P

T
S

D

、
各
種
の
発
達
障
害 

ゐ
う
ー
の
（
わ
き
の
う
・
我
希
能
）・
・
・
各
種
の
重
い
気
分
障
害
、
重
め
の
離

人
症
・
解
離
性
障
害
、
各
種
の
発
達
障
害 

ゐ
う
む
の
（
わ
き
・
我
希
）・
・
・
重
め
の
離
人
症
、
各
種
の
解
離
性
障
害
、
統

合
失
調
症
、
各
種
の
発
達
障
害 

ゐ
う
て
の
（
わ
き
ゅ
う
き
・
我
及
希
）・
・
・
重
度
の
離
人
症
、
解
離
性
同
一
性

障
害
、
解
離
性
健
忘
、
解
離
性
遁
走
、
統
合
失
調
症
、
各
種
の
重
め
の
発
達
障

害 ゐ
う
て
（
わ
き
ゅ
う
・
我
及
）
・
・
・
重
度
の
離
人
症
、
解
離
性
同
一
性
障
害
、

解
離
性
健
忘
、
解
離
性
遁
走
、
統
合
失
調
症
、
各
種
の
重
め
の
発
達
障
害 

ゐ
う
ー
て
（
わ
ぐ
き
ゅ
う
・
我
具
及
）・
・
・
重
度
の
離
人
症
、
解
離
性
同
一
性

障
害
、
解
離
性
健
忘
、
解
離
性
遁
走
、
統
合
失
調
症
、
各
種
の
重
め
の
発
達
障

害 

ゐ
う
む
て
（
わ
ぐ
・
我
具
）・
・
・
重
度
の
離
人
症
、
解
離
性
同
一
性
障
害
、
解

離
性
健
忘
、
解
離
性
遁
走
、
統
合
失
調
症
、
各
種
の
重
度
の
発
達
障
害 

ゐ
う
は
て
（
わ
し
き
ぐ
・
我
識
具
）・
・
・
最
重
度
の
離
人
症
、
解
離
性
同
一
性

障
害
、
解
離
性
健
忘
、
解
離
性
遁
走
、
統
合
失
調
症
、
各
種
の
重
度
の
発
達
障

害 ゐ
う
は
（
わ
し
き
・
我
識
）・
・
・
最
重
度
の
解
離
性
同
一
性
障
害
、
解
離
性
健

忘
、
解
離
性
遁
走
、
統
合
失
調
症
、
せ
ん
妄
、
パ
ラ
ノ
イ
ア
、
各
種
の
重
度
の

発
達
障
害 

ゐ
う
ー
は
（
わ
く
う
し
き
・
我
空
識
）・
・
・
最
重
度
の
解
離
性
同
一
性
障
害
、

解
離
性
健
忘
、
解
離
性
遁
走
、
統
合
失
調
症
、
せ
ん
妄
、
パ
ラ
ノ
イ
ア
、
重
度

の
自
閉
症 

ゐ
う
む
は
（
わ
し
ょ
・
我
初
）・
・
・
解
離
性
昏
迷
、
せ
ん
妄
、
パ
ラ
ノ
イ
ア
、

最
重
度
の
自
閉
症
（
昏
迷
状
態
や
言
語
障
害
の
状
態
な
の
で
、
実
際
は
「
自
分
」

に
は
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ
ん
。） 

ゐ
う
ま
は
（
わ
ぎ
・
我
擬
）・
・
・
解
離
性
昏
迷
、
最
重
度
の
自
閉
症
（
昏
迷
状

態
や
言
語
障
害
の
状
態
な
の
で
、
実
際
は
「
自
分
」
に
は
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ

ん
。） 

ゐ
う
ま
（
わ
ぜ
ん
・
我
前
）・
・
・
解
離
性
昏
迷
、
最
重
度
の
自
閉
症
（
昏
迷
状

態
や
言
語
障
害
の
状
態
な
の
で
、
実
際
は
「
自
分
」
に
は
ほ
と
ん
ど
使
い
ま
せ

ん
。） 

  

少
し
は
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
か
？ 
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一
つ
お
き
に
「
主
」
や
「
活
」
や
「
意
」
が
次
々
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
と
思
い
ま
す
。 

  

そ
れ
ぞ
れ
の
自
我
の
様
子
の
こ
と
を
、
「
我
活
（
ゐ
う
か
・
わ
か
つ
）
」
の
と

き
は
「
活
我
（
カ
ツ
ガ
）
」
の
よ
う
に
、「
～
我
」
と
言
い
ま
す
。「
我
活
主
（
ゐ

う
が
・
わ
か
つ
し
ゅ
）
」
の
と
き
は
、
「
主
」
と
「
活
」
の
「
あ
い
だ
」
に
あ
る

の
で
、「
活
主
間
我
（
カ
ッ
シ
ュ
カ
ン
ガ
）」
と
言
い
ま
す
。
以
下
同
じ
で
す
。「
～

我
」
は
、
最
も
格
式
ば
っ
た
い
か
め
し
い
文
を
書
く
と
き
に
は
、
実
際
に
文
に

用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

  

岩(1
-2

)

は
「
能
我
文
」、
岩(1

-3
)

は
「
識
具
間
我
文
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。 

  

本
当
は
以
下
の
表
に
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す
が
、
今
は
こ
の
表
を
見
な
い
ほ

う
が
わ
か
り
や
す
い
の
で
、
ご
興
味
の
あ
る
方
以
外
は
あ
と
回
し
で
か
ま
い
ま

せ
ん
。 

『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(5

)  

我
燈
一
覧
表
（P

D
F

,

図

表
） 

  

で
は
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
ま
し
ょ
う
。 

S
T

E
P

2
 

満
足
感
、
願
望
、
実
現
度
の
表
現 

満
足
感
の
表
現 

 

 

も
う
一
度
、S

T
E

P
1

の
普
通
の
文
と
、「
岩(1

-2
)

」
の
能
我
文
を
載
せ
ま
す
。

そ
し
て
、「
岩(2

-1
)

」
は
新
し
い
文
で
す
。 

 

■
普(1

-1
)

：
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。） 

 

■
岩(1

-2
)

：
ゐ
う
の
は
（
わ
の
う
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。） 

 

■
岩(2

-1
)

：
ゐ
ぬ
は
（
わ
の
う
る
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
そ
ん
な
自
分
に
満
足
し
て
い
て
、
気
が

楽
で
す
。） 

 

「
ゐ
う
の
」
が
「
ゐ
ぬ
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
能
我
「
ゐ
う
の
」
の
変

化
形
の
一
つ
で
、
能
我
心
描
言
（
の
う
が
し
ん
び
ょ
う
げ
ん
）
と
言
い
ま
す
。「
言

（
げ
ん
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
の
一
つ
で
す
。「
岩(2

-1
)

」
の
意
味
は
、「
岩(1

-2
)

」

の
強
調
だ
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。 

  
こ
れ
は
、「
自
我
が
か
な
り
薄
れ
て
い
て
、
吸
い
込
ま
れ
そ
う
な
自
分
」
を
「
ど

う
感
じ
る
か
」
自
問
自
答
し
て
み
て
、「
満
足
で
す
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
と
き
は
、「
ゐ
う
の
」
に
も
、
ほ
か
の
我
燈
に
も
、「
ウ
」
の
音
を
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付
け
る
の
で
す
。
だ
か
ら
、「
ゐ
う
の
・
う
」
→
「
ゐ
の
う
」
→
「
ゐ
ぬ
」
と
な

っ
て
い
る
の
で
す
。 

（
フ
ラ
ン
ス
語
の
エ
リ
ジ
オ
ン
に
似
て
い
ま
す
。
母
音
が
連
続
す
る
と
発
音
が

難
し
い
か
ら
、
続
け
て
読
む
の
で
す
。
） 

  

第
四
期
・
文
語
の
ほ
う
も
、
「
ウ
」
が
付
き
ま
す
が
、「
わ
の
う
」
の
よ
う
に

母
音
で
終
わ
る
我
燈
に
は
、
「
ル
」
が
付
き
ま
す
。
「
わ
の
う
・
う
」
↓
「
わ
の

う
・
る
」
で
す
。 

  

も
し
、「
自
我
が
薄
い
自
分
の
状
況
」
全
体
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く

て
、「
薄
い
自
我
で
星
空
を
見
て
い
る
今
」
だ
け
満
足
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
ど

う
表
現
す
る
の
で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
、
星
空
を
見
る
な
ど
文
字
ど
お
り
「
我
を

忘
れ
て
」
い
る
と
き
以
外
の
日
常
生
活
（
た
と
え
ば
、
難
し
い
本
を
読
ん
で
い

る
よ
う
な
と
き
）
は
、
自
我
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
と
困
る
こ
と
が
出
て
く

る
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
で
す
。 

 

■
岩(2

-2
)

：
ゐ
う
の
は
（
わ
の
う
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
る
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
自
我
の
薄
れ
は
、
少
な
く
と
も
星

空
を
見
て
い
る
今
の
時
間
に
は
と
て
も
似
合
っ
て
い
て
、
気
が
楽
で
す
。） 

  

こ
の
よ
う
に
、
「
眺
め
て
い
」
に
「
ウ
」
を
付
け
ま
す
。
「
い
」
は
母
音
だ
か

ら
「
ル
」
を
付
け
ま
す
。
普
通
は
最
後
の
文
字
と
同
じ
子
音
の
「
ウ
」
の
段
を

付
け
ま
す
。 

 

「
眺
め
」
に
心
描
言
を
付
け
て
「
眺
め
む
て
い
ま
す
」
に
す
る
と
、「
持
続
的
に

星
空
を
眺
め
て
“
い
る
”
の
も
嫌
い
で
は
な
い
の
だ
け
ど
、
そ
れ
以
上
に
眺
め

る
動
作
自
体
が
好
き
」
と
い
う
意
味
に
な
り
、「
眺
め
」
と
「
い
る
」
の
両
方
に

付
け
て
「
眺
め
む
て
い
る
ま
す
」
に
す
る
と
、「
瞬
間
的
・
持
続
的
に
関
係
な
く

好
き
」
と
い
う
意
味
に
な
り
ま
す
。 

  

星
空
だ
と
あ
ま
り
差
が
出
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
ば
解
離
性
障
害
者
で
、
電
車

に
乗
り
続
け
る
の
は
人
目
が
あ
っ
て
苦
痛
な
の
に
、
電
車
に
少
し
乗
る
の
は
好

き
、
と
い
う
よ
う
な
場
合
に
、「
乗
っ
て
い
ま
す
」
→
「
乗
り
て
い
ま
す
」（「
乗

っ
」
を
一
度
古
文
に
戻
す
）
↓
「
乗
り
る
て
い
ま
す
」
な
ど
と
使
え
ま
す
。 

  

つ
ま
り
、
少
し
古
文
の
動
詞
の
連
用
形
「
乗
り
て
」
の
知
識
が
い
る
わ
け
で

す
が
、
そ
ん
な
に
難
し
く
な
い
と
思
い
ま
す
。
動
詞
に
つ
い
て
は
、
ま
た
あ
と

の
ス
テ
ッ
プ
で
見
て
い
き
ま
す
。 

  

い
ろ
い
ろ
な
心
描
言
が
、
岩
崎
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
の
下
の
資
料
に
載
っ
て
い
ま

す
。S

T
E

P
1

の
そ
れ
ぞ
れ
の
「
我
」
や
動
詞
に
六
つ
の
変
化
が
あ
っ
て
、
一
番

上
が
元
の
形
、
次
に
「
ウ
」
を
付
け
た
心
描
言
が
載
っ
て
い
ま
す
。 

 
『
「
第
四
期
岩
崎
式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(5

)  

我
燈
一
覧
表
（P

D
F

,

図

表
） 
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第
三
期
で
は
、「
ハ
行
」
が
「
フ
ァ
行
」
で
発
音
さ
れ
た
り
、「
チ
」
や
「
ツ
」

が
「
テ
ィ
」
や
「
ト
ゥ
」
で
発
音
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
で
す
の
で
、「
ゐ
う
は
て
」

が
「
ゐ
う
ふ
ぁ
て
」
に
な
っ
て
い
た
り
し
ま
す
が
、
同
じ
我
燈
で
す
。 

  

で
は
、S

T
E

P
1

の
「
岩(1

-3
)

」
の
ほ
う
に
心
描
言
を
付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

■
岩(2

-3
)

：
ゐ
う
は
て
は
（
わ
し
き
ぐ
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
も
う
ほ
と
ん
ど
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、

星
空
の
ほ
う
が
私
を
眺
め
て
い
る
気
さ
え
し
ま
す
。） 

 

■
岩(2

-4
)

：
ゐ
は
つ
は
（
わ
し
き
ぐ
る
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
も
う
ほ
と
ん
ど
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、

星
空
の
ほ
う
が
私
を
眺
め
て
い
る
気
さ
え
し
ま
す
。
た
だ
し
、
自
我
の
薄
れ
か

ら
逃
げ
た
い
と
い
う
感
じ
は
な
く
、
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。） 

 

願
望
、
実
現
度
の
表
現 

  

で
は
、
満
足
し
て
い
な
い
場
合
は
ど
う
表
す
の
で
し
ょ
う
か
？ 

  

答
え
は
、
同
じ
子
音
の
行
の
「
ア
」
「
イ
」
「
エ
」
「
オ
」
を
付
け
る
の
で
す
。

こ
こ
で
、「
願
望
」
と
「
実
現
度
」
と
い
う
概
念
が
大
切
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で

い
う
「
願
望
」
は
、「
苦
し
さ
を
と
も
な
う
願
望
」
で
す
。
好
き
で
願
っ
て
い
る

場
合
は
、
先
ほ
ど
の
「
ウ
」
で
よ
い
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。 

  

願
望
（
抽
化
言
と
抽
出
言
）
と
実
現
度
（
未
然
形
と
已
然
形
）
は
、
お
互
い

に
混
ざ
り
合
っ
て
い
て
、
心
描
言
の
よ
う
に
は
簡
単
に
い
き
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

願
望
と
実
現
度
に
分
け
ず
に
、「
ア
」
～
「
オ
」
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
と
呼
び
方
を

一
緒
に
覚
え
た
方
が
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

  

実
は
、「
イ
」
と
「
オ
」
だ
け
は
、
第
三
期
と
第
四
期
と
で
逆
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
は
、
第
四
期
の
ほ
う
に
合
わ
せ
て
使
い
ま
す
。（
言
語
学
的
に
は
、
広
母

音
と
狭
母
音
の
統
一
と
い
う
意
味
が
あ
る
。） 

 

■
岩(2

-1
)

：
ゐ
ぬ
は
（
わ
の
う
る
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
そ
ん
な
自
分
に
満
足
し
て
い
て
、
気
が

楽
で
す
。）・
・
・
心
描
言 

 

■
岩(2

-5
)

：
ゐ
の
は
（
わ
の
う
ろ
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
そ
ん
な
自
分
で
居
続
け
る
た
め
に
し
て

い
る
努
力
は
普
通
程
度
で
す
。）
・
・
・
抽
化
言
未
然
形
（
ち
ゅ
う
か
げ
ん
み
ぜ

ん
け
い
） 

 

■
岩(2

-6
)

：
ゐ
に
は
（
わ
の
う
り
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 
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（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
そ
ん
な
自
分
で
居
続
け
る
た
め
に
し
て

き
た
努
力
は
普
通
程
度
で
、
す
で
に
努
力
が
実
っ
て
い
ま
す
。
）・
・
・
抽
化
言

已
然
形
（
ち
ゅ
う
か
げ
ん
い
ぜ
ん
け
い
） 

 

■
岩(2

-7
)

：
ゐ
な
は
（
わ
の
う
ら
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
そ
ん
な
自
分
で
居
続
け
る
た
め
に
は
、

か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
、
努
力
を
や
め
る
と
、
今
に
も
自
我
が
壊
れ
そ
う
で

す
。
）
・
・
・
抽
出
言
未
然
形
（
ち
ゅ
う
し
ゅ
つ
げ
ん
み
ぜ
ん
け
い
） 

 

■
岩(2

-8
)

：
ゐ
ね
は
（
わ
の
う
れ
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
た
だ
し
、
そ
ん
な
自
分
で
居
続
け
る
た
め
に
は
、

か
な
り
の
努
力
が
必
要
で
し
た
が
、
す
で
に
努
力
が
実
っ
て
い
ま
す
。
）・
・
・

抽
出
言
已
然
形
（
ち
ゅ
う
し
ゅ
つ
げ
ん
い
ぜ
ん
け
い
） 

  

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
解
離
性
障
害
者
に
と
っ
て
は
心
が
落
ち
つ
く
言
語
と
い

う
感
じ
に
な
っ
て
い
く
の
で
す
が
、
普
通
の
人
に
は
こ
の
あ
た
り
か
ら
全
然
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 

  

ど
う
し
て
こ
ん
な
表
現
が
私
た
ち
に
必
要
か
と
い
う
と
、
星
空
な
ど
特
定
の

も
の
を
目
で
見
て
い
る
と
き
だ
け
解
離
が
起
き
る
よ
う
な
場
合
が
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
れ
は
、
昔
星
空
を
眺
め
て
い
る
と
き
に
ト
ラ
ウ
マ
的
な
こ
と
に
遭
っ
て

し
ま
っ
た
り
、
親
に
叱
ら
れ
た
り
虐
待
を
受
け
た
り
し
て
玄
関
か
ら
放
り
出
さ

れ
た
と
き
に
、
き
れ
い
な
星
空
だ
け
が
自
分
を
わ
か
っ
て
く
れ
る
存
在
だ
と
思

っ
た
り
し
た
な
ど
、
個
人
的
な
体
験
に
よ
り
ま
す
。 

  

た
と
え
ば
、
解
離
性
障
害
に
な
っ
て
外
出
が
難
し
い
状
況
に
あ
る
私
た
ち
が
、

「
ゐ
の
う
」
の
自
我
の
状
態
で
、
ふ
と
外
に
出
た
い
気
持
ち
が
生
ま
れ
て
、
や

っ
と
の
思
い
で
外
に
出
て
、
一
人
で
電
車
に
乗
れ
た
と
し
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、

願
望
も
か
な
り
あ
っ
て
、
実
現
も
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
、 

 

■
岩(2

-9
)

：
ゐ
ね
は
（
わ
の
う
れ
は
）
電
車
に
乗
れ
ま
し
た
。 

  

で
も
、
も
し
以
下
の
よ
う
な
文
に
な
っ
て
い
た
ら
、
電
車
に
乗
る
こ
と
以
外

の
外
出
、
た
と
え
ば
人
と
遠
く
に
旅
行
に
行
っ
た
り
な
ど
は
少
な
く
と
も
難
し

い
の
だ
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。「
電
車
」
と
「
乗
れ
」
に
あ
え
て
抽
出
言

已
然
形
が
付
い
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

■
岩(2

-1
0

)

：
ゐ
ね
は
（
わ
の
う
れ
は
）
電
車
せ
に
乗
れ
れ
ま
し
た
。 

 

ち
な
み
に
、「
シ
ャ
」
や
「
チ
ョ
」
な
ど
の
「
拗
音
」
の
あ
と
で
は
、
最
初
の
大

き
い
ほ
う
の
文
字
と
同
じ
子
音
の
ア
イ
ウ
エ
オ
と
、
ラ
リ
ル
レ
ロ
の
両
方
が
使

え
ま
す
。 

S
T

E
P

3
 

苦
し
み
・
悲
し
み
の
表
現 
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普
通
の
日
本
語
の
「
わ
た
し
」
か
ら
よ
り
遠
い
我
燈
を
用
い
る 

  

私
た
ち
解
離
性
障
害
を
も
つ
人
や
、
統
合
失
調
症
を
も
つ
人
に
と
っ
て
は
、

な
に
よ
り
そ
の
独
特
の
苦
し
み
や
悲
し
み
が
う
ま
く
表
せ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
方
法
を
い
く
つ
か
紹
介
し
ま
す
。 

  
S

T
E

P
1

で
紹
介
し
た
我
燈
の
う
ち
、
な
る
べ
く
下
の
方
に
あ
る
我
燈
を
使
う

と
、
よ
り
重
い
自
我
の
障
害
を
言
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

た
だ
し
、
実
は
ど
の
我
燈
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
い
い
か
は
、
言
語
学
的
な
質

問
と
回
答
か
ら
来
て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
は
大
全
の
本
編
に
詳
し
く
載
っ
て
い

る
の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
「
あ
ま
り
む
や
み
に
重
い
自
我
の
障
害
を
我
燈
で
表

し
て
は
い
け
な
い
」
と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。 

  

基
本
的
に
は
、
普
通
の
日
本
語
の
「
わ
た
し
」
の
意
味
が
日
常
生
活
で
支
障

な
く
わ
か
っ
た
り
、
普
通
の
日
本
語
を
し
ゃ
べ
る
と
き
に
ろ
れ
つ
が
回
ら
な
く

な
っ
た
り
し
な
い
人
は
、
た
ぶ
ん
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
「
ゐ
う
む
か
」
あ
た
り
か

な
と
思
い
ま
す
。 

 

心
描
言
、
抽
化
言
、
抽
出
言
を
使
い
分
け
る 

  
S

T
E

P
2

で
紹
介
し
た
五
つ
の
変
化
形
（
五
言
）
を
う
ま
く
用
い
る
と
、
い
ろ

い
ろ
な
行
為
に
つ
い
て
具
体
的
に
何
が
苦
し
い
か
、
ど
う
苦
し
い
か
を
言
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。 

 

■
岩(3

-1
)

：
わ
た
し
は
、
電
車
に
乗
っ
て
、
仕
事
に
行
っ
た
。 

 

■
岩(3

-2
)

：
ゐ
む
ぬ
は
、
電
車
に
乗
り
る
て
、
仕
事
に
行
き
か
た
。 

（
自
我
が
か
な
り
朦
朧
と
し
た
私
は
、
乗
る
の
は
楽
し
い
電
車
に
乗
っ
て
、
仕

事
に
苦
し
く
も
行
っ
た
。） 

＝
仕
事
が
つ
ら
い
と
は
限
ら
ず
、
行
く
と
い
う
動
作
そ
の
も
の
が
苦
し
い
。
道

中
に
解
離
性
障
害
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
ト
ラ
ウ
マ
の
場
所
が
あ
る
な
ど
。 

 

■
岩(3

-3
)

：
ゐ
む
ぬ
は
、
電
車
に
乗
り
る
て
、
仕
事
た
に
行
っ
た
。 

（
自
我
が
か
な
り
朦
朧
と
し
た
私
は
、
乗
る
の
は
楽
し
い
電
車
に
乗
っ
て
、
つ

ら
い
仕
事
に
行
っ
た
。） 

＝
電
車
に
乗
る
こ
と
や
行
く
ま
で
の
道
中
で
は
発
作
が
起
き
な
い
の
に
、
職
場

が
苦
痛
で
発
作
が
出
る
場
合
な
ど
。 

 

■
岩(3

-4
)

：
ゐ
む
ぬ
は
、
電
車
し
ゃ
（
さ
・
ら
）
に
乗
っ
て
、
仕
事
に
行
っ
た
。 

（
自
我
が
か
な
り
朦
朧
と
し
た
私
は
、
乗
る
の
が
苦
手
な
電
車
に
乗
っ
て
、
仕

事
に
行
っ
た
。） 

＝
仕
事
に
行
く
の
は
つ
ら
く
な
い
の
に
、
電
車
が
苦
手
だ
っ
た
り
ト
ラ
ウ
マ
だ

っ
た
り
し
て
、
道
中
に
苦
労
す
る
場
合
な
ど
。 

S
T

E
P

4
 

他
者
の
表
現 

自
分
以
外
の
人
の
表
現 
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岩
崎
式
日
本
語
で
は
、
自
分
以
外
の
人
は
ど
う
表
現
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

見
て
い
き
ま
す
。 

 

■
普(4

-1
)

：
わ
た
し
は
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。 

 

■
岩(4

-2
)

：
ゐ
む
ぬ
は
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。 

（
自
我
が
か
な
り
朦
朧
と
し
た
私
は
、
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。
と

り
あ
え
ず
、
私
は
そ
の
こ
と
に
満
足
し
て
い
る
。
）
・
・
・
希
我
心
描
言
文 

  

こ
こ
ま
で
は
よ
い
で
す
ね
。 

 

■
岩(4

-3
)

：
ゐ
む
ぬ
は
あ
な
た
む
ぬ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。 

（
自
我
が
か
な
り
朦
朧
と
し
た
私
は
、
同
じ
く
ら
い
自
我
が
朦
朧
と
し
た
あ
な

た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。
お
互
い
に
そ
の
状
態
に
満
足
し
て
い
る
。） 

  

こ
れ
も
同
じ
希
我
心
描
文
で
す
が
、
形
は
少
し
違
い
ま
す
。（
「
～
文
」
と
い

う
言
い
方
は
、
常
に
自
分
の
我
燈
の
立
場
か
ら
し
ま
す
。） 

  

こ
の
よ
う
な
言
い
方
は
、「
あ
な
た
」
に
当
た
る
人
の
症
状
が
同
じ
く
ら
い
の

重
さ
（
こ
の
場
合
、
希
我
）
だ
知
っ
て
い
る
場
合
や
、
同
じ
く
ら
い
だ
と
予
想

す
る
場
合
に
使
い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
の
か
、
予
想
し
て
い
る
だ
け
な
の
か
は
、

ま
た
別
の
文
で
言
え
ば
よ
い
わ
け
で
す
。 

 

■
岩(4

-4
)

：
ゐ
む
ぬ
は
友
人
Ａ
て
ぬ
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。 

（
自
我
が
か
な
り
朦
朧
と
し
た
私
は
、
私
よ
り
も
自
我
が
朦
朧
と
し
た
友
人
Ａ

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。
お
互
い
に
そ
の
状
態
に
満
足
し
て
い
る
。） 

  

こ
の
文
で
は
、
「
友
人
Ａ
」
に
付
い
て
い
る
「
て
ぬ
」（
及
希
間
我
）
が
「
ゐ

（
う
）
」
に
付
い
て
い
る
「
む
ぬ
」（
希
我
）
よ
り
も
自
我
の
障
害
が
大
き
い
の

で
、
こ
う
訳
す
の
で
す
。
友
人
Ａ
が
「
て
ぬ
」（
及
希
間
我
心
描
言
）
だ
と
い
う

こ
と
は
、
友
人
Ａ
に
は
だ
れ
か
家
族
な
ど
安
心
で
き
る
人
が
そ
ば
に
い
て
、
朦

朧
と
し
た
自
我
の
状
態
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
自
分
以
外
の
人
の
自
我
に
つ
い
て
は
、
見
聞
き
し

て
知
っ
て
い
る
か
、
確
か
ら
し
い
予
想
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
複
雑
な
我
燈
が

作
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

  

だ
か
ら
、
普
通
は
こ
の
よ
う
な
、
「
あ
な
た
む
ぬ
に
」
や
「
友
人
Ａ
て
ぬ
に
」

と
い
っ
た
我
燈
は
あ
ま
り
使
わ
れ
ず
、
他
人
を
表
す
単
語
は
だ
い
た
い
普
通
の

日
本
語
と
同
じ
な
の
で
す
。（「
あ
な
た
に
」
や
「
友
人
Ａ
に
」
な
ど
。） 

  

た
だ
し
、
こ
こ
で
一
つ
付
け
加
え
る
と
、
解
離
性
障
害
者
や
、
あ
と
で
述
べ

る
発
達
障
害
者
に
は
、
動
植
物
と
気
の
合
う
人
が
多
い
の
で
す
。
動
植
物
と
い

う
と
、
人
間
の
よ
う
な
自
我
は
な
い
存
在
だ
と
言
え
ま
す
。
だ
か
ら
、
岩
崎
式

日
本
語
で
は
、
む
し
ろ
動
植
物
の
ほ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
我
燈
が
付
く
こ
と
が
多
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い
の
で
す
。 

 
■
岩(4

-5
)

：
ゐ
む
ぬ
は
ウ
サ
ギ
む
ふ
に
餌
を
あ
げ
る
。 

（
自
我
が
か
な
り
朦
朧
と
し
た
私
は
、
そ
れ
以
上
に
自
我
が
朦
朧
と
し
て
い
る

け
れ
ど
動
物
に
し
て
は
少
し
自
分
自
身
を
わ
か
っ
て
い
る
よ
う
に
私
に
は
思
え

る
ウ
サ
ギ
に
、
餌
を
あ
げ
る
。
お
互
い
に
そ
の
状
態
に
満
足
し
て
い
る
と
思
う
。） 

 

■
岩(4

-6
)

：
ゐ
ぎ
は
ア
サ
ガ
オ
ー
ふ
に
話
し
か
け
く
た
。 

（
そ
れ
ほ
ど
無
理
も
な
く
あ
る
程
度
の
自
我
を
保
て
て
い
る
私
は
、
ほ
と
ん
ど

無
我
だ
け
れ
ど
少
し
は
う
れ
し
そ
う
な
ア
サ
ガ
オ
に
、
同
じ
く
う
れ
し
く
話
し

か
け
た
。
） 

  

さ
て
、
第
三
期
で
は
、「
あ
な
た
」
や
「
彼
」
を
表
す
の
に
「
な
と
ぅ
ら
」
や

「
か
う
ら
」
な
ど
の
や
や
こ
し
い
単
語
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
「
あ

な
た
」
や
「
彼
」
な
ど
普
通
の
日
本
語
と
同
じ
で
す
。
で
も
、
第
三
期
の
語
を

使
っ
た
ら
い
け
な
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

S
T

E
P

5
 

動
詞
・
形
容
詞
な
ど
の
表
現 

動
詞
・
形
容
詞
・
形
容
動
詞
の
表
現 

  
S

T
E

P
2

で
少
し
説
明
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
動
詞
・
形
容
詞
、
そ
れ
か
ら

形
容
動
詞
な
ど
の
述
語
も
、
ま
ず
は
五
通
り
に
変
化
し
ま
す
。 

 

■
岩(4

-2
)

：
ゐ
む
ぬ
は
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
。 

（
私
は
自
我
が
朦
朧
と
し
て
い
る
が
、
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
行
為

は
普
通
に
で
き
て
い
る
。） 

 

■
岩(5

-1
)

：
ゐ
む
ぬ
は
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
る
。 

（
私
は
自
我
が
朦
朧
と
し
て
い
る
中
、
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
行
為

に
満
足
し
て
い
る
。） 

 

■
岩(5

-2
)

：
ゐ
む
ぬ
は
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
ろ
。 

（
私
は
自
我
が
朦
朧
と
し
て
い
て
、
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
行
為
も
、

あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
き
た
だ
け
で
、
ま
だ
こ
れ
で
も
頑
張
っ
て
い
る
感

じ
が
あ
る
。） 

 

■
岩(5

-3
)

：
ゐ
む
ぬ
は
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
り
。 

（
私
は
自
我
が
朦
朧
と
し
て
い
る
中
、
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
行
為

も
、
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
き
た
し
、
も
う
そ
う
い
う
こ
と
は
平
気
だ
。
） 

 

■
岩(5

-4
)

：
ゐ
む
ぬ
は
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
ら
。 

（
私
は
自
我
が
朦
朧
と
し
て
い
て
、
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
行
為
も
、

あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
き
た
だ
け
で
、
実
は
と
て
も
頑
張
ら
な
い
と
で
き

な
い
。） 

 
■
岩(5

-5
)

：
ゐ
む
ぬ
は
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
れ
。 

（
私
は
自
我
が
朦
朧
と
し
て
い
る
中
、
あ
な
た
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
あ
げ
る
行
為
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も
、
あ
げ
よ
う
と
思
っ
た
か
ら
で
き
た
し
、
も
の
す
ご
く
頑
張
っ
た
末
そ
う
い

う
こ
と
は
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。） 

 

※ 

「
あ
な
た
」
の
こ
と
が
き
ら
い
な
の
で
は
な
く
て
、「
人
か
ら
何
を
ど
う
も

ら
っ
た
ら
何
を
ど
う
返
せ
ば
い
い
か
」
な
ど
の
社
会
の
ル
ー
ル
や
人
間
関
係
が

苦
手
だ
と
い
う
こ
と
を
「
あ
な
た
」
に
言
っ
て
い
る
文
で
す
。 

 

■
岩(5

-6
)

：
ゐ
こ
は
星
空
が
恋
し
い
。 

（
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
頑
張
り
も
な
く
そ
れ
な
り
の
明
確
な
自
我
を
保
っ

て
い
ら
れ
る
中
、
星
空
が
恋
し
い
。） 

 

■
岩(5

-7
)

：
ゐ
こ
は
星
空
が
恋
し
い
る
。 

（
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
頑
張
り
も
な
く
そ
れ
な
り
の
明
確
な
自
我
を
保
っ

て
い
ら
れ
る
中
、
星
空
を
恋
し
が
る
自
分
に
満
足
だ
。
） 

 

■
岩(5

-8
)

：
ゐ
こ
は
星
空
が
恋
し
い
ろ
。 

（
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
頑
張
り
も
な
く
そ
れ
な
り
の
明
確
な
自
我
を
保
っ

て
い
ら
れ
る
中
、
星
空
を
恋
し
が
る
自
分
の
姿
が
少
し
苦
し
い
。） 

 

■
岩(5

-9
)

：
ゐ
こ
は
星
空
が
恋
し
い
り
。 

（
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
頑
張
り
も
な
く
そ
れ
な
り
の
明
確
な
自
我
を
保
っ

て
い
ら
れ
る
中
、
星
空
を
恋
し
が
る
自
分
に
は
少
し
頑
張
れ
ば
耐
え
ら
れ
る
。
） 

 

■
岩(5

-1
0

)

：
ゐ
こ
は
星
空
が
恋
し
い
ら
。 

（
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
頑
張
り
も
な
く
そ
れ
な
り
の
明
確
な
自
我
を
保
っ

て
い
ら
れ
る
中
、
星
空
を
恋
し
が
る
自
分
の
姿
が
と
て
も
苦
し
い
。） 

 

■
岩(5

-1
1

)

：
ゐ
こ
は
星
空
が
恋
し
い
れ
。 

（
私
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
な
頑
張
り
も
な
く
そ
れ
な
り
の
明
確
な
自
我
を
保
っ

て
い
ら
れ
る
中
、
星
空
を
恋
し
が
る
自
分
に
は
か
な
り
頑
張
れ
ば
耐
え
ら
れ
る
。） 

  

次
は
形
容
動
詞
で
す
が
、
形
容
動
詞
の
場
合
、
た
と
え
ば
以
下
の
例
だ
と
、

言
は
「
静
か
だ
づ
」
と
な
ら
ず
に
「
静
か
く
だ
」
と
、「
だ
」
の
前
に
入
る
こ
と

が
多
い
で
す
。
形
容
動
詞
は
、「
静
か
＋
だ
」
の
よ
う
に
し
て
「
名
詞
＋
断
定
の

助
動
詞
」
と
い
う
説
も
あ
っ
て
、
お
も
し
ろ
い
で
す
。
で
も
、
わ
ざ
と
こ
の
説

を
と
っ
て
「
静
か
く
だ
」
と
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
で
す
。 

 

■
岩(5

-1
2

)

：
ゐ
ー
な
は
と
て
も
静
か
だ
。 

（
か
な
り
頑
張
っ
て
や
っ
と
中
程
度
の
自
我
ま
で
持
ち
直
し
た
私
は
、
と
て
も

静
か
な
性
格
で
す
。） 

 

■
岩(5

-1
3

)

：
ゐ
ー
な
は
と
て
も
静
か
く
だ
。 

（
か
な
り
頑
張
っ
て
や
っ
と
中
程
度
の
自
我
ま
で
持
ち
直
し
た
私
は
、
と
て
も

静
か
な
性
格
で
、
自
分
に
満
足
し
て
い
ま
す
。） 

 

■
岩(5

-1
4

)
：
ゐ
ー
な
は
と
て
も
静
か
こ
だ
。 
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（
か
な
り
頑
張
っ
て
や
っ
と
中
程
度
の
自
我
ま
で
持
ち
直
し
た
私
は
、
と
て
も

静
か
な
性
格
で
す
が
、
少
し
苦
し
い
で
す
。
） 

 

■
岩(5

-1
5

)
：
ゐ
ー
な
は
と
て
も
静
か
き
だ
。 

（
か
な
り
頑
張
っ
て
や
っ
と
中
程
度
の
自
我
ま
で
持
ち
直
し
た
私
は
、
と
て
も

静
か
な
性
格
で
、
そ
の
こ
と
は
少
し
頑
張
れ
ば
苦
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

 

■
岩(5

-1
6

)

：
ゐ
ー
な
は
と
て
も
静
か
か
だ
。 

（
か
な
り
頑
張
っ
て
や
っ
と
中
程
度
の
自
我
ま
で
持
ち
直
し
た
私
は
、
と
て
も

静
か
な
性
格
で
す
が
、
か
な
り
苦
し
い
で
す
。） 

 

■
岩(5

-1
7

)

：
ゐ
ー
な
は
と
て
も
静
か
け
だ
。 

（
か
な
り
頑
張
っ
て
や
っ
と
中
程
度
の
自
我
ま
で
持
ち
直
し
た
私
は
、
と
て
も

静
か
な
性
格
で
、
そ
の
こ
と
は
か
な
り
頑
張
れ
ば
苦
し
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

 

助
動
詞
の
表
現 

  

日
本
語
で
ほ
か
に
活
用
す
る
品
詞
と
し
て
は
、
助
動
詞
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

も
、
五
つ
の
言
を
付
け
ら
れ
ま
す
。 

 

■
岩(5

-1
8

)

：
書
こ
う
。
話
さ
な
い
。
食
べ
た
。 

■
岩(5

-1
9

)

：
書
こ
う
る
。
話
さ
な
い
ろ
。
食
べ
た
て
。 

（
私
の
好
き
な
「
書
く
」
と
い
う
動
作
を
行
お
う
。
話
さ
な
い
と
い
う
こ
と
は

少
し
の
努
力
の
末
に
で
き
る
こ
と
だ
。
食
べ
た
こ
と
は
か
な
り
の
努
力
の
末
に

で
き
た
。） 

 

複
合
動
詞
な
ど
の
表
現 

  

複
合
動
詞
や
複
合
形
容
詞
な
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
と
表
現
で
き
ま
す
。 

 

■
岩(5

-2
0

)

：
話
し
そ
す
ぎ
れ
た
。
←
話
し
す
ぎ
た
。 

（
「
話
し
す
ぎ
た
」
と
い
う
行
為
の
う
ち
、
「
話
し
」
の
部
分
は
少
し
努
力
が
未

だ
必
要
で
、「
す
ぎ
」
の
部
分
は
か
な
り
努
力
す
れ
ば
実
現
で
き
る
こ
と
だ
。） 

  

こ
の
よ
う
な
使
い
方
は
、
た
と
え
ば
初
対
面
で
は
緊
張
す
る
の
に
、
話
し
始

め
る
と
意
外
に
話
が
長
続
き
で
き
た
よ
う
な
と
き
に
使
え
ま
す
。 

 

■
岩(5

-2
1

)

：
痛
つ
か
ゆ
い
ら
。
←
痛
か
ゆ
い
。 

（
痛
覚
と
い
う
も
の
が
よ
く
わ
か
ら
ず
平
然
と
し
て
い
る
の
に
、
か
ゆ
み
だ
け

が
我
慢
で
き
な
く
て
か
ゆ
い
。） 

  

こ
の
よ
う
な
使
い
方
は
、
た
と
え
ば
解
離
性
感
覚
脱
失
が
起
き
て
痛
み
だ
け

が
な
く
な
っ
た
よ
う
な
と
き
に
使
え
ま
す
。 

 
五
言
を
重
ね
る
表
現 
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五
つ
の
言
を
重
ね
る
こ
と
で
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
な
心
境
が
表
現
で
き
ま

す
。
日
本
語
の
リ
ズ
ム
ら
し
く
、
随
時
右
の
（ 

）
の
よ
う
に
読
む
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
「
イ
チ
、
ニ
ー
、
サ
ン
」
と
数
え
る
と
き
も
、「
ニ
ー
」
と
伸
ば
す
の

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
で
す
。 

 

■
岩(5

-2
2

)

：
書
こ
う
る
れ
。（
書
こ
う
る
ー
れ
。
） 

（
「
書
こ
う
」
と
い
う
思
い
は
、
私
が
好
き
だ
が
、
そ
の
「
好
き
な
」
感
じ
の
中

で
も
、
特
に
か
な
り
頑
張
っ
た
ら
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。） 

 

■
岩(5

-2
3

)

：
話
し
た
て
と
ち
。
（
話
し
た
て
ー
と
ち
。） 

（
「
話
し
た
」
と
い
う
事
実
は
、
私
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
努
力
の
末
に
で
き
る
、

た
だ
し
そ
の
範
囲
内
に
し
て
は
ま
だ
で
き
な
い
感
じ
の
す
る
、
さ
ら
に
そ
の
範

囲
内
で
言
え
ば
少
し
の
努
力
で
で
き
る
行
為
だ
。
） 

 

■
岩(5

-2
4

)

：
書
こ
く
け
う
。（
書
こ
く
ー
け
う
。
） 

（
私
が
好
き
だ
が
、
そ
の
「
好
き
な
」
感
じ
の
中
で
も
、
特
に
か
な
り
頑
張
っ

た
ら
可
能
な
こ
と
で
あ
る
、「
書
く
」
と
い
う
動
作
を
、
し
よ
う
。） 

 

■
岩(5

-2
5

)

：
話
し
せ
そ
し
た
。
（
話
し
せ
そ
ー
し
た
。） 

（
私
に
と
っ
て
は
か
な
り
の
努
力
の
末
に
で
き
る
、
た
だ
し
そ
の
範
囲
内
に
し

て
は
ま
だ
で
き
な
い
感
じ
の
す
る
、
さ
ら
に
そ
の
範
囲
内
で
言
え
ば
少
し
の
努

力
で
で
き
る
、
「
話
す
」
と
い
う
行
為
を
、
し
た
。
） 

S
T

E
P

6
 

名
詞
の
表
現 

「
も
の
ご
と
」
に
心
を
見
る
場
合 

  

こ
の
あ
た
り
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
岩
崎
式
日
本
語
と
そ
れ
を
使
っ
て
い
る
私

た
ち
の
独
特
な
世
界
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち
解
離
性
障
害
や
統
合
失
調
症

の
人
た
ち
は
、「
も
の
ご
と
」
に
心
を
見
た
り
、
生
き
て
い
る
と
感
じ
た
り
妄
想

し
た
り
し
ま
す
。
診
断
で
は
、
病
的
な
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
で
こ
れ
を
表
現
し
て
み
ま
す
。S

T
E

P
1

の
文
を
も
う
一
度
持

っ
て
き
ま
す
。 

 

■
普(1

-1
)

：
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。） 

 

■
岩(1

-2
)

：
ゐ
う
の
は
（
わ
の
う
は
）
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。） 

 

■
岩(6

-1
)

：
ゐ
う
の
は
（
わ
の
う
は
）
星
空
む
ぬ
を
眺
め
て
い
ま
す
。 

（
わ
た
し
は
星
空
を
眺
め
て
い
ま
す
が
、
自
我
が
薄
れ
て
い
て
、
ま
る
で
星
空

に
吸
い
込
ま
れ
そ
う
で
す
。
で
も
、
そ
の
星
空
に
も
ち
ょ
っ
と
自
我
は
あ
る
よ

う
な
気
が
し
て
、
星
空
は
こ
の
状
況
に
満
足
し
て
い
る
よ
う
で
す
。） 

  

さ
て
、
岩(6

-1
)

で
は
自
分
は
能
我
、
星
空
は
希
我
心
描
言
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
話
者
は
離
人
症
か
何
か
で
、「
生
き
て
い
る
」
自
分
の
自

我
に
わ
り
と
近
い
「
意
識
」
を
星
空
が
持
っ
て
い
て
、
し
か
も
ど
ち
ら
か
と
い

う
と
私
よ
り
も
星
空
の
ほ
う
が
喜
ん
で
満
足
し
て
い
る
、
と
感
じ
て
い
る
の
で

す
。 

  

先
ほ
ど
のS

T
E

P
4

で
は
、「
他
者
」
の
う
ち
他
人
や
動
植
物
を
表
す
名
詞
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
今
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、「
星
空
」
な
ど
の
風
景
や
概
念
も

「
他
者
」
で
あ
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

■
岩(6

-2
)

：
ゐ
て
の
は
、
ポ
ス
ト
む
く
に
手
紙
を
出
せ
な
い
ら
。 

（
自
我
が
か
な
り
薄
く
、
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
生
き
て
い
る
私
は
、
そ
れ
で
も

私
以
上
に
自
我
を
持
っ
て
平
然
と
し
て
い
そ
う
で
怖
い
ポ
ス
ト
に
、
手
紙
を
出

せ
な
い
。
い
く
ら
頑
張
っ
て
も
。
） 

  

こ
の
文
で
は
、
話
者
自
身
の
自
我
よ
り
も
ポ
ス
ト
の
自
我
の
ほ
う
が
は
っ
き

り
し
て
い
る
、
と
話
者
自
身
が
感
じ
て
い
る
の
で
す
。
こ
れ
は
、
話
者
が
か
な

り
重
い
解
離
性
障
害
や
統
合
失
調
症
で
、
ポ
ス
ト
を
生
き
物
と
し
て
「
認
め
て
」

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。 

  

た
と
え
ば
、
昔
パ
ー
ト
ナ
ー
に
あ
て
て
そ
の
ポ
ス
ト
に
手
紙
を
出
し
た
の
に
、

そ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
虐
待
を
受
け
た
な
ど
の
場
合
、
そ
れ
が
ト
ラ
ウ
マ
に
な

っ
た
り
し
て
、
こ
の
よ
う
な
文
章
に
な
り
ま
す
。 

「
も
の
」
だ
け
で
な
く
、「
こ

と
」
・
概
念
に
も
五
言
は
付
き
ま
す
。 

 

「
も
の
ご
と
」
が
主
語
に
な
る
場
合 

 

■
普(6

-3
)

：
星
空
が
き
れ
い
で
す
。 

（
星
空
が
き
れ
い
で
す
。） 

  

さ
て
、
も
し
こ
れ
を
言
っ
た
話
者
が
、「
星
空
に
は
具
及
間
我
く
ら
い
の
自
我

が
あ
る
」
と
感
じ
た
と
し
ま
す
。
そ
の
場
合
、
以
下
で
い
い
わ
け
で
す
。 

 

■
岩(6

-4
)

：
星
空
う
ー
て
が
き
れ
い
で
す
。 

（
星
空
が
き
れ
い
で
、
少
し
自
我
を
持
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。） 

  

と
こ
ろ
で
、
話
者
自
身
が
具
及
間
我
で
あ
る
場
合
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
る

の
で
す
。 

 

■
我(6

-5
)

：
ゐ
う
ー
て
（
は
）
星
空
が
き
れ
い
で
す
。 

（
少
し
自
我
を
持
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
星
空
が
き
れ
い
で
す
。） 

  

こ
の
よ
う
に
、
岩
崎
式
日
本
語
は
常
に
自
己
自
身
「
ゐ
う
（
わ
）」
に
照
ら
し

て
物
事
を
見
て
い
ま
す
。
話
者
も
星
空
も
同
じ
程
度
の
自
我
の
場
合
、
以
下
で

い
い
わ
け
で
す
。 

 

■
我(6

-6
)

：
ゐ
う
ー
て
（
は
）
星
空
う
ー
て
が
き
れ
い
で
す
。 
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（
少
し
自
我
を
持
っ
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
同
じ
く
ら
い
少
し
自
我
を
持
っ
て

い
る
星
空
が
き
れ
い
で
す
。） 

 

※ 

こ
れ
は
、
い
わ
ゆ
る
「
象
は
鼻
が
長
い
」
の
文
は
ど
れ
が
主
語
か
（「
象
は
」

か
「
鼻
が
」
か
）
と
い
う
言
語
学
的
な
問
題
に
か
か
わ
り
ま
す
。「
鼻
が
」
の
ほ

う
が
よ
り
「
主
語
的
」
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
あ
っ
て
、「
象
は
」
は
「
場
」
だ

と
い
う
考
え
方
も
で
き
ま
す
。 

  

そ
う
な
る
と
、「
象
は
」
は
「
ゐ
う
ー
て
は
」
に
似
て
い
ま
す
。
私
た
ち
に
と

っ
て
、
自
分
自
身
は
「
場
」
だ
か
ら
で
す
。 

S
T

E
P

7
 

不
安
な
「
わ
た
し
」 

：
社
交
不
安
障
害 

人
前
・
人
ご
み
・
広
場
・
会
議
・
発
表
が
不
安
で
怖
く
て
し
か
た
な
い 

  

こ
の
ス
テ
ッ
プ
か
ら
、
岩
崎
式
日
本
語
の
特
徴
が
出
や
す
い
症
状
を
持
つ
人

の
文
を
紹
介
し
ま
す
。 

  

ま
ず
、
社
交
不
安
障
害
な
ど
、
不
安
障
害
者
の
文
章
で
す
。
そ
も
そ
も
ど
う

し
て
人
間
が
不
安
に
な
る
の
か
と
い
う
と
、
落
ち
つ
い
て
「
自
分
」
と
い
う
こ

と
が
わ
か
っ
て
い
る
人
が
そ
う
な
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
閉
症
の

子
や
重
い
統
合
失
調
症
の
人
の
よ
う
に
「
自
分
」
・
「
自
我
」
と
い
う
も
の
が
脳

で
わ
か
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
ど
う
し
て
も
不
安
に
な
れ
な
い
と
思
う
の
で
す
。 

  

不
安
を
感
じ
て
い
る
時
点
で
、
も
う
「
心
の
病
」
か
ら
は
立
ち
直
り
か
け
て

い
る
と
思
う
の
で
す
。 

  

だ
か
ら
、
不
安
障
害
を
持
つ
人
は
、
岩
崎
式
日
本
語
で
言
う
と
、
一
人
称
の

「
わ
た
し
」
は
普
通
に
使
っ
て
い
て
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
も
「
ゐ
う
む
か
」
あ
た

り
ま
で
で
、
そ
の
か
わ
り
、「
満
足
や
苦
し
み
や
悲
し
み
」
を
表
す
五
言
が
と
て

も
よ
く
変
化
す
る
の
で
す
。 

  

ま
ず
、「
社
交
不
安
障
害
」
は
、
医
学
的
に
は
以
下
を
す
べ
て
満
た
さ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。（D

S
M

-IV

診
断
基
準
） 

 

A. 

良
く
知
ら
な
い
人
々
の
前
で
注
視
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
社
会
的
状
況
、
ま

た
は
行
為
を
す
る
と
い
う
状
況
の
、1

つ
以
上
に
対
す
る
顕
著
で
持
続
的
な
恐

怖
。 

患
者
は
恥
を
か
い
た
り
、
恥
ず
か
し
い
思
い
を
す
る
よ
う
な
形
で
行
動
（
ま
た

は
不
安
症
状
を
示
し
た
り
）
す
る
こ
と
を
恐
れ
る
。 

B. 

恐
怖
し
て
い
る
社
会
的
状
況
に
よ
っ
て
、
ほ
と
ん
ど
必
ず
不
安
反
応
が
誘
発

さ
れ
、
そ
れ
は
パ
ニ
ッ
ク
発
作
の
形
を
と
る
こ
と
が
あ
る
。 

C. 

患
者
は
恐
怖
が
過
剰
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
は
不
合
理
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

て
い
る
。 

D. 

恐
怖
し
て
い
る
社
会
的
状
況
ま
た
は
行
為
を
患
者
は
回
避
し
て
い
る
か
、
そ

う
で
な
け
れ
ば
、
強
い
不
安
ま
た
は
苦
痛
を
伴
っ
て
も
患
者
は
耐
え
忍
ん
で
い

る
。 

E. 

恐
怖
し
て
い
る
社
会
的
状
況
ま
た
は
行
為
の
回
避
。
不
安
を
伴
う
予
期
、
ま
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た
は
苦
痛
の
た
め
に
、
そ
の
人
の
正
常
な
毎
日
の
生
活
習
慣
、
職
業
上(

学
業
上)

の
機
能
、
ま
た
は
社
会
活
動
や
他
者
と
の
関
係
に
障
害
が
起
き
て
い
る
。 

ま
た
、
そ
の
恐
怖
症
が
あ
る
た
め
に
著
し
い
苦
痛
を
感
じ
て
い
る
。 

F. 
1

8
歳
未
満
の
患
者
の
場
合
、
持
続
期
間
は
少
な
く
と
も6

ヶ
月
で
あ
る
。 

G. 

そ
の
恐
怖
ま
た
は
回
避
は
、
物
質
（
例
：
乱
用
薬
物
・
投
薬
）
ま
た
は
一
般

的
な
身
体
疾
患
の
直
接
的
な
生
理
的
作
用
に
よ
く
も
の
で
は
な
く
、
他
の
精
神

疾
患
（
例
：
広
場
恐
怖
を
と
も
な
う
、
又
は
伴
わ
な
い
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
分
離

不
安
障
害
、
身
体
醜
形
恐
怖
、
広
範
性
発
達
障
害
、
又
は
分
裂
病
質
人
格
障
害
）

で
は
う
ま
く
説
明
で
き
な
い
。 

H. 

一
般
的
な
身
体
疾
患
や
他
の
精
神
疾
患
が
存
在
し
て
い
る
場
合
、
基
準
Ａ
の

恐
怖
は
そ
れ
に
関
連
が
な
い
（
例
：
吃
音
症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
振
顫
、
ま

た
は
神
経
性
無
食
欲
症
ま
た
は
神
経
性
大
食
症
の
異
常
な
食
行
動
を
示
す
こ
と

へ
の
恐
怖
で
も
な
い
） 

  

そ
し
て
、
以
下
が
社
交
不
安
障
害
を
持
つ
岩
崎
式
日
本
語
使
用
者
の
文
で
す
。

苦
し
さ
が
表
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

 

■
岩(7

-1
)

：
明
日
、
わ
た
し
は
人
前
ら
で
発
表
ら
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

■
岩(7

-2
)

：
ゐ
が
は
街
中
っ
か
が
苦
手
で
す
。 

 

■
岩(7

-3
)

：
わ
い
か
つ
と
会
合
ら
ら
に
出
ま
す
。 

 

※ 

「
街
中
か
」
は
、「
活
我
抽
出
言
未
然
形
」
と
「
何
も
付
け
な
い
街
中
＋
抽

出
言
未
然
形
」
と
が
同
じ
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
と
き
は
、

後
者
に
「
っ
」
を
入
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。 

S
T

E
P

8
 

遠
い
「
わ
た
し
」 

：
離
人
症
性
障
害 

自
分
を
観
察
す
る
別
の
自
分
が
い
る
気
が
す
る 

  

離
人
症
性
障
害
は
、
岩
崎
式
日
本
語
の
話
者
が
か
か
え
る
代
表
的
な
疾
患
の

一
つ
で
す
。
本
当
は
、
岩
崎
式
日
本
語
は
離
人
症
・
解
離
性
障
害
者
の
た
め
に

作
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
感
じ
で
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
も
も
ち
ろ
ん
万
能
で
は
な
く
て
、
表
し
や
す
い
症
状
と
表
し

に
く
い
症
状
が
あ
り
ま
す
。
岩
崎
式
日
本
語
が
一
番
ピ
ッ
タ
リ
く
る
の
が
、
離

人
症
・
解
離
性
障
害
者
だ
と
思
い
ま
す
。 

  

離
人
症
性
障
害
のD

S
M

-IV

の
診
断
基
準
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

A. 

自
分
の
精
神
過
程
ま
た
は
身
体
か
ら
遊
離
し
て
、
あ
た
か
も
自
分
が
外
部
の

傍
観
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
る
持
続
的
ま
た
は
反
復
的
な
体
験
。 

B. 

離
人
体
験
の
間
、
現
実
検
討
は
正
常
に
保
た
れ
て
い
る
。 

C. 

離
人
症
状
は
臨
床
的
に
著
し
い
苦
痛
、
ま
た
は
社
会
的
、
職
業
的
、
ま
た
は

他
の
重
要
な
領
域
に
お
け
る
機
能
の
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。 

D. 
離
人
体
験
は
、
統
合
失
調
症
、
パ
ニ
ッ
ク
障
害
、
急
性
ス
ト
レ
ス
障
害
、
ま

た
は
そ
の
他
の
解
離
性
障
害
の
よ
う
な
、
他
の
精
神
疾
患
の
経
過
中
に
の
み
起
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こ
る
も
の
で
は
な
く
、
物
質
（
例
：
乱
用
薬
物
、
投
薬
）
ま
た
は
そ
の
他
の
一

般
身
体
疾
患
（
例
：
側
頭
葉
て
ん
か
ん
）
の
直
接
的
な
生
理
学
的
作
用
に
よ
る

も
の
で
も
な
い
。 

（
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
『D

S
M

-IV
 

精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
き
』 

一
九
九
五
年
、
医
学
書
院
） 

  

よ
く
「
離
人
感
」
や
「
現
実
感
喪
失
」
と
い
う
言
葉
も
聞
き
ま
す
が
、
そ
れ

と
は
違
っ
て
、
も
っ
と
持
続
的
で
、
自
分
を
「
も
の
ご
と
」
の
よ
う
に
感
じ
た

り
、
死
を
考
え
る
よ
う
な
人
も
い
ま
す
。「
離
人
感
」
や
「
現
実
感
喪
失
」
に
は

男
女
差
は
な
い
よ
う
で
す
が
、「
離
人
症
性
障
害
」
は1

0

代
～3

0

代
の
女
性
が

多
い
の
で
す
。 

  

だ
か
ら
、
岩
崎
式
日
本
語
を
使
っ
て
い
る
離
人
症
者
も
そ
の
あ
た
り
の
女
性

が
多
い
で
す
。
社
交
不
安
障
害
の
人
に
く
ら
べ
て
、
我
燈
が
さ
か
の
ぼ
る
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
普
通
の
日
本
語
の
「
わ
た
し
」
は
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
ま
せ
ん
。 

  

で
も
、
症
状
に
陥
る
き
っ
か
け
は
、
不
安
障
害
と
と
て
も
よ
く
似
て
い
ま
す
。

人
に
笑
わ
れ
た
体
験
や
、
仲
間
外
れ
体
験
、
失
敗
体
験
、
性
的
虐
待
を
受
け
た

体
験
な
ど
で
発
症
し
ま
す
。 

 

■
岩(8

-1
)

：
ゐ
た
は
一
人
で
い
る
ほ
う
が
好
き
く
で
す
。 

 

■
岩(8

-2
)

：
わ
き
ゅ
う
き
か
は
人
ご
み
ま
が
苦
手
で
す
。 

 

■
岩(8

-3
)

：
ゐ
ー
な
と
花
ー
な
は
語
り
合
っ
て
い
る
る
ま
す
。 

 

■
岩(8

-4
)

：
先
生
が
ゐ
て
な
を
叱
り
ま
し
た
。 

S
T

E
P

9
 

重
な
り
合
う
「
わ
た
し
」 

：
解
離
性
同
一
性
障
害 

自
分
の
中
に
何
人
も
別
人
が
い
る 

  
S

T
E

P
4

で
他
者
を
表
す
方
法
を
学
び
ま
し
た
。 

 

で
も
、
そ
も
そ
も
「
他
者
」
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。「
あ
な
た
」
や
「
友
人A

」

や
「
彼
」
ば
か
り
が
他
人
で
し
ょ
う
か
。「
自
分
自
身
」
は
本
当
に
こ
の
世
に
一

人
な
の
で
し
ょ
う
か
。 

  

解
離
性
同
一
性
障
害
は
、
岩
崎
式
日
本
語
に
限
ら
ず
、
一
般
的
に
見
て
も
と

て
も
わ
か
り
に
く
い
「
心
の
叫
び
の
あ
り
方
」
で
、
存
在
を
認
め
て
い
な
い
医

者
や
学
者
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
。 

  

で
も
、
そ
れ
は
正
し
い
・
間
違
い
と
い
う
問
題
で
も
な
く
、「
そ
の
人
な
り
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
か
ら
来
る
正
当
防
衛
の
本
能
で
、
病
気
扱
い
す
る
必
要
が

な
い
」
と
い
う
意
味
で
「
認
め
な
い
」
と
い
う
考
え
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。 

  
D

S
M

-IV

の
診
断
基
準
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

A. 

２
つ
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
、
は
っ
き
り
と
他
と
区
別
さ
れ
る
同
一
性 
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(id
e
n

tity
) 

ま
た
は
人
格
状
態 

(p
e
rso

n
a
lity

 sta
te

s) 

の
存
在 

（
そ
の
各
々

は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
比
較
的
持
続
す
る
様
式
を
も
ち
、
環
境
お
よ
び
自
我
を
知

覚
し
、
か
か
わ
り
、
思
考
す
る
）
。 

B. 

こ
れ
ら
の
同
一
性 

(id
e
n

tity
) 

ま
た
は
人
格
状
態 

(p
e
rso

n
a

lity
 

sta
te

s) 

の
少
な
く
と
も
２
つ
が
反
復
的
に
患
者
の
行
動
を
統
制
す
る
。 

C. 

重
要
な
個
人
的
情
報
の
想
起
が
不
能
で
あ
り
、
普
通
の
物
忘
れ
で
説
明
で
き

な
い
ほ
ど
強
い
。 

D. 

こ
の
障
害
は
物
質
（
例
：
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
時
の
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
ま
た
は

混
乱
し
た
行
動
）
ま
た
は
他
の
一
般
的
疾
患
（
例
：
複
雑
部
分
発
作
）
の
直
接

的
な
生
理
的
作
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
注
：
子
供
の
場
合
、
そ
の
症
状
が

想
像
上
の
遊
び
仲
間
（
イ
マ
ジ
ナ
リ
ー
フ
レ
ン
ド 

im
a

g
in

a
ry

 
frie

n
d

）
、
ま

た
は
他
の
空
想
的
遊
び
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
。 

（
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
『D

S
M

-IV
 

精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
き
』 

1
9

9
5

年
、
医
学
書
院
） 

  

解
離
性
障
害
は
ど
れ
も
女
性
が
多
い
の
で
す
が
、
こ
の
解
離
性
同
一
性
障
害

は
一
番
女
性
の
割
合
が
高
い
で
す
。
解
離
性
同
一
性
障
害
は
と
て
も
独
特
な
の

で
、
解
離
性
障
害
と
は
別
に
す
る
考
え
方
も
あ
り
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
定
義
が

違
う
の
で
、
注
意
が
必
要
な
の
で
す
。 

  

そ
し
て
、
解
離
性
同
一
性
障
害
の
友
人
に
も
岩
崎
式
日
本
語
文
を
書
い
て
も

ら
い
ま
し
た
。
と
て
も
驚
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

「
こ
の
」「
そ
の
」「
あ
の
」
と
い
っ
た
指
示
語
が
入
っ
て
い
る
の
は
、
自
分
の

中
に
あ
る
別
人
格
を
他
人
と
し
て
見
て
い
る
の
で
す
。
今
の
人
格
か
ら
の
距
離

感
を
表
し
て
い
て
、「
こ
の
」「
そ
の
」「
あ
の
」
の
順
に
主
人
格
か
ら
近
い
の
で

す
。「
彼
」
や
「
彼
女
」
と
言
う
こ
と
も
あ
る
の
で
す
。 

  

そ
れ
に
、「
ゐ
う
」
や
「
わ
」
の
数
は
、
今
現
在
意
識
に
の
ぼ
っ
て
い
る
（
存

在
を
把
握
し
た
り
、
存
在
に
注
目
し
て
い
る
）
主
人
格
と
別
人
格
の
人
数
を
表

し
て
い
ま
す
。 

 

■
岩(9

-1
)

：
ゐ
む
た
こ
の
ゐ
た
そ
の
ゐ
ー
ね
は
、
空
を
見
上
げ
ぐ
ま
す
。 

 

■
岩(9

-2
)

：
わ
き
ゅ
う
き
か
わ
か
つ
た
の
毎
日
は
、
努
力
の
日
々
で
す
。 

 

■
岩(9

-3
)

：
ゐ
ー
な
ゐ
ー
こ
彼
ぐ
彼
女
け
は
、
電
車
さ
の
中
に
い
る
と
笑
わ
れ

ら
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
苦
し
い
ら
で
す
。 

 

■
岩(9

-4
)

：
猫
た
ち
ふ
は
、
わ
の
う
り
あ
の
わ
っ
き
こ
の
わ
た
し
の
気
持
ち
を

わ
か
っ
て
い
ま
す
。 

S
T

E
P

1
0
 

知
ら
な
い
「
わ
た
し
」 

：
解
離
性
健
忘
・
解
離
性
遁
走 

記
憶
が
飛
ん
で
い
る
一
定
の
期
間
が
あ
る 

  

解
離
性
健
忘
・
解
離
性
遁
走
を
持
つ
女
性
も
、
何
人
か
岩
崎
式
日
本
語
で
症

状
を
表
現
し
合
っ
て
い
ま
す
。
と
言
っ
て
も
、
解
離
性
障
害
を
持
っ
て
い
れ
ば
、
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み
ん
な
ど
こ
か
解
離
性
同
一
性
障
害
の
気
配
が
あ
っ
た
り
、
健
忘
・
遁
走
の
傾

向
が
あ
っ
た
り
す
る
の
で
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
ど
う
し
で
は
、
特
に
記
憶
に
関
す
る
文
や
、
一
定

期
間
の
日
記
だ
け
に
極
端
に
普
通
の
日
本
語
の
「
わ
た
し
」
か
ら
遠
い
我
燈

（S
T

E
P

1

参
照
）
を
使
っ
て
い
る
友
人
が
い
た
場
合
、
健
忘
・
遁
走
し
た
こ
と

を
疑
っ
て
い
ま
す
。 

  

解
離
性
健
忘
のD

S
M

-IV

の
診
断
基
準
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

A. 

優
勢
な
障
害
は
、
重
要
な
個
人
的
情
報
で
、
通
常
外
傷
的
ま
た
は
ス
ト
レ
ス

の
強
い
性
質
を
持
つ
も
の
の
想
起
が
不
可
能
に
な
り
、
そ
れ
が
あ
ま
り
に
も
広

範
囲
に
わ
た
る
た
め
通
常
の
物
忘
れ
で
は
説
明
で
き
な
い
よ
う
な
、
１
つ
ま
た

は
そ
れ
以
上
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。 

B. 

こ
の
障
害
は
解
離
性
同
一
性
障
害
、
解
離
性
と
ん
走
、
外
傷
性
ス
ト
レ
ス
障

害
、
急
性
ス
ト
レ
ス
障
害
、
ま
た
は
身
体
化
障
害
の
経
過
中
に
の
み
起
こ
る
も

の
で
は
な
く
、
物
質
（
例
：
乱
用
薬
物
、
投
薬
）
ま
た
は
神
経
疾
患
ま
た
は
そ

の
他
の
一
般
身
体
疾
患
（
例
：
頭
部
外
傷
に
よ
る
健
忘
障
害
）
の
直
接
的
な
生

理
学
的
作
用
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。 

C. 

そ
の
障
害
は
、
臨
床
的
に
著
し
い
苦
痛
ま
た
は
、
社
会
的
、
職
業
的
、
ま
た

は
他
の
重
要
な
領
域
の
機
能
に
お
け
る
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。 

  

解
離
性
遁
走
のD

S
M

-IV

の
診
断
基
準
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

A. 

優
勢
な
障
害
は
、
予
期
し
て
い
な
い
時
に
突
然
、
家
庭
ま
た
は
普
段
の
職
場

か
ら
離
れ
て
放
浪
し
、
過
去
を
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。 

B. 

個
人
の
同
一
性
に
つ
い
て
混
乱
し
て
い
る
、
ま
た
は
新
し
い
同
一
性
を
（
部

分
的
に
、
ま
た
は
完
全
に
）
装
う
。 

C. 

そ
の
障
害
は
、
臨
床
的
に
著
し
い
苦
痛
ま
た
は
、
社
会
的
、
職
業
的
、
ま
た

は
他
の
重
要
な
領
域
に
お
け
る
機
能
の
障
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。 

（
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
『D

S
M

-IV
 

精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
き
』 

1
9

9
5

年
、
医
学
書
院
） 

  

そ
し
て
、
解
離
性
健
忘
・
遁
走
者
の
岩
崎
式
日
本
語
文
が
以
下
で
す
。 

  

た
と
え
ば
、「
昨
日
」
と
い
う
具
体
的
な
日
の
入
っ
た
文
の
我
燈
が
、
空
識
間

我
に
な
っ
て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
人
は
昨
日
、
知
ら
な
い
う
ち
に
ど
こ
か

に
行
っ
て
き
た
の
で
す
。
そ
の
と
き
ば
か
り
は
現
実
逃
避
で
き
て
、
わ
り
と
気

が
楽
だ
っ
た
の
で
す
。
遁
走
し
て
い
た
か
、
解
離
性
同
一
性
障
害
と
し
て
別
人

格
を
作
っ
て
い
た
か
、
ど
ち
ら
か
が
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

■
岩(1

0
-1

)

：
ゐ
う
ー
は
昨
日
、
ど
こ
か
に
行
き
く
き
ま
し
た
。 

 
■
岩(1

0
-2

)

：
家
族
は
わ
ぐ
る
わ
ぐ
り
を
理
解
し
な
い
。 

S
T

E
P

1
1
 

崩
れ
る
「
わ
た
し
」 

：
統
合
失
調
症 

幻
聴
・
妄
想
が
あ
る
、
非
現
実
を
現
実
と
思
う 
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統
合
失
調
症
の
人
に
も
、
岩
崎
式
日
本
語
を
使
っ
て
い
る
人
が
数
人
い
ま
す
。

統
合
失
調
症
の
場
合
、
い
ろ
い
ろ
と
独
特
の
苦
労
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

  

昔
は
、
解
離
性
障
害
の
う
ち
解
離
性
同
一
性
障
害
が
こ
の
統
合
失
調
症
に
入

っ
て
い
ま
し
た
。
今
も
病
院
を
渡
り
歩
く
と
、
診
断
が
バ
ラ
バ
ラ
だ
っ
た
り
し

ま
す
。
で
も
、
診
断
が
す
べ
て
間
違
い
な
の
で
は
な
く
、
本
当
は
つ
な
が
っ
て

い
る
症
状
も
あ
る
の
で
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
で
は
、
我
燈
に
「
ゐ
」
や
「
わ
」
が
た
く
さ
ん
入
っ
て
い
る

わ
り
に
そ
れ
ぞ
れ
の
自
我
や
記
憶
力
が
と
て
も
明
確
な
ら
解
離
性
同
一
性
障
害
、

入
っ
て
い
な
い
わ
り
に
自
我
全
体
が
薄
か
っ
た
り
支
離
滅
裂
だ
っ
た
ら
統
合
失

調
症
に
該
当
す
る
、
と
い
う
こ
と
が
言
え
る
の
で
す
。
つ
ま
り
、
二
つ
の
病
気

の
「
間
」
に
い
る
人
も
、
世
の
中
に
は
い
る
の
で
す
。 

  

た
だ
、
基
本
的
に
は
、
岩
崎
式
日
本
語
は
、
解
離
性
障
害
、
特
に
中
度
・
重

度
の
離
人
症
性
障
害
や
う
つ
病
・
社
交
不
安
障
害
寄
り
の
人
に
一
番
親
し
み
や

す
い
と
私
た
ち
は
思
っ
て
い
ま
す
。 

  

さ
き
ほ
ど
の
解
離
性
健
忘
・
遁
走
に
か
か
る
人
の
数
は
、
一
般
の
離
人
症
・

解
離
性
障
害
に
か
か
る
人
の
数
よ
り
も
ず
っ
と
少
な
い
で
す
が
、
統
合
失
調
症

は
一
生
涯
に
百
人
に
一
人
が
か
か
り
ま
す
。
精
神
疾
患
の
中
で
も
多
い
症
状
な

の
で
す
。
軽
い
も
の
も
合
わ
せ
る
と
、
一
時
的
に
か
か
っ
て
い
る
人
は
多
い
の

で
す
。 

  

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
第
一
級
症
状
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
統
合
失
調
症
に
特
徴

的
な
症
状
と
言
わ
れ
ま
す
。
で
も
、
こ
の
条
件
だ
け
だ
と
、
解
離
性
同
一
性
障

害
の
一
部
や
、
妄
想
性
障
害
の
一
部
は
、
こ
の
条
件
を
全
部
満
た
し
て
し
ま
う

の
で
す
。
だ
か
ら
、
現
在
は
こ
れ
だ
け
で
診
断
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
慎
重
に

総
合
的
に
診
断
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
の
第
一
級
症
状 

(

1) 

自
分
の
思
考
が
反
響
し
て
聞
こ
え
る
思
考
化
声
（
自
分
の
考
え
て
い
る
内

容
が
存
在
し
な
い
幻
聴
と
な
っ
て
聞
こ
え
る
） 

(

2) 

複
数
の
人
の
対
話
形
式
の
幻
聴
。(

複
数
の
人
が
自
分
に
つ
い
て
う
わ
さ
な

ど
を
し
て
い
る
声
が
き
こ
え
る
） 

(

3) 

自
己
の
行
為
を
批
評
す
る
幻
聴
（
自
分
が
何
か
行
動
や
発
言
を
し
よ
う
と

す
る
と
そ
の
行
為
を
非
難
す
る
よ
う
な
声
が
聞
こ
え
る
） 

(

4) 

身
体
へ
の
悪
意
あ
る
行
為
（
誰
か
に
監
視
さ
れ
て
い
る
、
誰
か
に
命
を
狙

わ
れ
て
い
る
な
ど
と
思
い
込
む
） 

(

5) 

思
考
奪
取
を
は
じ
め
と
す
る
思
考
領
域
の
不
特
定
の
影
響
（
自
分
の
思
考

が
他
人
に
抜
き
取
ら
れ
て
、
ば
れ
て
し
ま
う
と
思
い
込
む
） 

(
6) 

考
想
伝
播
（
自
分
の
考
え
は
、
周
り
の
人
に
筒
抜
け
に
な
っ
て
い
る
） 

(
7) 

妄
想
知
覚
（
関
係
な
い
も
の
を
無
理
に
関
連
付
け
て
考
え
る
） 

(

8) 
作
為
体
験
（
他
人
に
自
分
の
思
考
、
意
志
、
行
動
を
操
作
さ
れ
て
い
る
と

い
う
感
覚
） 
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以
下
が
統
合
失
調
症
者
の
岩
崎
式
日
本
語
文
で
す
。
統
合
失
調
症
の
場
合
、

自
我
が
希
薄
だ
っ
た
り
崩
壊
し
た
り
し
て
い
る
の
で
、「
苦
し
み
」
の
自
覚
に
当

た
る
感
情
が
希
薄
な
場
合
も
多
く
、
抽
化
言
や
抽
出
言
が
あ
ま
り
な
い
か
、
心

描
言
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
多
い
の
で
す
。 

 

■
岩(1

1
-1

)

：
ゐ
う
ー
は
こ
の
ゐ
う
ー
は
明
日
も
生
き
ま
す
。 

 

■
岩(1

1
-2

)

：
い
つ
だ
か
、
ゐ
む
ふ
は
空
か
ら
来
ま
し
た
。 

 

■
岩(1

1
-3

)

：
そ
の
わ
ぐ
る
の
考
え
が
だ
れ
か
に
ば
れ
そ
う
で
す
。 

S
T

E
P

1
2
 

巫
女
と
し
て
の
「
わ
た
し
」 
：
解
離
の
強
調 

解
離
性
障
害
や
統
合
失
調
症
は
古
代
の
巫
女
の
見
て
い
た
世
界 

  

次
は
、
古
代
の
巫
女
と
、
私
た
ち
の
解
離
性
障
害
な
ど
の
症
状
と
の
関
連
の

お
話
な
の
で
す
。 

  

突
然
で
す
が
、
卑
弥
呼
や
イ
タ
コ
の
よ
う
な
昔
の
巫
女
た
ち
や
シ
ャ
ー
マ
ン

た
ち
は
、
今
の
私
た
ち
の
解
離
性
障
害
に
近
い
症
状
を
持
っ
て
い
て
、
そ
れ
を

「
神
が
か
り
」
と
呼
ん
だ
り
、
神
が
か
り
に
な
っ
て
聞
い
た
こ
と
を
「
神
の
お

告
げ
」
と
言
っ
た
り
し
て
い
た
、
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。 

  

こ
れ
は
、
岩
崎
式
日
本
語
の
独
自
の
考
え
と
い
う
よ
り
は
、
お
も
に
解
離
性

障
害
、
特
に
ト
ラ
ン
ス
・
憑
依
障
害
、
解
離
性
け
い
れ
ん
な
ど
特
定
不
能
の
解

離
性
障
害
の
患
者
さ
ま
を
診
て
こ
ら
れ
た
学
者
・
医
者
の
説
で
す
。
こ
れ
は
た

し
か
に
、
私
た
ち
の
感
覚
か
ら
言
っ
て
も
、
実
は
病
気
で
は
な
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
前
向
き
な
意
味
で
、「
そ
う
か
も
し
れ
な
い
」
と
感
じ
ま
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
は
、
こ
の
説
を
採
用
、
と
い
う
よ
り
、
最
初
か
ら
そ
の
よ
う

に
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
で
は
、
特
に
解
離
性
障
害
の
女
性
で
、
憑
依
障
害
、
解
離
性

け
い
れ
ん
な
ど
が
併
発
し
て
い
る
よ
う
な
人
は
、
我
燈
に
文
字
ど
お
り
「
巫
女

（
み
こ
）」
を
宣
言
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
巫
女
宣
言
」
と
言
い
ま
す
。 

  

岩
崎
式
日
本
語
の
「
巫
女
宣
言
」
を
見
る
前
に
、
誤
解
さ
れ
て
も
い
け
な
い

の
で
、「
特
定
不
能
の
解
離
性
障
害
」
の
医
学
的
な
定
義
を
見
て
お
き
ま
す
。 

  

特
定
不
能
の
解
離
性
障
害
は
、「
解
離
性
健
忘
、
解
離
性
遁
走
、
解
離
性
同
一

性
障
害
、
離
人
症
性
障
害
の
い
ず
れ
に
も
に
も
該
当
し
な
い
解
離
性
障
害
」
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
解
離
性
障
害
者
が
い
ろ
い
ろ
な
解

離
症
状
を
ま
た
い
で
持
っ
て
い
ま
す
。
メ
イ
ン
と
な
る
症
状
が
ト
ラ
ン
ス
・
憑

依
・
け
い
れ
ん
・
感
覚
脱
失
な
ど
で
あ
る
女
性
が
、
昔
で
言
う
「
巫
女
」
に
近

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

1. 

臨
床
状
態
が
解
離
性
同
一
性
障
害
に
酷
似
し
て
い
る
が 

そ
の
疾
患
の
基
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準
全
て
を
満
た
さ
な
い
も
の
。
例
と
し
て
は

a
)

２
つ
又
は
そ
れ
以
上
の
、
は
っ

き
り
と
他
と
区
別
さ
れ
る
人
格
状
態
が
存
在
し
て
い
な
い
。
ま
た
は

b
)

重
要
な

個
人
的
情
報
に
関
す
る
健
忘
が
生
じ
て
い
な
い
。 

2. 

成
人
の
現
実
感
喪
失
で
、
離
人
症
を
伴
わ
な
い
も
の
。 

3. 

長
期
間
に
わ
た
る
強
力
で
威
圧
的
な
説
得
（
例
：
洗
脳
・
思
想
改
造
・
人
質

に
な
っ
て
い
る
間
の
教
化
）
を
受
け
て
い
た
人
に
起
こ
る
解
離
状
態
。 

4. 

解
離
性
ト
ラ
ン
ス
状
態
：
特
定
の
地
域
お
よ
び
文
化
に
固
有
な
、
単
一
の 

ま
た
は
挿
話
性
の
意
識
状
態
、
同
一
性
ま
た
は
記
憶
の
障
害
、 

解
離
性
ト
ラ
ン

ス
は
、
直
接
接
し
て
い
る
環
境
に
対
す
る
認
識
の
狭
窄
化
、
常
同
的
行
動 

ま

た
は
動
作
で
、
事
故
の
い
し
の
及
ぶ
範
囲
を 

越
え
て
い
る
と
体
験
さ
れ
る
も
の

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。 

憑
依
ト
ラ
ン
ス
は
、
個
人
と
し
て
の
い
つ
も
の
同
一

性
感
覚
が
、
新
し
い
同
一
性
に
置
き
変
わ
る
も
の
で
、
魂
・
力
・
神
ま
た
は
他

の
人
の
影
響
を
受
け 

常
同
的
な
”
不
随
意
”
運
動 
ま
た
は
健
忘
を
伴
う
も
の

に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。 

そ
の
例
と
し
て
、 

ア
モ
ク
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）、

ビ
バ
イ
ナ
ン
（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）
、
ラ
タ
ー
（
マ
レ
ー
シ
ア
）
、
ピ
プ
ロ
ク
ト
ッ

タ
（
北
極
）、
ア
タ
ク
・
ド
・
ナ
ビ
オ
ス
（
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
）
及
び
憑
依
（
イ

ン
ド
）
な
ど
が
あ
る
。
解
離
性
障
害
ま
た
は
ト
ラ
ン
ス
障
害
は
、
広
く
受
け
入

れ
ら
れ
て
い
る 

集
合
的
文
化
習
慣 

ま
た
は
宗
教
行
為
の
正
常
な
一
部
分
で

は
な
い
。 

5. 

一
般
身
体
疾
患
に
よ
ら
な
い
意
識
の
消
失
、
昏
迷
、
ま
た
は
昏
睡
。 

6. 

ガ
ン
サ
ー
症
候
群
：
質
問
に
対
し
て
大
雑
把
な
応
答
を
す
る
こ
と
（
例
：“2

た
す2

は5

”
）
で
、
解
離
性
健
忘
ま
た
は
解
離
性
遁
走
に
伴
っ
た
も
の
で
は
な

い
。 

（
ア
メ
リ
カ
精
神
医
学
会
『D

S
M

-IV
 

精
神
疾
患
の
分
類
と
診
断
の
手
引
き
』 

1
9

9
5

年
、
医
学
書
院
） 

 

岩
崎
式
日
本
語
の
「
巫
女
宣
言
」 

  

そ
れ
で
は
、
岩
崎
式
日
本
語
の
「
巫
女
宣
言
」
を
見
て
み
ま
す
。 

  

い
ろ
い
ろ
な
我
燈
に
つ
い
て
は
、
あ
い
か
わ
ら
ず
こ
ち
ら
の
『「
第
四
期
岩
崎

式
日
本
語
」
大
全
』
別
添
資
料(5

)  

我
燈
一
覧
表
（P

D
F

,

図
表
）
を
見
て
い
た

だ
け
る
と
よ
い
の
で
す
が
、
巫
女
燈
に
は
、
今
述
べ
た
よ
う
な
特
別
な
意
味
が

あ
り
ま
す
。 

  

こ
の
「
巫
女
宣
言
」
は
、
私
た
ち
の
よ
う
な
「
病
気
の
」
解
離
性
障
害
者
だ

け
で
な
く
て
、
い
わ
ゆ
る
巫
女
や
祭
祀
や
和
歌
詠
み
の
仕
事
を
し
て
い
ら
っ
し

ゃ
る
女
性
の
方
々
で
、
健
康
で
あ
り
な
が
ら
解
離
性
障
害
の
う
ち
の
憑
依
障
害

の
（
憑
き
物
に
憑
か
れ
た
よ
う
に
見
え
る
）
女
性
や
、
い
つ
も
と
違
う
精
神
状

態
で
和
歌
を
詠
む
女
性
の
症
状
も
参
考
に
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

で
も
、
巫
女
宣
言
で
き
る
の
は
、
お
も
に
解
離
性
障
害
、
そ
れ
か
ら
一
部
の

統
合
失
調
症
の
女
性
で
、
社
交
不
安
障
害
の
場
合
は
ほ
と
ん
ど
巫
女
宣
言
し
な

い
の
で
す
。 

  

最
近
は
、
解
離
性
障
害
に
な
る
原
因
の
一
番
は
、
幼
少
期
の
性
的
虐
待
・
暴
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力
被
害
の
よ
う
で
す
。 

  

ち
な
み
に
、
同
じ
被
害
を
受
け
て
も
、
解
離
性
障
害
に
な
る
か
、
統
合
失
調

症
に
な
る
か
、
不
安
障
害
に
な
る
か
は
、
一
卵
性
双
生
児
の
両
方
が
同
じ
心
の

病
気
に
な
る
確
率
が
高
い
研
究
結
果
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
遺
伝
的
に
あ
る

程
度
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

  

で
も
、
昔
の
女
性
で
は
、
性
的
被
害
と
い
う
よ
り
、
自
然
の
山
や
海
を
見
た

と
き
に
脳
が
強
い
「
感
動
」
や
「
圧
倒
」
を
受
け
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
解
離
性

障
害
が
出
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
私
た
ち
は
考
え
て
い
ま
す
。 

  

日
本
神
話
に
も
世
界
の
神
話
に
も
、
処
女
懐
胎
や
、
神
と
行
為
を
し
て
神
の

子
を
産
む
よ
う
な
話
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
「
自
然
を
感
じ
る
感
動
」
は
、

た
ぶ
ん
山
や
海
や
神
に
襲
わ
れ
る
よ
う
な
感
覚
や
あ
き
ら
め
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
れ
は
今
の
性
犯
罪
と
は
違
う
気
が
し
ま
す
。 

 

■
岩(8

-4
)

：
先
生
が
ゐ
て
な
み
こ
を
叱
り
ま
し
た
。 

 

■
岩(9

-1
)

：
ゐ
む
た
こ
の
ゐ
た
そ
の
ゐ
ー
ね
み
こ
は
、
空
を
見
上
げ
ぐ
ま
す
。 

 

■
岩(1

0
-1

)

：
ゐ
う
ー
み
こ
は
昨
日
、
ど
こ
か
に
行
き
く
き
ま
し
た
。 

 

■
岩(1

1
-2

)

：
い
つ
だ
か
、
ゐ
む
ふ
み
こ
は
空
か
ら
来
ま
し
た
。 

S
T

E
P

1
3
 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手 

：
発
達
障
害 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
「
障
害
」
で
は
な
く
て
「
苦
手
」
な
だ
け 

  

発
達
障
害
者
の
岩
崎
式
日
本
語
の
使
用
者
に
は
、
男
性
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。
解
離
性
障
害
や
統
合
失
調
症
に
く
ら
べ
て
、
も
と
も
と
男
性
が
多
い
障
害

で
す
。 

  

で
も
、
よ
く
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
障
害
」
で
「
人
の
心
が
わ
か
ら
な

い
」
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
逆
に
い
ろ
ん
な
人
や
物
事
を
よ
く
観
察
し
て
い
て
、

い
ろ
ん
な
人
の
気
持
ち
を
気
に
し
す
ぎ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
に
な

っ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
だ
わ
り
は
人
一
倍
強
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
根
は
や
さ

し
い
人
が
多
い
と
い
う
風
に
思
う
の
で
す
。 

  

だ
か
ら
、
社
交
不
安
障
害
と
も
似
た
症
状
が
出
ま
す
し
、
岩
崎
式
日
本
語
で

も
同
じ
よ
う
な
文
面
に
な
り
ま
す
し
、
特
に
ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
の
人
は
そ

う
な
り
ま
す
。 

  

で
も
、
重
い
自
閉
症
の
子
た
ち
や
知
的
障
害
者
の
方
は
別
で
、
言
語
に
障
害

が
あ
る
の
で
、
岩
崎
式
日
本
語
も
使
う
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。 

  
以
下
は
、
な
ん
と
か
発
達
障
害
の
男
性
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
書
い

て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。
社
交
不
安
障
害
の
ス
テ
ッ
プ
と
同
じ
文
を
入
れ
て

い
ま
す
。
男
性
の
文
ら
し
く
、
格
式
的
な
感
じ
を
出
す
た
め
に
、「
わ
」
＋
音
読
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み
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 
■
岩(1

3
-1

)

：
わ
い
ら
は
明
日
、
人
前
ら
で
発
表
ら
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

■
岩(1

3
-2

)

：
わ
た
し
は
街
中
か
が
苦
手
で
す
。 

 

■
岩(1

3
-3

)

：
わ
い
か
つ
と
会
合
ら
に
出
ま
す
。 

 

■
岩(1

3
-4

)

：
わ
か
っ
し
ゅ
は
電
車
さ
の
中
に
い
る
と
笑
わ
れ
ら
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
て
苦
し
い
ら
で
す
。 

   


